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  ＣＨＡＲＡＣＴＥＲＳ

  葉ノ宮洋●はのみや・ひろ

  種眠北（たねむきた）高校二年生。園芸部部長。「花視」。

  尊莉花●みこと・りか

  種眠北高校二年生。銃花を操る「花狩」。

  貴島帆鳥●きしま・ほとり

  種眠第二中学校三年生。杖花を操る「花狩」。

  瀬々良月夏●せせら・つきな

  種眠北高校一年生。十六歳。大の猫好き。「花跳」。

  オズガ●おずが

  密鬼の美少女。『葉ノ宮ヒロ争奪戦』を開始する。

  吉住和●よしずみ・のどか

  聖花（せいか）女学園高等部二年生。真樹の幼なじみ。

  宮部真樹●みやべ・まき

  聖花女学園高等部二年生。美少年風な容姿の少女。

  長谷川静奈●はせがわ・しずな

  聖花女学園高等部二年生。和と真樹の親友。


  


  プロローグ

  

  　ぺろ……ぺろ……。

  　くすぐったくなるような音。

  　ぺちゃ……ぺちゃ……。

  　ううん、本当にくすぐったい。

  　腕……肩……胸……おなか……。

  　柔らかくて、生暖かい、たっぷりの果汁が滴したたる果実を押し当てられているみたい。つつーと身体からだのあちこちをなぞられる。

  　ぺろ……ぺろ……。

  　優しく濡れていく。

  　いったいなにが起きているのわからなくて、目に見えるのは暗くら闇やみばかりで、手足も意識も動かない。

  　ぺちゃ……ぺちゃ……。

  　甘い音と、とろけそうな刺激だけが鮮明で、周囲の闇に沈みかける僕をつなぎとめる。

  　甘かん美びなともしびのように。ぺろぺちゃ。

  「…………ろ……」

  　声が聞こえた。

  「……ひ…………ろ……」

  　呼んでいる。その声は小さいけれど頼もしくて、抱きしめられるみたいに温かい。

  　誰？

  「……ひ……ろ……」

  　肌に押し当てられた果実が、ぺちゃりと動いて「ひ……ろ……」そこにしるしをつけるように囁ささやく。

  　誰？

  　身体の芯しんが痺しびれるような快感とともに、周囲の闇がしだいに薄れていく。ぼんやりとした視界の中に誰かがいる。僕にぴったりと身を寄せ、腕、肩、胸、おなかに口づけをする。僕をなめている。

  　誰？

  　いい夢と悪い夢がごちゃ混ぜになったような心地の中で、脳裏に浮かぶ女の子。

  　…………莉り花かさん？

  　ぺろ……ぺちゃ……くちゅ。

  　でもその想像は、秘密の水音のような響きに消されていく。

  「……ヒ………ロ……」

  　莉り花かさんじゃない。

  　視線がおずおずと女の子の輪りん郭かくを捉える。目鼻立ちのくっきりとした顔。赤みがかった瞳の色。ツインテール。

  「……ヒロ」

  　……オズ……ガ？

  　オズガは僕のおなかに埋めていた顔を上げ、ニッコリと微ほほ笑えんだ。

  　どうして？

  　意識は相変わらず曖あい昧まいで、ここがどこで、なにをしていたのかも思い出せない。全身は重く、息苦しい。せっかく薄れた暗くら闇やみも、オズガがなめるのをやめたとたん、ひんやりと濃さを増す。

  「ヒロ」

  　オズガが呼ぶ。僕は肌に纏まつわりつく闇に顔を歪ゆがめる。

  「さあ、ヒロ」

  　オズガが手を伸ばしてくる。まるで暗闇から救い出してくれるように。

  「ともに行きましょう、ヒロ。ふたりで紡つむぐ新あら花ばなの楽園――フローラの花園へ」

  　僕は……。

  　僕は…………。

  　僕は………………。

  　忍び寄る暗闇が不快で、怖くて……。

  「オズ……ガ……」

  　そこから逃のがれたくて、オズガの差し出した手を――。

  　握った。



  


  １

  

  　目覚まし時計のアラームかと思ったら、

  〝集～合～！――…………て、反応なし!?　まさか君、まだ寝てる!?　こら！　起きろ！　何時だと思ってんのよ!?　集合よ、集合！　三十分以内に来なかったら、へタレから大へタレに転職！　そしてリストラよ！〟

  　花びら型イヤリング通信機からの莉り花かさんの声だった。

  「んあ？　り、莉花さん!?」

  　自分の部屋のベッドから飛び起き、枕元の時計を見る。午前十時。カーテンの隙すき間まから差し込む陽射しは眩まぶしいくらい。

  　普段から早起きで、夏休みでも七時には目が覚める僕だけど、昨夜はテレビで『朝まで花しりとり!!』を見たせいで、起きられなかったようだ。

  〝たくっ、夏休みだからってたるんでんじゃないわよ！〟

  　机の上のイヤリング通信機が飛びはねそうな大きな声。もちろん一瞬で目が覚めた。莉花さんの声（とくに怒った声）はなににも勝る。

  「ご、ごめん。ていうか、おはよう……ございます」

  　なぜかベッドの上で正座して応える。

  〝お～は～よ～っ〟

  　朝の挨あい拶さつというより、威い嚇かくのような声に肩をすくめると、

  〝とにかく！〟

  　窓そう外がいのセミがびっくりして黙るくらいの勢いで、莉花さんが言う。

  〝花か族ぞくの任務よ！　あたしたちのマンションに来なさい！〟

  「は、はい！」

  　ぐずぐずしてはいられない。大急ぎで身支度に取り掛かろうとして「うわっ」シーツに足を引っ掛け、ベッドから落ちた。

  「あいった～っ」

  　したたかに打った顔をさすっていると、通信機から莉花さんの窺うかがうような声。

  「ねえ、君……」

  　あ、心配してくれてる？

  　と、ちょっとうれしくなった瞬間。

  〝に、任務とは別だけどっ、夏休みの宿題も持ってくること！　あ、あたしに貸しなさい！　わかった!?〟

  「……」

  　夏休み終了まで、残り数日となった朝だった。

  

  　というわけで、全教科の夏休みの宿題をショルダーバッグに詰めると家を飛びだした。ちなみに宿題は七月中にすべて終わらせたので、莉り花かさんの期待には応えられそうだ。応えていいのか微妙だけど……。

  　僕の住む果か彩さい町から、漣れん芽が町の莉花さんたちのマンションへは自転車で行くのが一番早い。それでも四十分はかかる。三十分で来いだなんてムチャです、莉花さん。

  　などと思いながら、懸命にペダルを漕こぐ。

  　夏休みはもうすぐ終わるけど、夏はまだまだ続きそうな青空の彼方かなたに、入道雲。

  　十七歳の夏休みは、僕が花か族ぞくになって初の、つまり莉花さんと出会ってはじめての夏休みでもあった。その莉花さんと、同じ花族の帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんと四人で海へ行ったのが七月末。そこでも密みつ鬼おにがらみの事件があって大変だったけど、今となってはいい思い出だ。

  　このまま残りの休みは平穏に過ごせるかな、なんて思ってたけど、甘かったみたい。

  「任務ってなんだろう？」

  　通信で莉花さんが言ってたことが気になり、汗がにじむのもかまわず、自転車を走らせた。

  　ようやく莉花さんたちの高層マンションが見えだしたころには、息が上がっていた。喉のどもカラカラだ。

  　ジュースでも買っていこうか。もちろんみんなの分も。

  　そう思って、道路脇の自販機に視線を移しかけたときだった。

  「――ヒロ」

  　女の子が降ってきた。

  「な!?」

  　いやホントに！　暑さで頭が茹ゆだったわけじゃなくて！

  　頭上からすぽっと、僕と自転車のハンドルの間に女の子が落ちてきた。そのまま彼女の腕が僕の首に回り、しがみつかれる。

  「ひえっ！」

  　突然のことに倒れないようにするので精一杯。女の子の髪で前が見えず、僕も自転車もぐらりと体勢を崩した。

  「のわわわわ」

  　車道に飛び出さなかったのは不幸中の幸いで、ハンドルをあらぬ方向に切ったまま、ふらふらよろよろ、数メートル進んで――ドテッ。女の子もろとも倒れた。

  「いてててて」

  　地面に打ち付けた背中の痛みを堪こらえながら、胸の中の女の子を見る。どこかの中学生か高校生だろうか、ストライプのタイを結んだ制服姿だ。

  「だ、大丈夫？　怪け我がは――!?」

  　声を掛け、でも言い終えるまえに息を呑のむ。

  　まさ……か……。

  　背筋がぞくり。周囲の気温が三、四度下がったみたい。

  　相変わらず僕の首に両手を掛け、小柄な身体からだを預ける彼女の顔を見て気がついた。

  「オ、オオオオオオズガ!?」

  　夏の海で出会った謎の女の子……いや密みつ鬼おにだ！

  　うわっ、と悲鳴を上げ、座ったままズザザザッとあとずさった。けど、オズガがしがみついたままだったので意味がない。ドンッと背中がなにかにぶつかり、それが停車中の車だと気づいたときには、ここが駐車場だということも理解した。ほかに人影はない。

  「ヒロ」

  　オズガに名を呼ばれ、それだけで動けなくなった。怖い。

  　密鬼とこれほど接触することははじめてだ。しかも見た目は人間と変わりないオズガだけれど、今までのどの密鬼よりも威圧感がある。鈍にぶい僕だって、その桁けた外はずれの力を感じてしまう。

  　そんな凍こごえるようなオーラに身体は金かな縛しばりにあったよう。

  「――昔の人は……言いました」

  　オズガが口を開く。その息が鼻先をくすぐる。

  「〝危難において……大切なものを得るのが人間で……そのときまで得られないのも……人間だ〟」

  　オズガがクスッと笑う。

  「わたしは愚おろかな人間じゃ……ないわ。海で会ったときにわかったもの……ヒロが大切だってこと」

  「……大切？」

  「ええ、わたしは感じたもの……ヒロの奥底に眠る強さと……それを形にすることのできるひたむきさ……」

  　強いなんてはじめて言われた。

  「それに顔、かわいいし」

  　そ、それもはじめて言われた……。

  「わたしはそういうヒロが好き……そんなヒロだからわたしは求めるの……」

  　そんなことを言われて面食らう僕に、オズガは途切れ途切れに喋しやべる。

  「わたしには……ヒロが必要……だから……会いに来たのよ」

  　オズガの様子がなんだかおかしい。息が荒く、冷たい汗をかき、触れた肌はそれよりも冷えている。顔色も悪い。

  　海での悠然とした物腰が、『葉はノの宮みやヒロ争そう奪だつ戦せんをはじめるわ』と言ったときの余裕が、今のオズガにはない。ていうかかなり苦しそう。

  「オズガ、君、どこか――」

  　具合が悪いの？　と続けようとして言葉を引っ込めた。

  　バ、バカ！　なに考えてんだ!?　相手は密みつ鬼おに。戦う相手。なのに心配するなんて……間違ってる…………でも……。

  　恐怖とモヤモヤした混乱とで、なおさらどうしていいかわからない。

  　いや、逃げなきゃ。それだけはわかる。でもどうやって？

  　焦あせるばかりで、なにも思いつかずにいると、

  「くっ」

  　オズガが不意に身体からだを折り曲げた。胸を押さえ、不規則に息を何度も吐く。

  「オズガ!?」

  　それは本当につらそうで、僕はその瞬間、オズガが密鬼であることを忘れた。

  「ちょ、大丈夫!?　しっかりして」

  「……ねえ、ヒロ、お願いがあるの」

  　オズガは僕の胸に手をついて、顔を上げた。熱に浮かされたような表情だ。

  「……なめて」

  「へ？」
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  　なにを言われたのか一瞬わからなかった。でもオズガは肩で息をしながらもう一度、さっきよりもはっきりと告げた。

  「わたしをなめてって……言ったのだけれど？」

  　花はな視みをしろと言っているのだろう。でもそこで再び、オズガが密みつ鬼おにだという事実が甦よみがえる。

  　オズガを……密鬼を花視!?

  　唖あ然ぜんとしていると、オズガはふらっと僕の胸にしなだれかかった。

  「お願い……ヒロ……ヒロ……」

  　救いを請こうように僕の名を呟つぶやく。その姿はとても弱々しく、触れた身体からだからはどんどん体温が消えていくみたいで……。

  　僕はそれがたまらなくて、思わず口を開いた。

  「花視をしたら元気になるんだね？」

  　密鬼を元気にしてどうする!?

  　頭のどこかがそんなつっこみを入れたけど、オズガをこのまま放っておくことはできなかった。

  　そ、それに花視をしないと、なにをされるかわからないし。

  　心の呟きは、ただの言い訳で……。

  　ごめん。

  　脳裏に浮かんだ莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんに謝ってから心を決めた。

  　オズガの花視をしよう。

  　視線を集中させる。蜜みつ口ぐちを探す。密鬼にも蜜口があるのかと疑問が湧いたあたりで、オズガがタイをほどき、ブラウスのボタンを外していった。

  「オ、オズガ？」

  　なにしてんだろ、と思ったのも束つかの間、その意味がわかり、思わず唸うなる。

  　オズガの蜜口は胸元だった。元々透き通るような白い肌のオズガ。その首筋から肩口、そして細く浮いた肩けん甲こう骨こつからさらに下がった胸元はシルクのよう。

  　滑なめらかで、艶つややかで、綺麗な白。

  　そしてそこに葉ではなく、小さな満開の花模様の蜜口が、淡く輝いていた。

  　きわどい場所に加え、そのなまめかしさにドキリとする。頭がカッカするのは暑さのせいだけじゃないような……。

  　そんな心中をごまかすように目を凝こらす。花視をしなくちゃ。

  　蜜口の葉の数は心の強さに比例する。でもオズガのは花の形。その強さは計り知れない。

  　オズガはブラウスのボタンを上半分外して、指を止めた。胸元と白いブラジャーが覗のぞく。

  　自分の鼓動が少し――ドックンドックン――……いや、だいぶ高鳴っている。

  「ヒロ」

  　オズガの眼まな差ざしは虚うつろで、ときおり苦しそうに瞳が揺れる。

  「なめて」

  　その声に促うながされるように、オズガの小さな膨ふくらみに顔を埋うずめた。

  「んっ」

  　かすかな芳香は――バラ？

  　ちらりとそんなことを思いながら、ぺろり。

  「……ぁ」

  　オズガの蜜みつ口ぐちをなめた。

  「……ヒロ……」

  　オズガが僕の頭を抱き、吐と息いきを洩もらす。

  　れろん、ねちゃ。

  「ヒ……ヒロ、ヒロ……」

  　まるで催眠術にかかったように、名を呼ばれるたびに舌を這はわせた。僕の鼻のてっぺんが、オズガの肌にぴとぴとくっつく。

  「……く……くすぐったい……ぁ」

  　オズガが身じろぎし、顎あごを上げた。滑なめらかな喉のどのラインがかすかに蠢うごめき、首筋から伝った汗が、僕がなめる胸元へ垂れる。

  「……ハア……ハア……んっ」

  　オズガの胸を濡らす僕の唾だ液えき。それは小さな穢けがれのようで、それを拭ぬぐい去ろうと、またなめる。

  　ぬちゃ、ぺろん。

  「……んふっ……く……ぁ」

  　オズガから甘い呟つぶやきが零こぼれ、胸元は桃色に染まる。白いブラジャーとのコントラストにくらくらする。

  　れろれろ、くちゃ。

  　しだいにさっき感じた芳香が強さを増す。やっぱりこれはローズの香り。

  　そう確信し、最後にぺろりとひとなめ。

  「あぅっ」

  　オズガがビクッと弾はずむように震えた瞬間、脳裏に花が描かれた。鮮烈に、冷然と、孤高の美を謳うたうように。

  　オズガの胸元から顔を離し、視線を彼女の背後に向けた。

  　あ……。

  　ため息が出たのはなぜだろう？　その密みつ花ばなに見惚れた？

  　いや違う。僕はたぶん……その密花に寂しさを感じて、胸が詰まったんだ。

  　オズガの密みつ花ばなは白バラだった。

  　莉り花かさんの赤バラに勝るとも劣らない気品。そこに淡あわ雪ゆきのような儚はかなさと、なにものにも染まらない白銀の強きよう靭じんさを伴ともなわせている。

  　でもそれは同時に、ほかと交われない孤独な色のようにも見えた。

  　ふと思い出す。バラの花言葉、〝愛〟と〝美〟に加え、白バラには昔から〝死の象徴〟という意味があったことを。

  　そんな白バラを見つめていると、オズガがすうっと立ち上がった。

  「くすっ、ありがとう、ヒロ」

  　花はな視みをしたせいか顔色はよくなり、呼吸も落ち着いている。すべてを見み透すかすような表情は、海で会ったときのオズガのそれだった。

  「ヒロを早く迎えに来たくて、無理をしてしまったわ。フローラの祭壇を創るのに意外と手間が掛かるのだもの」

  　フローラの祭壇？

  「こんなことなら最初から、ヒロを連れて行けばよかったわね」

  　オズガは楽しそうに言うと、瞳をきらきらと輝かせた。吸い込まれそうな双そう眸ぼう。でも気を抜くと魂たましいまで持っていかれそうで怖くなる。この子は密みつ鬼おにだ。

  　オズガは少し前かがみになると、片手を僕に差し伸べた。

  「だから、ヒロ、一緒に行きましょう」

  　ピクニックにでも行くような口ぶり。

  「わたしはヒロの力をもっと高めてあげられる。ヒロはその力でわたしを選べばいい。そうすればきっとふたりでフローラの――」

  　不意にオズガは手を引っ込めた。いや、引っ込めたのではなく、身体からだごと後方へ飛び上がった。ふわり。そのまま二台向こうのワゴン車の屋根に着地する。

  　と同時に凜りんとした声が響いた。

  「こんなところに出てくるなんて、いい度胸してるわね！」

  「莉花さん!?」

  　駐車場の入り口近くに莉花さんの姿があった。紙袋を小脇に抱え、一方の手に銃じゆう花かを構えている。

  「オズガ、だっけ？　あんたいったいなにしにきたのよ？……――な!?」

  　オズガに銃口を向けた莉花さんが、なにかに気づいたように目を見張った。その視線はオズガに……というより、オズガのはだけた胸に注がれている。

  「ホ、ホントになにをしてたのよ!?」

  　わなわなと震えだす莉花さん。

  「いや、違うんだ、莉花さん！」

  　なにが違うのかよくわからないけど、慌あわてて立ち上がる。やばい。莉り花かさんの登場で事態は好転したのに、すっごい追い詰められた気分だ。

  「なにが違うってのよ!?　こんな駐車場でこそこそと！」

  「そ、それは、その……」と答えに詰まり、オズガに助けを求めるように視線を動かす。

  　オズガは莉花さんを見つめ、少し感心したようにうなずいた。

  「ここには精神障しよう壁へきを張って、人の注意を惹ひかない空間を創っていたのに。赤バラの娘には効かなかったようね」

  「花か族ぞくの精神力を甘く見ないことね。その精神障壁とやらのヘンな気配があったせいで、ここを調べようって思ったんだから。で、答えなさい！　ここでなにをしてたの!?」

  　先程から駐車場を誰も訪れず、表通りを行き交う人たちにも気づかれていないのは、オズガがそうさせていたみたい。

  　そんな力に、オズガが危険な密みつ鬼おにだということをあらためて思う。

  「なにをって、ヒロと愛の時間を過ごしていただけよ」

  　ホントに危険!!

  　莉花さんの顔が湯気が出そうなほど赤くなり、大激怒。ギロリと睨にらまれ、とっさに答える僕。

  「違うよ、莉花さん！　オズガをなめていただけなんだ！」

  　墓穴！

  「地獄ヘタレ！」

  　最悪っぽい罵ば倒とうとともに、莉花さんは脇に抱えていた紙袋を僕に投げつけた。

  「ふぎゃっ」

  　紙袋は僕の顔に命中。のけぞったら平和そうな夏の空。

  「わたしのヒロをいじめるのはダメだわ」

  　ムッとしたようなオズガの声。とたんに莉花さんの横に止まっていたミニバンのボンネットから――ズザザザザッ――白い花びら、いや白バラで構成された、氷柱つららのような突起が飛び出した。

  「莉花さん！」

  　瞬時に飛び退のいて、それをかわす莉花さん。鋭するどい眼まな差ざしでオズガを射抜く。

  「〝わたしの〟ってなによ、あのヘタレはわたしの――」

  　わたしの!?

  　こんな状況なのに胸がドキッとし、僕は莉花さんの言葉を待った。僕は莉花さんのなに!?

  「わ、わたしの……」

  　でも莉花さんの声はすぐに小さくなり「いや、あの、それは、なんていうか」としどろもどろ。しまいには唸うなりだし、それからやけっぱちな感じで叫んだ。

  「下げ僕ぼく犬けんよ！」

  　下げ僕ぼくで犬!?

  　打ちのめされた僕を横目に、オズガは莉り花かさんに対して挑ちよう発はつするように言った。

  「なら、わたしがヒロを下僕犬から解放してあげるわ」

  　今度はアスファルトの地面から白バラの氷柱つららが現れ、莉花さんを襲った。莉花さんは横っ飛びでそれを避けると、僕のそばへ来て、再び銃口をオズガに向けた。が、

  「遅いわ」

  　オズガの温度の低い一言で、僕たちの前にあったスポーツカーが、一瞬で白バラ集合体に変へん化げした。

  「よけて！」

  　ごおっと、花びら群が押し寄せる寸前、莉花さんと僕は一緒に倒れるようにかわした。花びら群は空中の濁だく流りゆうとなって別の車にぶつかり、その車体と融ゆう合ごうするように消えていく。

  「精神体と物質体をごちゃ混ぜにするなんて」

  　莉花さんが信じられないといった表情を浮かべる。

  　物質世界の人の心が生み出す精神世界。僕たち花か族ぞくはそこで生じる現象を察知できるけど、オズガのように精神体と物質体を自在に干渉させあうことなんて及びもつかない。

  「とんでもない密みつ鬼おにだわ」

  　莉花さんが苦にが々にがしげに呟つぶやきながら立ち上がる。僕もそれに倣ならおうとして「ん？」手にザワッとおかしな感触を覚えた。

  　なんだ？　と思いながら視線を向けると、

  「!?」

  　大量の長い髪が手に絡からみついていた。ホラーだ！

  「り、莉花さんの髪が抜けたあ！」

  　パニックになって、口から出た言葉がそれ。莉花さんがぎょっとしてこっちを見る。

  「怖いこと言うな！　あるし、あたしの髪！　それは君に買ってきてヤツよ！」

  「？？？」

  　さっぱりわからないけど、莉花さんの綺麗な髪が無事で一安心。足元に莉花さんが投げた紙袋が落ちているので、その中に入っていたものかもしれない。

  　でも、なにこれ？

  　首をかしげたとき、オズガの含むような笑いが聞こえた。オズガは相変わらずワゴン車の屋根の上から僕らを見下ろしている。

  「そう、そういうことね。人間はときにとてもおかしなことを考えるわね」

  「な、なによ!?　どういう意味よ!?」

  　気け色しきばむ莉花さんを無視し、オズガははだけたブラウスのボタンを留めていった。

  「どういう意味って、あなたならわかるでしょ？　赤バラの娘」

  　ボタンを留め終え、ストライプ模様のタイを結ぶオズガ。莉り花かさんが、はっと息を呑のむ。

  「なんで？……なんであんたが聖せい花かの制服を着てんのよ!?」

  　せいか？　……聖花？　たしか種眠たねむ市の女子高の名だ。

  　しかしオズガは莉花さんの問いには答えず、赤みがかった瞳を細めて言った。

  「ヒロを連れて行くわ」

  　つぎの瞬間、僕の足元の地面は崩れ、いや白バラ集合体へと変へん化げし、そこに呑まれるように、身体からだが落ちた。

  　頭上には愕がく然ぜんとする莉花さんの顔。莉花さんの伸ばした手。その手をつかもうと伸ばす僕の手。届かない距離。視界を覆おおう白バラの花、花、花。

  「莉花さん！」

  　最後に叫んだ僕の声は莉花さんに届いただろうか。

  　白一色の世界に包まれ、むせ返るローズの香りで満たされ、身体の外も内も白バラで埋めつくされていく。冷たく侵おかされていく。

  　白い夢の中へと誘われるように。

  　意識は――ぷつり。



  


  ２

  

  　夢を見ていた。

  　みんなで行った夏の海のワンシーン。浴衣ゆかた姿の莉花さんをなめる僕。その首筋をぺろぺろと。「まだ……足りないわ」と、莉花さんの囁ささやき。とろんとした眼まな差ざし。触れた身体の柔らかさ。

  　そして莉花さんの顔が……唇が近づき……。

  　ちろりと覗のぞいた舌が……。

  　僕を……僕の頬ほおを――。

  

  　ぺろり。

  　頬に生温かいものが触れているような……。

  　ぺろぺろ。

  「へ？」

  　いつのまにか夢は終わっていて、これはどうやら現実っぽくて。

  　べろべろべろべろべろ、じゅちゅ～っ！

  　頬が吸われる！

  　目を開けると、視界いっぱいにオズガの顔。

  「ふはあっ」

  　オズガは顔を上げて息継ぎすると、再び僕の顔にダイブ（!?）。僕の鼻をぺろんっとひとなめすると、ちゅぱ～っと小ぶりな唇でしゃぶりだした。

  「どりゃっひょっ！」

  　ありえない悲鳴を上げて身を起こす。

  　なんだなんだ!?

  　ストライプのタイを結んだ制服姿のオズガは僕の身体からだから落ち、きょとんとしたのも一瞬、すぐにうれしそうに笑った。

  「よかったわ、ヒロ。気がついたのね」

  　冷酷さも威圧感もなく、無邪気に喜ぶ態度に拍子抜け。でも状況はまったく呑のみ込めない。頭がうまく働かない。

  　ここはどこ？　いったいなにがあったっけ？

  　うろたえつつ周囲を見渡す。

  　見覚えのない部屋。広さは僕の自宅の部屋の二倍、いや三倍はある。白しら壁かべに両開きの窓。その窓際にライティングデスクがふたつ並んでいて、脇に本棚が据すえられている。左右の壁際にひとつずつあるベッドはひとりで寝るには広すぎるくらい。クローゼットやドレッサーなどの調度品が揃そろっていて、僕とオズガは中央の大きなソファに乗っかっていた。

  　ちょっと豪華なホテルの一室のような感じ。

  　そんな感想を持ったとき、オズガが申し訳なさそうに言った。

  「わたしの白バラは〝死の象徴〟。その力を使ってヒロを連れてきたのだけれど、強すぎる薬は慣れないと毒にもなるのね。死の香こう気きがヒロを消耗させてしまったわ」

  　連れてきた？

  　ようやく思い出す。莉り花かさんたちのマンションへ行く途中に現れたオズガ。彼女の花はな視みをして、そこに莉花さんが来て、オズガと戦闘へ。そして地面が崩れて僕は……。

  「だからヒロを回復させるために、力の流りゆう脈みやくに刺激を与えて活性化させていたの。わたしの力と共鳴させるように、優しくなめていたつもりだけれど」

  　吸われていたけれど。

  　意味はさっぱりだけど、オズガは僕の意識を取り戻そうとなめていたようだ。

  「もう気分は悪くないかしら？」

  　オズガが心配そうに上うわ目め遣づかいで見つめる。そんな仕草は本当に人間と変わらない。目覚めたばかりで感覚が鈍にぶいせいか、不思議なほど恐怖も感じなかった。

  「赤バラの娘が来なかったら、もっとラクにヒロを連れてこられたのに」

  　オズガが口を尖とがらせ、僕はその言葉に、はっとする。心臓を鷲わしづかみにされたような不安に襲われ、血の気が引いた。

  「莉り花かさんは!?　莉花さんは無事だよね!?」

  　オズガに詰め寄る。胸が高鳴る。

  　もし……もし莉花さんになにかあったら――。

  　僕の態度にオズガは不満そうに眉まゆをひそめ、それからぶっきらぼうに答えた。

  「チョウチンアンコウにしたわ」

  　チョ、チョウチン!?

  　深海を泳ぐ莉花さんを想像し、悲鳴を上げかけたが、

  「冗談よ」

  「冗談!?」

  「すぐにヒロを連れてここに戻ったから。あの子にはなにもしてないわ」

  　それを聞いて海の底、じゃなくて心の底から安あん堵どした。莉花さんが無事ならいい。

  「よかった……ホントに……よかった……」

  　へなへなと力が抜ける中、ふとイヤリング通信機のことを思い出す。通信機があれば莉花さんたちと連絡が取れる。

  　でも、こっそりと指で触れた耳にそれはなかった。ここに連れてこられたときに落ちたのか、オズガに外されたのか。小さくため息をつく。

  「ふうん、そんなに赤バラの娘が大事？」

  　オズガがつまらなそうに呟つぶやき、じぃっと顔を覗のぞき込んできた。

  　不意に、スイッチが切り替わったように、無邪気な女の子の顔がオズガから消えた。息苦しいほどの気――殺気を宿やどした無表情。その殺気が鋭するどい刃やいばとなって僕の身体からだを裂さき、心が露あらわにされていく。

  「オ、オズガ……？」

  　声はかすれた。

  　この子は密みつ鬼おに。忘れていた恐怖が心に灯る。

  「僕を……僕をどうするつもり？」

  　おそるおそる訊きくと、オズガは答える代わりに表情を緩ゆるめた。

  「くすっ」

  　とたんに緊迫感がなくなり、僕はふぅっと息を洩もらした。なにもかもオズガの支配下に置かれ、弄もてあそばれている気さえする。

  　どうにかして逃げないと。莉花さんたちの元に戻らないと。

  　焦しよう燥そうとともにそんな決意を秘めたとき、

  「きゃああっ」

  　部屋の外から女性の悲鳴が聞こえた。驚いて身がすくんだ僕とは対照的に、オズガは窓の対面にあるドアを見つめ、

  「ちょうどいいわ」

  　ぴょんっとソファから飛び降りた。その表情は遊園地へ向かう子供のようにわくわくしている。

  「ヒロがここでするべきことを教えてあげるわ」

  　オズガは早足でドアに向かうと、そこで振り返った。僕はまだ動けないでいた。悲鳴に驚いたこともあるけど、囚とらわれ状態の今、どう行動していいかわからない。

  　けれどそんな僕を促うながすように、オズガは柔らかく言った。

  「心配しないで、ヒロ。ヒロがわたしを裏切らない限り、わたしはヒロの味方だもの。大好きなヒロに危害を加えるようなマネはしないわ。だから一緒に来て」

  　不思議なことに、それを聞くと身体からだから強こわ張ばりが消えた。密みつ鬼おにオズガの言葉だけれど、ウソをついているようには思えなかったから。

  「う、うん」

  　いささかぎこちなくソファから降りる。逃げ出すことを考えるのは、とりあえず後回し。悲鳴を上げた人の元へ駆けつけるほうが、今は大事だと気がついた。

  「でもヒロ、正体がばれないように、おしとやかにしなくてはダメよ」

  　正体？　おしとやか？

  　僕をなめるように見つめるオズガに首をかしげたとき、

  「ん？」

  　部屋の姿見に目が留まった。縁に流麗なデザインが施ほどこされた高級そうな代しろ物ものだ。

  「……あれ？」

  　そこにかわいらしい女の子が映っている。

  　緩ゆるやかにウェーブしたロングヘアーにぱっちりとした瞳。線の細い体にオズガと同じ制服を着けている。見覚えはない。いや、どことなく会ったことがあるような気がしないでもない。

  　んんん？　誰だ？

  　姿見から視線を動かし、室内を見渡す。やっぱり僕とオズガしかいない。もう一度鏡面を見る。

  　不思議そうにこっちを見ている女の子。

  　ものすごい違和感。

  　と同時に衝撃の事実までのカウントダウン――十、九、八……――そしてそれを阻そ止ししようと頭のどこかが――ガンガンガンガン――警鐘を鳴らしているような。

  　そんなザワザワドキドキ状態で、鏡の中の女の子と睨にらめっこ。

  「とてもかわいいわよ、ヒロ」

  　衝撃の事実――大だい・降こう・臨りん!!

  「僕だっ!?」

  　鏡の中の女の子はわたくし……じゃなくて僕だった！
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  「どどどどどういうこと!?　なにこれ!?　意味わかんないって！」

  　部屋の姿見に映った僕はなぜか女の子。そりゃもう気絶しそうなくらいびっくりで、オズガの力で性別が変えられたのだと思った。けど実際はウィッグと胸パット（これがまたシリコン性で絶妙な弾力性に富み、しかも大きい）を付けられ、ブラウスとスカートの制服を着せられただけ。それを知ったときは胸を撫で下ろした。シリコンの大きな胸をね。ははは、ただの女装ならいいか…………――よくないよ!!

  　はずかしいやら、気き色しよく悪いやらで、すぐにウィッグや制服を剥はぎ取ろうとした。が、それよりも早く、無理矢理部屋の外の廊下へ連れ出された。

  　木もく目めが味わい深い廊下を、オズガにぐいぐい腕を引っ張られていく。彼女の力が強いのか、僕がショックで身体からだに力が入らないのかよくわからない。

  「ここは聖せい花か女学園高等部の女子寮。男子禁制、乙女の園よ」

  「!?」

  　脳みそ爆発でがんす！（意味不明）。

  　そんなオーバーヒートな頭の僕に、オズガが小声で言う。

  「女子寮に女装の男の子がいると知れたら、どうなるのかしら？」

  　微妙にサディスティックな笑みを浮かべてるような気がする。

  「ホ、ホントにここ、聖せい花か女学園？」

  　廊下は女の子たちで騒然としていた。僕と同い年くらいの女の子でいっぱい。両サイドのドアから出てきたり、心配そうな顔を覗のぞかせている。たしかに女子寮っぽい。

  「もちろんだわ、ヒロ」

  　オズガは無情にもうなずいた。

  　私立聖花女学園の名は知っている。種眠たねむ市にあるカトリック系お嬢様学校。幼稚部から大学部まで置かれ、一貫教育が受けられると聞いたことがある。

  「だから正体がばれたら、大変なことになるんじゃないかしら？」

  　本当にここが女子高の寮で、もし女装男が侵入したと知れたら、大変どころか警察沙ざ汰ただ。

  「なんでこんなことを……ていうか無理だよっ、ばれるに決まってるって」

  　胸を叩いて訴える。

  　ぼい～ん、ぼい～ん。

  　緊張感のない柔らかさに目め眩まいがしそう。けど無理なものは無理。男らしさは足りない僕だけど、だからといって女の子に成りすませるわけがない。

  　なのにオズガは、僕の顔をまじまじと見ると、

  「大丈夫よ」

  　一言で片付けて、足を速めた。

  「オ、オズガ!?」

  「ヒロにはね」

  　僕を連行したまま、オズガが口を開く。他愛のないおしゃべりのように。

  「ここで悪さをしている密みつ鬼おにを倒してもらいたいの」

  　意外な言葉に耳を疑った。

  　この学園で……悪さをしている……密鬼を……倒してもらいたい？

  　心の中でオズガの言ったことを二度、三度と繰り返し、鈍にぶい頭を懸命に働かせた。

  　それってつまり……。

  　オズガを指さした。オズガ＝〝悪さをしている密鬼〟だと思うよね、普通。

  「ヒロ！」

  　でもオズガは頬ほおを膨ふくらませ、ぷんぷんと怒り出す。

  「心外だわ。わたしにはここの子たちを襲うなんて、くだらないことしてる暇ひまはないものっ」

  　じろりと睨にらまれる。

  　けど本気で怒っているわけじゃないのか、あまり怖くはなかった。が、その意図はつかめない。オズガにとっては仲間のはずの密鬼を倒せだなんて……。

  「下等な密鬼が、下等な人間相手になにをしようが、わたしはかまわないわ。わたしの邪魔にならなければね」

  　オズガはなんの感情も感傷もない口ぶりで言う。

  「でもヒロはイヤなんじゃないかしら？」

  　もちろん人間が密みつ鬼おにに襲われるなんてイヤだ。心を弄もてあそばれ、餌えさにされるなんて、考えただけでぞっとする。そしてそれをさせないのが花か族ぞくなのだから。

  「だからヒロはその密鬼を倒せばいいわ。これは――」

  　オズガの視線に射抜かれる。

  　周囲の喧けん騒そうが遠とお退のいたように思えた。目の前にいるのは絶対的な孤高の女王と、それが支配する空間。その意思だけが暴力的に迫ってくる。

  「――命令よ」

  　唇には冷笑。口調はからかうように。しかし言動の端はし々ばしには抗あらがえない圧力がある。ついさっき、頬ほおを膨ふくらませて怒ったときとは別人のよう。その切り替えの巧うまさ。怖さ。そしてそれに翻ほん弄ろうされる僕。

  　冷や汗が背を伝った。

  　戦闘力のない僕は密鬼とまともに戦えない。でもだからといってオズガの命令を拒否できそうにはなかった。

  　女装も、この学園で密鬼と戦うことも、逃のがれられない定め。疑問を挟む余地さえない。

  　そんなことを痛感し、唇を噛かむ。

  　莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃん……。

  　みんながいてくれたら。

  　三人の顔を思い浮かべたら、ちょっと泣きそうになり、懸命に弱気を押し込めた。

  　弱よわ音ねを吐いてる場合じゃない。みんなと会えるまで、この状況を乗り越えていかなきゃ。

  　腹を決めると、オズガはそれを待っていたかのように付け加えた。

  「戦うことは、きっとヒロの〝ハニの力〟を劇的に高めてくれるわ」

  「え？」

  　ハニの力。夏の海で月夏ちゃんのお母さん――瀬せ々せ良ら敏とし美みさんに告げられた言葉だ。

  〝花の環わを守り、育はぐくむ、連れん環かんの土――ハニの力〟だったっけ？　意味はわからない。

  「オズガ、それって――」

  　訊きき返そうとしたとき、

  「ここのようね」

  　オズガが立ち止まった。

  　そこはある部屋の前――のようだけど、ドアの前には人だかりがあってよく見えない。たぶんさっきの悲鳴を聞いて駆けつけた寮生たちだろう。ということは、悲鳴の主ぬしはこの部屋の子ということか。

  「静しず奈なさん!?　ねえ静奈さん!?　応えて！」

  　ドアを叩く音と、中に呼びかける寮生たちの声。

  「先生には？」

  「今伝えに行ってもらいました！」

  「ダメだわ。返事はないし、鍵も掛かってて」

  　切せつ迫ぱくした状況の中、オズガは僕の手をつかんだまま人だかりをかき分けていく。

  「オ、オズガ」

  　室内の寮生はもちろん心配。けど、こんな近くで女子に囲まれたら、すぐに男だとばれそうでひやひやする。ていうか、まだばれてないのが奇跡だ。

  　なるべく身を縮ちぢめて、小股でオズガに付いていく。スカートがとても頼りない感じで、す～す～するのがたまらない。

  「悲鳴はここから？」

  　ドアの前まで行くと、オズガは冷静な口調でひとりの寮生に声を掛けた。その子はコクコクとうなずき「長は谷せ川がわ静奈さんの部屋です」と祈るように両手を組む。

  　オズガはチラリとドアを見み遣やり、それから僕に視線を向けた。

  「ドアを破るべきだわ。静奈って子を死なせたくないのなら」

  　淡々とそんなことを言った。

  　死!?

  　オズガの言葉に、寮生たちが息を呑のむ。小さな悲鳴がそこかしこで上がり、くすんくすんと泣き出すものまでいる。パニックになりそうな中、僕は急いでドアの前に立った。両手で目一杯押してみる。びくともしない。

  　オズガを信じていいのかはわからない。でも本当に一刻を争う状況なら、やっぱり彼女の言うとおりドアを破るしかない。

  　心を決め、一度深呼吸をする。

  　うまくいくだろうか。非ひ力りきな僕だけど、ここにいる女の子たちよりはさすがに力はあると思う。いや、なきゃダメだ。だから僕がやるしかない。

  　奥歯を噛かんで、全身に力を込める。ドアを睨にらみ、わずかに屈かがむように腰を落とし、

  「やあっ」と気合い一声。

  　ドアに全力で体当たりした。

  「いっ」

  　ドアじゃなく、僕の貧弱な身体からだが悲鳴を上げる。いった～っ。衝撃がもろに返り、とうていドアが開くとは思えなかった。が、

  　ぎぃっ。

  　ドアは呆あつ気けなく開き、

  「あれれ？」

  　勢いあまった僕は、室内に倒れこむ。その刹せつ那な、視界の端はしで、オズガが茶目っ気たっぷりに笑った気がした。もしかしたらその力で手伝ってくれたのかもしれない。なんとなくそう思った。

  　ふかふか絨じゆう毯たんに手足をつき、そのまま視線を動かすと、

  「!?」

  　部屋の中央に女の子――たぶん静しず奈なさんだろう――が倒れているのに気がついた。慌あわてて立ち上がり、駆け寄った。その肩をつかみ、軽く揺すってみるが反応はない。ピンクのトレーナー姿の静奈さんは気を失っているようで、顔は蒼そう白はくだ。

  「きゅ、救急車――」と言い掛けた僕の言葉は、オズガの小さな声で遮さえぎられた。

  「心が欠けているわ」

  　オズガはいつのまにか僕の背後に立ち、静奈さんを無造作に見下ろしていた。

  「オズガ？」

  　オズガは僕にしか聞こえないように囁ささやいた。

  「花はな視みをしなさい、ヒロ。この子、例の密みつ鬼おにに襲われて、密みつ花ばなが欠けているわ」

  　密花が欠けている？

  　僕には静奈さんの密花は視みえない。莉り花かさんたちと違って、僕は花視を、つまりその人の蜜みつ口ぐちをなめない限り密花を視ることはできない。そのかわり莉花さんたちが見られない密花でも、なめれば確実に視ることができる。

  「助けたいなら、なめるしかないわ」

  　静奈さんの様子に動転する僕は、疑いもせずその言葉に従った。

  　蜜口を探す。視覚を集中させ、全身をくまなく確認すると、

  「あった」

  　それは左肘ひじに二つ葉の形で輝いていた。

  　花視で静奈さんが助かるなら、ためらってはいられない。集中、集中と自分に言い聞かせ、すぐに静奈さんに覆おおいかぶさり――ぺろり。

  　その左肘に舌を這はわせた。

  　ぺちゃり、ぺちゃ。

  　冷たい肌を三度なめ上げると、脳裏に花が描かれた。それは淡い桃色で、形は菊のよう。その花の気配が視覚へ流れ出す。蜜口に唇を当てたまま、静奈さんの背後に目をやると――。

  　ストケシアだ。

  　脳内の花を投影したような密花が咲いていた。

  　ルリギクとも呼ばれるストケシアは、その名の通り菊のような花弁で、淡い桃色を華やかに咲かせる。花言葉は〝清せい楚そ〟。

  　しかしストケシアは今、ばっさりと切られたようにわずかに咲くばかりだ。

  　普通はその人の背後に目一杯広がる密みつ花ばな。なのに静しず奈なさんのそれは、たしかにオズガが言うように欠けたみたいに不自然だ。

  　密花が……心が欠けている。密みつ鬼おにに襲われて……。

  　胸を痛めながら、再び蜜みつ口ぐちをなめる。蜜口全体を満まん遍べんなくなぞり――お願い、咲いて――祈りながら静奈さんの肘ひじを口に含む。懸命になめる。

  「…………ん」

  　なめだしてから一分ほど。静奈さんの口から吐と息いきのような声が洩もれた。と同時にストケシアが背後で再生していく。鮮やかに大きく、静奈さんの無事を喜ぶように。

  「……ん？……あれ？……わたし……」

  　密花の再生とともに、静奈さんが意識を取り戻す。僕はなめるのをやめ、驚かさないようにそっと声をかけた。

  「大丈夫？　具合、悪くない？」

  　静奈さんはきょとんとしながら「え、ええ」とうなずき、なぜか頬ほおを染めて、自分で上体を起こした。さすがに状況はわからないのか、僕とオズガを不思議そうに眺め、それから入り口の方に目を向けた。

  「どうしたのですか？　みなさん、おそろいで」

  　その言葉を受け、廊下でおそるおそる窺うかがっていた寮生たちがなだれ込んできた。静奈さんを囲み「大丈夫？」「気分はいかが？」「とりあえず保健室に行きましょう？」「心配したんだからね」「静奈さ～ん」などと、心配しつつも、無事を喜んでいる。

  　そんな光景に、僕もほっと息をついた。すると、

  「ヒロ、足、開かない」

  　オズガに耳打ちされた。一瞬なんのことかわからなかったけど、安心していた僕は胡坐あぐらを崩した格好で、股があけっぴろげになっていた。まずい。女装中だということを思い出し、慌あわてて正座して、スカートをささっと直す。

  　しかしそこで寮生たちから怪け訝げんそうな声が上がった。

  「それにしても、あなたなにをしていたの？」

  　それは静奈さんではなく、僕へ向けられたもの。いつのまにか大勢の寮生たちが僕を見つめていた。

  「なめていたわよね？」

  「そうよね、静奈さんの肘をこう、むしゃぶりつくように」

  「なめていたわ」

  「とてもなめていたわ」

  「なめまわしていたわ」

  「なめっぷりがひどかったわ」

  　事実だけど、そんな、なめなめ言わなくても……。

  　などと思うだけで、うまい言い訳は見つからない。不審と好奇の視線で囲まれていく。

  　いきなり絶体絶命。

  「それにあなた、見かけない顔ですわ」

  　そんな疑問まで飛び出し、寮生たちの表情に警戒心が浮かぶ。

  　ダメだ！　男だってばれる！

  　なんとかごまかそうと口を開いた。

  「あ、いや……その……おほほ、ですわ」

  　渾こん身しんの女性口調は、まったく効果なし。それになんか、こう、自分自身がせつなくなった。なにやってんだ、僕……。

  「みなさん、彼女は」

  　そんな絶望した僕の隣で、オズガが話しだす。

  　寮生たちを柔にゆう和わな目線で制し、みんなを一瞬で惹ひきつけるような微笑を浮かべ、堂々と、たおやかに、そして圧するようにオズガは告げた。

  「編入生の葉はノの宮みやヒロコ。彼女、ペロペロセラピストなの」

  　ええ!?　なにその設定!?



  


  ４

  

  　驚いたことに〝ペロペロセラピスト葉ノ宮ヒロコ〟は信じてもらえた。

  　いや、本当に。

  　オズガの話し方がよかったのか、彼女の得体の知れない力が発揮されたのか――う～ん、後者っぽい――とにかく寮生たちは、僕が葉ノ宮ヒロコという名の編入生で、夏休み明けから学園に通うことになっていて、おまけにペロペロセラピーという治療行為のできる新寮生だという説明を受け入れてくれた。

  　まあ実際に、静しず奈なさんの意識をなめて取り戻したので、信しん憑ぴよう性せいが増したのかもしれない。

  　が、今度はみんなの好奇心を刺激したようで、静奈さんの部屋で僕への質問攻めがはじまった。まともに答えられない僕は、あたふたあたふた。女の子同士ってそういうものなのか、肩や膝ひざに手を置いて話してきたり、髪の毛をいじってきたりといったスキンシップが多くて気が気でない。

  　ばれるばれるばれる……ていうか、なんでばれない!?

  　男としてのアイデンティティに疑問を持ちつつ、すぐにこの場を立ち去りたくて、オズガを目で捜した。

  「ヒロコ、一緒に来なさい」

  　不意に、頭に忍び込むようにオズガの声が聞こえた。見ると、さっきまでそばにいたオズガが、部屋から出て行くところだった。

  　オズガ？

  　ここに置き去りにされるのはたまらない。それに今はオズガに従うほかないし。

  「ご、ごめんなさい。失礼しますっ」

  　普段より声のトーンは高めに。みんなにお辞儀をすると、逃げるように部屋をあとにした。

  　長い廊下の先を曲がるオズガを見つけ、駆け出そうとした。が、目立つのはまずいと、早足で追うことに。

  　聖せい花か女学園自体、規模が大きいけど、女子寮もそれに相応ふさわしく、広々としている。何階建てだろう？

  　廊下を曲がると上下階への階段があった。

  　オズガはどっちに行ったかな、と迷っていると、下の階段の中途にある踊り場、その窓の外に姿を発見した。オズガはすでに外のテニスコートの横を歩いている。僕も急いで階段を下りた。

  　寮の外へ出て、テニスコートを横目に中央広場を進むと、大きな建物があった。白い壁に湾曲した屋根。屋根の上には小さな尖せん塔とうがあり、鐘しよう楼ろうと十字架が見えた。

  　礼拝堂？　カトリック系の学校だし。

  　などと考えながら建物の脇を通っていく。イチョウ並木が辺りを囲み、木こ陰かげが続く。涼しげだが薄暗い。人影はなく、その裏手はさらにひっそりとしていた。そして、

  「!?」

  　オズガはそこにいた。

  　誰もいない建物の裏。僕に背を向けたまま左手を軽く上げ、一輪の巨大な花のそばに佇たたずんでいた。

  　白バラ!?

  　オズガの背丈の倍以上もある白バラだった。その花弁はまるで白い傘。手のひらほどの葉を広げ、いばらの茎くきは花弁からまっすぐに下り、地面へ消えている。

  　物質化はしていない。たぶんオズガの精神世界が作り出している白いバラ。その大きさは異常だけど、濁にごりのない白は、オズガの密みつ花ばなのように冷たく、美しい。

  「これはね、ヒロ。この地の花の流りゆう脈みやく――花か脈みやくを制せい御ぎよするための、わたしのくびき」

  　オズガは僕を見ないまま話した。

  　言ってる意味はわからないし、その背中が質問を拒こばんでいるように見え、なにも訊きけない。

  「そしてくびきに力を与えるのも、わたしの役目」

  　不意にオズガの制服の左半分が形を変えた。白いブラウスが、肩口から袖そでにかけてドレスのように変化する。色はステンドグラスみたいな豊かな色彩へ。

  　見たことがある。

  　あの海の夜に、彼女が着ていたアゲハチョウを思わせるドレスだ。

  「とても消耗するけど、フローラの祭壇のためにはしかたがないわ」

  　オズガのドレス部分がキラキラと光こう彩さいを放つ。光の粒子は霞かすみのように浮遊し、巨大白バラへ吸い込まれていく。まるで白バラに生せい気きを分け与えているみたいだ。

  「――これで大丈夫だわ」

  　十秒ほどでオズガは、ふうっと息を吐くと腕を下ろした。とたんに白バラは地面に沈むように消失し、オズガの半分のドレスも、元のブラウスへ戻った。

  「ヒロはパートナー」

  　オズガがくるりと振り返る。

  「だからなるべく、わたしのしていることを知っていてもらいたかったの」

  　それなら訊ききたいことは山ほどある。

  「あ、あの、オズガ――」

  「でもフローラの花園のこと、祭壇のこと、ハニの力のこと、わたしのこと。それからわたしのスリーサイズは秘密よ」

  　訊きたかった疑問（いや最後のは違う）をすべて拒絶され、がっくりした。これじゃなにも訊くなと言われたのと同じだ。

  「――昔の人は言いました。〝秘密の甘い蜜みつは、愛深き人生のスパイスだ〟。だからこれはヒロとわたしの愛のためでもあるわ」

  　オズガの言葉に、ただ肩をすくめた。右も左もわからないような状況はまだ続きそう。

  「ヒロ」

  　オズガがさっと手を握ってきた。ご機嫌そうな表情。こういうときのオズガは怖くないし、密みつ鬼おにだということも忘れそうになる。

  　僕に妹はいないけど、わがままな妹ってこんな感じかな、と呑のん気きなことを考えていると、

  「寮へ戻りましょう、ヒロ、ううん、ヒロコ」

  　ヒロコの名が出て、一気に憂ゆう鬱うつになった。自分の格好を思い出し、忌いま々いましくなる。男とばれないようにしながら、学園に潜ひそむ密鬼を追うなんて、ホントにできるのかな……。

  「心配ないわ」

  　僕の不安を察したのか、オズガが顔を近づけて言った。

  「花か脈みやくに影響を与えないくらいに、ここにはわたしの精神障しよう壁へきを張っている。わたしやヒロコのことを信じやすく、不審に思いづらくさせているの」

  　オズガはちょっと得意そう。やっぱりオズガの力が僕のことをばれにくくしているようだ。

  「ばれないってことではないのだから、気をつけるのよ、ヒロコ」

  　オズガはあっさりとした口調で、でもそうね、と続けた。

  「そのときは、ここの人間たちの心を皆殺しにすればいいんじゃないかしら？　わたしやヒロのことを永遠に忘れさせてやるのも面白いじゃない？」

  　冗談でも言うように。善悪のつかない子供のように。

  　でもオズガにはそれをやるだけの力がきっとあるし、たぶん彼女は本気だ。

  「それはダメッ」

  　だから思わず子供を叱しかるようにぴしゃりと言って、オズガの額ひたいがあまりにも手ごろなところにあったから――ビシッ――と、でこぴんをした。してしまった！

  「あ」

  「……痛い」

  　自分のしたことに愕がく然ぜんとする。相手は密みつ鬼おにオズガ。その気になれば、僕なんて一瞬で殺されてもおかしくない相手。

  　そんなオズガに向かって、で、でこぴんって……よりにもよってでこぴんって……僕の指のバカ！

  「オ、オズガ」

  　おそるおそるオズガを窺うかがう。

  「……」

  　オズガは全身をわなわなと震わせ、怒りのオーラで髪が膨ふくれ上がっているように見える。

  まずい。

  　自分が取り返しのつかないことをしたことに気づき、冷や汗たらたら。命の危険。土下座か逃亡かと頭をフル回転させたとき――。

  「わあ～んっ」

  「ごめんなさいっ……――て、あれ？」

  　オズガが泣きだした。わんわん泣きだした。

  　ええええええ!?

  　堰せきを切ったように大粒の涙をこぼし、でこぴんされた額を両手で押さえている。

  「ぶった～っ、ぶったぶったぶった～、ヒロがぶった～っ」

  　火がついたように泣くオズガに狼ろう狽ばいする。

  　な、泣かせちゃった!?　女の子を泣かせちゃった!?

  「わあ～んっ、あんっ、あ～んっ」

  　予想外の反応に動転しつつ、罪悪感に襲われる。

  　僕はなんて極悪非道（ただのでこぴん）をしたんだ！　オズガってもしかして痛みにとても弱い子!?　そういうタイプの密鬼!?

  　密鬼としてそれはどうかと思わなくもないけど、今はそれどころじゃない。

  　とにかく、こんなに泣かせたら、もう泣かせたほうが悪い！

  「ごめんっ！　ごめんなさいっ！」

  　頭を下げて謝り、宥なだめるように謝り、懸命に謝る。が、オズガは泣き止やまない。涙の粒が地面にぽたぽた染みを作るほど。

  「ヒ、ヒロに……う、裏切られた……」

  　嗚お咽えつ交じりに言われて、胸が痛んだ。僕は慌あわてて頭を振る。

  「そんなことないよ。裏切ってなんかないから。だから、ほら、泣き止んで」

  　オズガは僕を責めるように見つめ、

  「本当に？」

  　おずおずと訊きいてくる。

  「本当に」

  「痛かったわ」

  「ごめん。僕がでこぴんなんてするから」

  「でこぴんは……ダメ。悪だわ。痛くなければいいのに」

  「うん、でこぴんはダメだね。悪だ。痛くないでこぴんにするべきだったね」

  「それだともうでこぴんじゃないわ」

  「そっか、新しい名前を考えないといけないよね」

  　ちょっとなに言ってるかわからない。
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  　オズガはようやく泣き止やみ、ぐすっと鼻をすすりながら、額ひたいを押さえていた手を下ろした。

  「痛くしたところにキスして」

  「へ？」

  　不意に言われたことに、ぽっか～んとすると、ジトッと睨にらまれた。けど、涙で濡れた瞳にいつもの迫力はない。睫まつ毛げが不安そうに揺れている。

  「め、命令よ。じゃなきゃ許さないわ。ヒロが男の子だってこと、みんなにばらすんだから」

  　オズガは早口で言うと、顔を上げて目を瞑つぶった。

  　ドキッとして、途と方ほうに暮れた。

  　オズガの胸元の蜜みつ口ぐちをなめたり、なめられたりはしたけれど、それとこれとはまた少し意味が違うような……。

  「ヒロ」

  　ためらう僕を、オズガが催促するように呼ぶ。

  　カナカナカナカナ、とヒグラシの鳴き声がどこからか聞こえてくる。周囲が夕焼け色に染まっていることにはじめて気がついた。

  　オズガは目を瞑ったまま動かない。額にキスしないと、いつまでもこのままのように思えた。

  　泣かせたのは僕だ。でこぴんしたのは僕だ。そのお詫わびってことなら――。

  　僕はオズガの肩に手を置いた。

  　額にキスするだけ。深い意味はないのだから。

  　そんな言い訳めいたことを思いながら、オズガの額に口づけをした。

  　ちゅっ。

  　脳裏に浮かんだのは、莉り花かさんの顔だった。
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  「つ、疲れた……」

  　部屋に着くと、どっと疲労が押し寄せ、ベッドに倒れこんだ。

  　あ、スカートがしわになっちゃう…………て、そういうのに気づく自分が、なんかイヤ。

  　そんな心も身体からだもへろへろな僕に、オズガが心配そう。

  「ヒロ、夕食食べなくて、本当に平気なの？」

  　オズガは向かいのベッドにちょこんと座って、こっちを窺うかがっている。

  「うん、ごめんね。食欲がなくて」

  　でこぴん事件（？）のあと、泣き止やんだオズガと寮へ戻ると、すでに夕食時間。寮の玄関を入ると、寮生たちで賑にぎわう食堂が目に入った。オズガは、ここの食事は人間が作ったにしては悪くない、とか言っていたけど、怒ど濤とうのイベント続きでおなかいっぱいな僕は、食べる気になれなかった。

  　というわけで、最初に目覚めた部屋に戻ってきた。

  　寮はふたり部屋で、オズガと僕が相部屋だ。彼女と一緒の部屋で寝泊まりすることは、いろいろ緊張しそうだけど、寮生たちに正体がばれないためには、これがいちばんな気もした。

  「人間はひ弱よわなのだから、少しでも食べたほうがいいんじゃないかしら？」

  　僕はベッドに寝たまま、オズガに笑みを返す。

  「ありがとう。心配してくれて」

  　泣かせたときはどうなるかと思ったけれど、そのあとのオズガは不機嫌そうでもなく、というより、鼻歌が出るほど機嫌がよかった。それまで時々感じていた殺気と威圧は影を潜ひそめ、僕に向けられる表情は柔らかだった。

  「ヒロはわたしのパートナーだから、心配するのは当然だわ。それにここに連れてきたのはわたしだし、一割くらいはわたしにも責任があるんじゃないかしら？」

  　そこはほとんど十割では？

  　と、言いそうになったけど、それよりも先に、オズガがなにかを思いついたように立ち上がった。

  「軽く食べられるものを持ってきてあげるわ。え～と、なんて言ったかしら？　ごはんを丸めたもの。お……おに……おに…………鬼おに斬きり？」

  　とたんに物騒だ！

  「おにぎり！　おにぎりね！」

  　慌あわてて訂正したとき――コンコン――ドアがノックされた。

  　オズガはつまらなそうに「なに？」と返事をし、僕はベッドから起きて居住まいを正した。と同時に、

  「じゃ～んっ！」

  　ドアが開き、知らない女の子が現れた。

  「ぶふぉっ」

  　思わず噴いた。だってその女の子の格好が、シースルーに近いネグリジェだったから。

  　な、なに!?　襲撃!?　ネグリジェの乱!?（謎）。

  　ゆったりとしたデザインだからぎりぎりセーフ（？）だけれど、胸元は大胆に開いてるし、身体からだのラインははっきり見える。

  　なのに、くりっとした瞳とえくぼが印象的なその子は気にした様子もなく、持っていたトレイをテーブルに置いた。スコーンの盛られた皿と陶器のティーセットが載っているけど、意味がわからない。

  　すると、

  「こら和のどか、挨あい拶さつはしたのかい？　それに、人の部屋を訪れるのに、その格好はまずいと言ったのに」

  　別の声が聞こえ、またまた見たことのない女の子が入ってきた。

  「ぶふぉっ」

  　思わず噴いた。

  　その格好もまずい！

  　ふたりめの女の子の格好は、大き目のＴシャツと下は、パ、パ、パンツだけだ！

  　な、なに!?　やっぱり襲撃!?　パンツ革命!?（謎Ⅱ）

  　Ｔシャツの裾すそがぎりぎりアウト（？）な感じで、パンツを隠しているようで隠し切れていない。ブルーの縞しま……いやそんな情報はいいから！

  　目が泳ぐ僕にかまわず、ネグリジェ女の子が、美少年風なＴシャツ女の子に答えている。

  「え～、だってこの格好がいちばんラクだし。夕飯のあとはいつもこんなだし。女の子同士なんだからいいじゃん、真ま樹きちゃん」

  「まったく、天てん真しん爛らん漫まんちゃんだな、和は。まあ、たしかに女同士だからかまわないか」

  　ごめんなさい！　男に生まれてごめんなさい！

  　心で謝っていると、今度は聞き覚えのある声がした。

  「も～、ふたりとも、きちんとわたしがお礼を言ってからって言ったのに」

  　少し焦あせった様子でドア口に現れたのは、静しず奈なさんだった。トレーナー姿に、なんだかほっとする。

  　密みつ鬼おにに襲われた静奈さん。倒れていたときには生せい気きがなかったけれど、今は肌はだ艶つやもよく、元気そう。

  　静奈さんは僕を見ると、

  「先程は本当にありがとうございました」

  　束たばねた髪を肩の前に垂らし、頭を下げた。

  「おふたりにはとてもお世話になったと聞いて」

  　頭を上げて、控え目に微笑ほほえむ。

  「そのお礼と言うか、お茶とお菓子はいかがかなと思って」

  「静しずちゃん特製スコーンは、絶品だよ」

  「ボクたちも、静が世話になった礼を言いたくてね」

  　ネグリジェ女の子とＴシャツ女の子が付け足す。

  　どうやらお礼を兼ねて、ここでティータイムをしたいらしい。

  　気持ちはうれしいけど、心も身体からだもすでに疲労困こん憊ぱい。これ以上気を遣つかうようなことは避けたかった。目のやり場に困るし、なによりオズガが、うん、と言わないだろう。

  　と、思いながらオズガを見ると、

  「もぐもぐ」

  　すでにスコーンを食べていた。

  

  　ネグリジェ女の子の名前は吉よし住ずみ和のどかさん。Ｔシャツ女の子が宮みや部べ真ま樹きさん。ふたりとも静奈さんの親友。それがティーカップくらいしか見られない僕が得た情報だった。
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  　あ、あと、オズガがここでは、海外留学生として知られていることも。そういう設定も、オズガの精神障しよう壁へきと同じような力で、みんなの心にすり込まれたものだろう。

  　そのオズガは会話に参加しようとせず、アッサムティーとスコーンを黙々と味わっている。日本語がまだよくわからないとか、そういう設定もあるのかな？　静しず奈なさんたちは気にした様子もない。

  　それよりも……。

  「ヒロコちゃん！」

  「ひゃあ」

  　和のどかさんが、たまに抱きついてくるから堪たまらない。「和は抱きつき癖があるから」とは真ま樹きさんの言葉。

  「や～らけ～、ヒロコちゃんのおっぱ～い」

  　僕のシリコン純度百パーセントの胸に、顔をすりすりしてくる。

  　ばれるばれるばれる！

  「の、和さん、お茶、零こぼすといけないから、ね？」

  　高めの声で言ってなんとか引き離す。和さんはうらやましそうな目でジロジロ見てくる。

  「ヒロコちゃん、スタイルいいよね。顔も美少女って感じで、かあいいし」

  　び、びびび美少女!?

  　思ってもみなかった言葉に大ショック。男なのに……十七歳男子だってのに……。

  「それにとても凜り々りしい方。ドラマみたいに、ドアを体当たりで開けちゃうんですから」

  　静奈さんが感心したように付け加え、僕はショックから立ち直って謝った。

  「ドアを壊しちゃって、ごめんなさい」

  　静奈さんはきょとんとし、それから手をひらひらとさせた。

  「そんなつもりで言ったんじゃないですから。わたし、ヒロコさんとオズさんには本当に感謝しているんです」

  　愛称なのか、オズガはみんなからオズと呼ばれている。

  「もう身体からだのほうは大丈夫なんですか？」

  　僕が訊きくと、静奈さんはうなずいた。

  「あのあと保健室の先生に診てもらいました。貧血だったみたい」

  　密みつ花ばなが再生して心身の異常はなくなったはずだから、倒れた理由としては妥当なのだろう。

  　とにかく無事でよかった。

  　あらためて安あん堵どしていると、真樹さんが、静奈さんの前髪を指で直しつつ言った。

  「心配させないでくれよ、静。このあいだのことだってあるからね」

  　憂うれうような口調。真樹さんの言う〝このあいだのこと〟が引っ掛かる。が、静奈さんが「そういえば」と、さらに気になることを話し出したので、訊きそびれた。

  「倒れたときに花……白いお花を見たような気がするの。あれはなんだったのでしょう？」

  　白い花？

  　ハッとした。それは静しず奈なさんを襲った密みつ鬼おにの手掛かりかもしれない。そして白い花と言えば、オズガの白バラ……。

  　まさか。

  　オズガを横目で見る。

  　学園で悪さをしている密鬼がいると言いつつ、自分がしていたんじゃ？

  　しかしオズガはそんな疑惑はどこ吹く風と、平然とアッサムティーを啜すすっている。ルビー色の瞳は湖面のように静せい謐ひつで、どこまでも深い。

  　それはとても堂々としていて、気け高だかかった。嘘うそをついているようには思えない。

  　考えすぎか。そういえば静奈さんの悲鳴が聞こえたとき、オズガは僕と一緒にいたんだっけ。

  「ねえねえ静ちゃん、それってなんの花だったの？　チューリップとかスミレとかバラとか？」

  　和のどかさんが興味深い質問をした。静奈さんは思い出すようにななめ上を見つめ、しばらくしてから「いいえ」と答えた。

  「見たことのないお花」

  　やっぱり白バラじゃない。それを聞いて、なぜか安心する。

  「でもわたしの部屋にお花は飾っていないし。きっと夢でも見たんですね」

  　その可能性はあるけど、密鬼の手掛かりのセンもなくはない。

  「静奈さん、ほかには？　ほかになにか気づいたことはなかったですか？」

  　静奈さんはあのとき悲鳴を上げた。なにか怖いものでも見たからじゃないのか。

  　詰め寄る僕に、静奈さんは少し驚いて、それから申し訳なさそうに頭を振った。

  　結局、ほかにめぼしい情報は聞けず、お茶会は一時間ほどでお開きになった。
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  　ちゅんちゅんちゅん、と遠くで聞こえるすずめのさえずり。

  　みいん、みいん、とかすかに響くセミの声。

  　ぺちゃり、ぺろっと近くで聞こえるなめる音。

  「……!?――なめる音!?」

  　首とか胸元がくすぐったくて、目を開ける。身体からだに感じる心地のいい重さと頬ほおをなでるさらさらヘアー。そしてほのかなローズの香り。

  「おはよう、ヒロ」

  　息が掛かりそう、ていうかすでに肌が触れ合う距離にオズガの顔。

  「どりゃっひょっ!?」

  　これはデジャヴか。オズガがまた僕の上に乗っかっている。びっくりして上半身を起こし、僕の膝ひざに座るような格好のオズガと向かい合う。

  「ヒロの寝顔はとてもかわいいわ。いつまでもなめていたくなるくらい」

  　なめていた？

  　自分の首筋や胸元を触さわる。濡れている。生ぬるく、たらりと濡れている。

  「目が覚めたでしょ？　気持ちよく起こしてあげたのよ」

  　純白のパジャマ姿のオズガが胸を張る。ちなみに僕はウィッグや胸パットを外し、Ｔシャツに短パンスタイル。部屋のチェストに学園指定のジャージやトレーナー、半袖そでシャツなどがあって助かった。もちろん女性用だけど。

  　ようやく寝起きの頭が回りだす。

  　ここ、オズガと僕の部屋だよね。僕のベッドの上だよね。

  　たしか昨夜は静奈さんたちとのお茶会のあと、すぐにベッドにもぐりこんだ。もちろんオズガとは別々に。そのまますぐ眠れると思ったのに、目を瞑つぶると莉り花かさんや帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんのことが思い浮かんだ。心配させているだろうな、と考えると眠れなくて……。

  　いちおう家のことも気にしたけど、超放任主義の親は、僕がしばらく無断外泊してもなんとも思わなそうなので、考えるのをやめた。

  　寝つきは悪かったけど、そのあとで熟睡したみたい。

  　そして朝。

  　窓からの陽射しが、室内を切り取るように照らしている。聖せい花か女学園の二日目か……。

  「オズガ」

  「なに？」

  　僕の膝に跨またがったまま、オズガは人懐っこい笑顔を浮かべている。

  「ひとつお願いがあるんだけど」

  「なにかしら？」

  　機嫌を損そこねないように、なるべくやんわりと。

  「なめて起こすのは、やめてほしいかな」

  「さあヒロ、朝食を食べに行きましょ」

  　無視された！

  　元気いっぱい立ち上がったオズガとは対照的に、僕は力なく嘆たん息そくした。

  

  　ウィッグ、胸パットを着け、制服に着替えて寮の食堂へ向かった。寮内は制服じゃなくてもいいけど、一番正体がばれなさそうだから、それにした。オズガも制服姿だ。

  　朝の食堂も、昨日の夕食時に見かけたときと同じように混んでいた。当たり前だけど女の子だらけ。

  　そんな状況に気き後おくれしつつ、オズガと一緒にカウンターで朝食のトレイを受け取った。

  「オズちゃん、ヒロコちゃん、ここ空あいてるよ～」

  　並んだテーブルの一角から和のどかさんが手を振っていた。隣には静しず奈なさんと真ま樹きさんもいる。

  　オズガは三人を一いち瞥べつし、意味深に笑うと和さんたちのほうへ歩き出した。その笑みに首をかしげつつ、僕も続く。

  　朝食はトーストと野菜たっぷりのサラダ、オムレツ、サーモンのマリネにカボチャのポタージュ。

  　女装して女学園潜入中という、食欲がなくなりそうな状況は相変わらずだけど、食事が喉のどを通るようになっていた。ていうかかなりおいしい。ただで食べるのが申し訳ない。

  　などと思いながらトーストをかじっていると、ため息が聞こえた。

  「ふぅ」

  　真樹さんだ。僕のななめ前に座った彼女は、物もの憂うげな様子でテーブルに頬ほお杖づえをついている。見ると、食事にはほとんど手を付けていない。

  「真樹さん、どうかしたんですか？」

  　口の中のトーストを呑のみ込んで訊きくと、真樹さんは沈ちん鬱うつな表情で頭を振った。少年っぽいショートヘアーもなんだか元気がなさそうに揺れる。

  「なんでも……ないんだ。心配してくれてありがとう、子猫ちゃん」

  　子猫ちゃんはともかく、その憔しよう悴すいした態度は普通じゃない。

  　心配していると、真樹さんの隣の和さんが、オムレツを頬ほお張ばりながら言った。

  「もぐもぐ、入院中の友だちふたりがね、もぐ、ちょっと困ったことになってるって、さっき担任の先生から聞いちゃったんだよ、んがぐぐっ」

  　喉に詰まったのか、慌あわててオレンジジュースを流し込む。代わりに静奈さんが口を開いた。

  「このあいだ寮で倒れていたんです、ふたりとも。それを真ま樹きさんが見つけて、すぐに病院に運んだんですけど」

  　静しず奈なさんの表情も冴えない。

  「意識は戻って、身体からだのほうもなんともなくて、貧血という診断だったんです。でも……」

  　言いよどむ静奈さんの言葉を引き取って、真樹さんがため息混じりに言った。

  「記憶が一部戻らないんだってさ。それでまだ退院できないんだよ」

  　なぜか自じ嘲ちよう気味に笑う。

  「ボクのことだけ、覚えていないらしいよ」

  「え？」

  　胸騒ぎがした。

  「真樹ちゃん、元気だそーよ。親友の真樹ちゃんのことだもん、あのふたりもきっとすぐに思い出すってば」

  　真樹さんの肩に手を置き、励はげます和のどかさん。

  「和……。うん、ありがとう」

  　真樹さんの表情も少しだけ明るくなる。

  　そんなふたりを見ながら、昨日真樹さんが言った〝このあいだのこと〟がこれだったんだと気づく。と、同時に、ふと思った。

  　入院した生徒も密みつ鬼おにに襲われたんじゃ？

  　静奈さんも貧血と診断された。あのときの静奈さんのように、ふたりの生徒の密みつ花ばながまだ欠けていて、そのせいで記憶が戻ってないとしたら。

  　そこまで考えて、隣のオズガへ顔を向けた。オズガならなにか知っているはず。

  「オズガ、あのさ――」

  「う～」

  　オズガは僕たちの会話を聞いていなかったのか、ただ料理の皿を睨にらんでいた。フォークを一心に動かしている。

  　なにしてんだろ？

  　その必死さに声を掛けるのをためらい、オズガの手元を注目した。

  　ひょいっ、ひょいっ、ひょいっ。

  　サラダのニンジンを皿の端はしへまとめている。んん？　これはいったい？

  「ニンジンは嫌い」

  　ただの好き嫌いだった。

  　拍子抜けしている間にも、皿のニンジンは綺麗にのけられていく。その懸命さがなんだかおかしくて、微笑ほほえましい。

  　オズガに対する緊張や恐怖がなくなりつつある僕は、苦笑を浮かべた。

  「好き嫌いはダメだよ、オズガ」

  　オズガはフォークを動かしたまま、口を尖とがらせる。

  「人間の大罪のひとつが、ニンジンを食料にしたことだわ」

  　大罪って……。

  「でも栄養はたっぷりだし」

  「わたしは栄養は足りてるもの」

  「なんでも食べないと、大きくなれないよ」

  　オズガは小こ柄がらだ。

  「!?」

  　その瞬間、オズガの動きがぴたりと止まった。皿の端はしに山となったニンジンを凝ぎよう視しする。

  「食べると……大きくなる？」

  　振り絞るように言って、それからなぜか自分の胸に両手を当てた。

  　ぽふ、ぽふ。ぽふ、ぽふ。

  　どうかしたのかな？

  「…………食べるわ」

  「へ？」

  　いきなりニンジンを食べだした。ぱくぱくぱくぱく猛然と。涙目になっているように見えるけど、それでもニンジンを口に運ぶのをやめない。

  　どんな心変わりがあったのやら。けれど、僕の言うことを聞いてくれて、ちょっとうれしかった。

  「仲がいいんですね。ヒロコさんとオズさん」

  　僕とオズガのやりとりを見ていたのか、静しず奈なさんがちょっとだけうらやましそうに言う。

  「あ、いえ、その……」

  　本来なら戦う仲です、なんて答えられるわけもなく、曖あい昧まいに笑うしかなかった。

  「そういえば」

  　静奈さんがなにかを思いついたように、ポンッと手を叩いた。

  「ヒロコさんは聖せい花か姉妹コンテストをご存じ？」

  　聖花姉妹？

  「二学期の学園祭で、毎年催もよおされているベストパートナーコンテストのことです」

  　自じ薦せん他た薦せんで出場ペアが決まり、趣向を凝こらした審査で仲のよさをアピール。最終的には生徒たちの投票で選ばれる学園最高のパートナー。聖花姉妹に選ばれたふたりは全学年の生徒たちから慕したわれ、それ以降の学園イベントでも様々な役割を担になうという。

  「ヒロコさん、それに出てみたらどうです？　オズさんと――」

  「と、とんでもない！」

  　僕は首をブンブンと振った。

  　僕、男だし。それに学園祭のころまでここにいたら、もういろいろダメなような気がする。

  　慌あわてふためく僕を、和のどかさんが不思議そうに見る。

  「なになに、ヒロコちゃんはオズちゃんと出たくないって言っちゃってんの？」

  　オズガがニンジンを食べる手を止めて、僕を不満そうに睨にらむ。

  「ち、違うよ、そういう意味じゃなくて――」

  　しかし僕の言葉は、突然周囲から沸き起こった声にかき消された。

  「葉はノの宮みやさん、ではわたくしと聖せい花か姉妹に！」

  「いいえ、ヒロコさん、わたしと！」

  「わたしも、葉ノ宮さんのパートナーに立候補するわ！」

  「ヒロコお姉さま、年下は嫌いですか!?」

  「その胸でパフパフして！」

  「ペロペロして！」

  　いつから僕たちの会話を聞いていたのか、周りで食事をしていた生徒たちが色めきだつ。

  「い、いったいなに!?」

  　驚く僕を見て、静しず奈なさんがくすくすと笑う。

  「ヒロコさんは注目の的なんですよ。わたしを助けた美少女転校生だって」

  　美少女じゃなーい！

  　思わず叫びそうになった僕に、生徒たちがどっと押し寄せてくる。目がギラギラしてて怖い。

  「わ、わたし、ちょっと急用が」

  　逃げよう。そう思って腰を浮かしたとき、

  「ヒロコ」

  　オズガが先にすっと立ち上がった。それだけで周囲の喧けん騒そうがぴたりと収まる。たぶんオズガの存在感に気け圧おされたのだろう。

  　注目を浴びたオズガは、よく通る声で言った。

  「ヒロコは永と久わにわたしのものよ。だってわたしはヒロコを命懸けで愛しているもの」

  「!?」

  　し～んっ。

  　時が止まったような静せい寂じやくは、つぎの瞬間――きゃーっ――黄色い悲鳴のるつぼと化した。

  「いや～ん！　わたしのものですってよ！」

  「愛ですってよ！　命懸けですってよ！」

  「永と久わラブ！　永久ラブ！」

  「お幸せに！」

  「その胸でパフパフして！」

  「ペロペロして！」

  　もうなにがなんだか。

  　祝福のような、冷やかしのような、そんな大歓声にただ呆ぼう然ぜん。この場をどう切り抜けたらいいだろう、と頭を抱えたとき――。

  「やっと見つけたわよ！　オズガ！」

  　食堂内の音という音をものともせずに。

  　神秘の楽器が奏かなでる音色のように。

  　強大な敵にも怯ひるまない戦士の気合いのように。

  　その声は清すが々すがしく、力強く響き渡った。

  「なにがなんでも答えてもらうわ！」

  「洋ひろさんがどこにいるのか」

  「回答、要求」

  　ああ、この声は、この三つの声は……。

  　いつも僕を支えてくれる大好きな人たちの声。

  　夢じゃないことを祈りながら振り返る。

  　隣のオズガが「意外に早かったわね」と言って、肩をすくめた気がした。けれど僕の目はひたすら声が聞こえたほうへ。

  　早くその姿が見たい。その名を呼びたい。そして――。

  「莉り花かさん！　帆ほ鳥とりちゃん！　月つき夏なちゃん！」

  　夢ではなく、食堂の入り口に、聖せい花か女学園の制服を着た莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんの三人が立っていた。そこだけスポットライトが当たったように輝いて見える。

  　ああ、みんな来てくれたんだ！

  　ずっと会ってなかったわけじゃないのに、なんだか懐かしくて、うれしさが込み上げる。

  　僕はすぐに立ち上がり、なんどもテーブルにぶつかり、つんのめったりしながら三人の元へ駆け寄った。

  　ありがとう、みんな！　心配かけてごめんなさい！　僕は……葉はノの宮みや洋はここにいます！

  　心で叫びながら三人の前に立つ。

  　感動の再会に言葉が出てこない。ただみんなの顔を順番に見つめるだけ。しだいに鼻の奥がつ～んっとする。

  　そんな感極まる僕に代わって、莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんが同時に口を開いた。

  「誰？」

  「…………」

  　あ、いや、その、葉ノ宮洋はここに……。



  


  ７

  

  　聖せい花か女学園高等部校舎の屋上で、オズガはおもむろに口を開いた。

  「昔の人は言いました――〝罪深き世を救うは英雄にあらず、ただ一滴の寛かん容ようである〟」

  　オズガのルビー色の瞳が、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんを見み据すえる。

  「だから目め障ざわりだけど、あなたたちがヒロに協力することを許してあげるわ」

  　食堂で再会した僕と莉花さんたち。

  　ようやく僕だと気づいたみんなと再会を喜ぶ間もなく、オズガに校舎の屋上へ連れて来られた。

  　屋上に人影はなく、オズガはそこでみんなに、僕が学園にいる密みつ鬼おにを倒すサポートをするようにと告げたのだ。

  「なに勝手なこと言ってんのよ!?」

  「そうですよ。勝手に洋ひろさんを女装させるなんて――……楽しそう」

  「洋、ボイン」

  　帆鳥ちゃんと月夏ちゃんのセリフは聞かなかったことに。

  「あんたの好きにはさせないわ！」

  　莉花さんと帆鳥ちゃんは、すでに銃じゆう花かと杖じよう花かを構えている。僕と月夏ちゃんはふたりのそばでオズガを見つめる。

  　一いつ触しよく即そく発はつ。

  　緊迫した表情の莉花さんたちと、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしを向けるオズガ。花か族ぞくと密鬼。戦いあう相手。

  　でも昨日一日オズガと接した僕は、莉花さんたちとオズガが戦うことに胸が苦しくなる。花族としては間違っているのかもしれない。でも、やっぱり、なんかイヤだ。

  　そんなもやもやした気持ちの僕に、オズガがふっと笑いかける。

  「大丈夫よ、ヒロ」

  　まるで僕の心中を察したように。

  「今度はもっと気持ちよくなめてあげるわ」

  　いやまるっきり察してない。

  「約束よ。その子たちと一緒にいるのは昼のうちだけ。夜はわたしたちの部屋に戻ってくること。ふたりで愛の営みをしなければいけないもの」

  「愛の営み!?」

  　と、即座に反応したのは莉花さん。眉まゆをつり上げ、オズガに銃口を向ける。

  「り、莉花さん」

  　思わず止めようとした僕より先に、オズガが不敵な笑みで言い放つ。

  「あら、ここにいる人間たちが、どうなってもいいのかしら？」

  　とたんに怖おぞ気けが走った。オズガの力の片へん鱗りん。絶対的な支配力が冷たくうねる。僕は足がすくみ、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんは顔を強こわ張ばらせ、周囲を見み遣やった。

  「あ」

  　一変した光景に息を呑のむ。

  「いば……ら？」

  　学園のありとあらゆるものが、精神体のいばらで覆おおわれていた。

  　それは屋上から見える別校舎や寮の壁を、礼拝堂の尖せん塔とうや、その屋根の十字架を、生徒たちが歩く並木道やグラウンドを、そして僕たちのいる屋上の床やフェンスを。

  　そのすべてを侵食するように、いばらが這はいずっている。いつ物質化してもおかしくない不気味な存在感。

  　まえに紗さ代よちゃんが起こした花はな瀑ばく布ふを想起させる。けど、その棘とげの世界は互いに傷つけあいながらも絡からみ、あふれる憎ぞう悪おによって創られている。僕にはそう思えた。

  「わたしはべつに、戦ってもかまわないけれど」

  　唖あ然ぜんとする僕たちに、オズガはぞんざいな口調で言った。

  「そのときは、いばらがここの人間たちを捻ひねり潰つぶすんじゃないかしら」

  　それは学園にいる人たち全員を人質に取るということだ。

  「……」

  　僕たちは押し黙った。これじゃ戦えない。それどころか、今はただオズガに従うほかない。

  　莉花さんも帆鳥ちゃんも同じことを考えたのだろう。武器を持つ手をゆっくりと下ろした。

  「いい子ね」

  　オズガが満足そうにうなずく。完全に勝ち誇った表情。

  「せいぜいヒロに協力なさい。そのあいだは、わたしもあなたたちには手を出さないから」

  　言い終えたオズガの身体からだが薄れだす。いやオズガばかりでなく、学園中を覆ういばらもおぼろになり、しだいに見えなくなっていく。

  「ぐずぐずしてる暇ひまはないんじゃないかしら？」

  　オズガがフェンスの向こうを眺める。

  「ほら、また悪さをしているわ」

  　そんな一言を残し、視界からオズガといばらが完全に消えたとき、

  「!?」

  　帆鳥ちゃんがフェンスに駆け寄った。月つき夏なちゃんもそれに続き、そこから見下ろす敷地内に視線を走らせる。

  「密みつ鬼おにの気配がします」

  　例の密鬼だろうか？

  　僕もすぐにフェンスに近づこうとしたら、ふと、莉花さんと目が合った。莉花さんは戸と惑まどい気味に視線を逸そらしたけれど、僕にだけ聞こえるような声で呟つぶやいた。

  「……ないわよね？」

  「え？」

  　莉り花かさんが不安そうに、僕を横目で見る。

  「あ、あああ愛の営みとかって……。オズガと昨日、そういうこと……なかったわよね？」

  　さっきのオズガの発言のことだと気づき、とっさに答えた。

  「うん。昨日は僕、みんなと…………莉花さんと早く会いたいってずっと思ってた」

  　それを聞いた莉花さんは、肩をびくんっと動かした。ふにゃっと口元が緩ゆるんだように見えたけど、なんだか無理矢理といった感じで眉まゆ根ねを寄せた。

  「バ、バカッ」

  　耳まで赤くなった顔を隠すように、フェンス際へ足早に向かった。

  　あれ？　かえって怒らせた？

  　などと心配になりつつ、僕もフェンスに近寄った。

  　地上を見下ろす帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんの目がせわしく動いている。莉花さんも緊迫した表情へ変わり、眼下を探る。

  「いるわ」

  　不意に莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんの目線が同じ場所で止まった。

  「礼拝堂だわ」

  

  「たくっ、生徒を襲ってるのは、絶対オズガだと思ったのに」

  　校舎の階段を駆け下り、一階の昇降口から出たところで、莉花さんが口を開いた。

  「なのに別の密みつ鬼おにの仕し業わざって、どういうことよ!?」

  　礼拝堂を目指す足を止めないまま、苛いら立だつように髪をかきあげる。

  　莉花さんたちには、フラワー協会から聖せい花か女学園の調査命令があったという。

  「被害者は学園のふたりの生徒。貧血で倒れたってことで病院に運ばれたけど、その子たちの密みつ花ばなが欠けていたのよ」

  　たぶん真ま樹きさんの友だちのことだ。

  　密花の異変に気づいたのは、聖花女学園の理事長だったらしい。理事長はフラワー協会にも所属している花か族ぞくの一員で、報告を受けた協会が莉花さんたちの出動を決めた。

  　昨日、莉花さんが僕をマンションに呼んだのは、そのことを話すためだったようだ。

  「君がさらわれたとき、オズガ、聖花の制服を着てたわよね。だから生徒を襲ったのがオズガで、たぶん君もここにいると思ったわけ」

  　それですぐに聖花女学園に来てくれたのか。

  「うふふ、莉り花かさんのパニックぶりがひどくて、協会の判断を待たずに来てしまいました」

  「帆ほ鳥とり！」

  　莉花さんがパニック？

  　なんでだろうと頭をかしげると、僕の横を走っていた月つき夏なちゃんがポツリと呟つぶやいた。

  「鈍感」

  　しかしその言葉に脳が刺激されたのか、ハッと思いつく。

  「そうか！」

  　なぜか莉花さん、大慌あわてで首を振る。

  「ち、違うわよ！　ああああたしはべつに、君のことが心配だったわけじゃ――」

  「昨日莉花さんが持ってたのは、ウィッグだったんだ！　莉花さんも僕に女装させて聖花に連れてくるつもりだったんだね！」

  　昨日の駐車場でのホラー（？）な髪を思い出し、どうだと言わんばかりに声を上げた。が、

  「はあ～」

  　なぜかみんなが一斉にため息をつく。

  「あれ？　違うの？　なんか僕、ヘンなこと言った？」

  　けれど誰も答えてくれず、

  「ああ、ここね」

  　莉花さんの不機嫌そうな一言とともに、礼拝堂前に到着した。周りに生徒の姿がないのは礼拝時間じゃないからか。

  　礼拝堂の扉はシンプルなデザインながら、荘そう厳ごんさを感じる茶ちや褐かつ色しよくの両開き。ぴたりと閉じているのに、そこから淀よどんだ空気が押し寄せてくるみたい。なんだか胸がムカムカして近づきたくない。そんな気分になる。

  　でも当然ここで帰るわけにはいかない。

  「開けるわよ」

  　莉花さんが扉に手を掛ける。帆鳥ちゃんが杖じよう花かを握りなおし、月夏ちゃんは無表情のまま、わずかに身構えた。

  　ぎぃ。

  　礼拝堂の扉は、軋きしみを上げつつもスムーズに開いた。莉花さんと帆鳥ちゃんが、さっと身を滑すべり込ませ、月夏ちゃんが軽やかに続いた。

  「ま、待ってよ」

  　僕は――がつんっ――扉のへりに額ひたいをぶつけてから、中へ飛び込んだ。

  「いててて」

  　額をさすりながら、室内に目を向ける。

  　全体は奥行きのある長方形のよう。天井は高く丸みを帯び、はめ込み窓から陽射しが降り注そそいでいる。しんと静まり返った室内。整然と並んだ木製の長イスにも誰もいないけれど、

  「ふはははははっ」

  　不意に男か女かわからない声が反響した。ぎょっとして視線を向ける。

  「!?」

  　笑い声の主は十字架を掲かかげた壁の前、そこに置かれた祭壇の上に立っていた。制服姿の女の子を腕に抱えている。

  　その格好はタキシードに黒マント。まるで物語の中から現れたドラキュラ伯はく爵しやくのようないでたち。しかしそれが密みつ鬼おにだと示すように、ピンッと立ったマントの襟えりが植物化し、そこから濃のう緑りよくの葉や蔓つるが迸ほとばしっている。植物群は顔全体を幾いく重えにも覆おおい、その凹おう凸とつによって、口と二つの牙きばだけを表わしていた。

  「生徒さんの密みつ花ばなが欠けています」

  　杖じよう花かを構えた帆ほ鳥とりちゃんが言った。怪人の腕の中の生徒は意識がないようでぐったりしている。

  　昨日の静しず奈なさんと同じなら、僕がなめれば回復するはず。

  　僕に密花は視みえないが、目を凝こらすと生徒の蜜みつ口ぐちが視えた。右足のふくらはぎだ。ひとつ葉の形でほんのり輝いている。

  　あそこをなめることができれば。

  「その子を離しなさい！」

  　莉花さんの銃じゆう花かが発動した。銃口の花びらが舞い、バラ色の光こう弾だんが放たれた。が、それが怪人を貫くより早く、マントをなびかせて怪人が飛び跳ねた。

  「我は心を吸う鬼――吸・心・鬼！」

  　吸心鬼？

  　祭壇の前に降り立った怪人は、性別の曖あい昧まいな声で名乗った。

  「またの名を！」

  　またの名を!?

  「――吸・心・鬼！」

  　同じじゃん！

  　しかし吸心鬼は気にしたそぶりもなく、陶とう酔すいしたように謳うたいあげる。

  「我は人心を吸って吸って吸いまくる！　そう、それはたとえて言うなら！」

  　たとえて言うなら!?

  「ちゅ～ちゅ～ちゅっちゅっ！」

  　たとえてない！

  　微妙に緊張感が削そがれるけど、吸心鬼が発している禍まが々まがしさは強烈だ。

  「クイーンランク……それも限りなくキングランクに近い密鬼ですね」

  　帆ほ鳥とりちゃんの声も固い。

  　しかしそんな敵を前にしても、莉り花かさんは一歩も引かない。ていうか、いつも以上に精せい悍かんな態度で吸心鬼と対たい峙じする。

  「オズガのことで、あったま痛いのに。正直、あんたにかまってる暇ひまなんてないのよ！」

  　決然と言い放ち、

  「うりゃうりゃうりゃっ！」

  　なんだか八つ当たり気味に銃じゆう花かを撃つ。が、吸心鬼が生徒を抱えているため、その狙ねらいは付けにくく、牽けん制せいに近い。吸心鬼は易やす々やすと避け、今度は長イスの上に飛び移る。

  「リーフレットガード！」

  　それを予想していたように、帆ほ鳥とりちゃんのリーフレットガードの葉は群ぐんが吸心鬼の足をさらった。

  「ぬうっ!?」

  　吸心鬼はバランスを崩し、その拍子に抱えていた生徒を手放した。葉群が素早く生徒を受け止め、吸心鬼から距離を取ろうとする。

  「させるか！」

  　不意に吸心鬼がマントを勢いよくひるがえらせた。

  「気をつけて！」

  　莉花さんが注意を促うながす。と同時に、吸心鬼のマントに弾はじかれたように、礼拝堂の長イスが僕たちに向かって飛んできた。

  　慌あわてて飛び退のく僕たちに、次から次へと長イスを浴びせる吸心鬼。

  　頭上を飛び交い、時には目と鼻の先に落ちてくる長イス。とにかくそれを避けるので精一杯。方向感覚を失い、ただ這はいつくばって逃げ惑まどううちに、

  「!?」

  　視界の端はしに倒れた生徒が見えた。吸心鬼はその子に背を向け、前方の莉花さんたちへ長イスを吹き飛ばしている。莉花さん、帆鳥ちゃん、月つき夏なちゃんは葉群の壁でそれを防いでいる。

  　運がいいのか悪いのか、三人と離れてしまった僕に、吸心鬼は気づいていない。

  　倒れた生徒のふくらはぎに目が留まる。ひとつ葉の蜜みつ口ぐち。

  　今ならなめられる！

  　花はな視みの本能（!?）が、そう叫んだような気がしないでもない。

  　とにかく大チャンスに思え、ダダダダダダッと犬のように生徒に駆け寄った。

  　ばれてないばれてない。

  　吸心鬼がこっちを見ていないのを確認すると、生徒のふくらはぎを両手で抱え――べろんっ――蜜口をなめた。よしっ！

  　蜜口から感じる密みつ花ばなの蜜。それが口から体内を巡り、脳に達すると花の輪りん郭かくを描く。

  　これは…………ワトソニア。

  　生徒の背後に視線を向ける。まっすぐに伸びた花か茎けいに、ラッパのようなピンク色の花がホログラムのように咲いている。アヤメ科の綺麗な花。花言葉は〝豊かな心〟だ。

  　しかしそんな〝豊かな心〟の花は、静しず奈なさんのときと同じように、三分の一ほど欠けていた。

  　なめなきゃ！

  　焦あせりを抑え、集中する。柔らかいふくらはぎをしっかり持ち、あらためて舌を這はわせた。

  　ぺっちゃあ。

  　なめ音が響いてしまった。しまった！　と後悔したときにはもう遅い。

  「むっ!?」

  　吸心鬼に気づかれた！

  「貴様！」

  　吸心鬼は一気に跳ちよう躍やくすると、僕と生徒のそばに着地した。

  　まずい！

  　殴られでもしたらひとたまりもないと、身を固くする。が、吸心鬼はすぐに屈かがむと、

  「貴様がなめてなめてなめまくっても、我われが吸って吸って吸いまくる！」

  　生徒の首筋にむしゃぶりついた。

  　ちゅ～！

  　す、すすす吸ってる！

  　本当にドラキュラのように。ちゅ～ちゅ～と音を立てて。

  　しかし吸心鬼が吸っているのは血ではなく、生徒の心だ。その証拠に、僕がなめたことで再生の兆きざしがあったワトソニアが、再び消えていく。

  　こ、このままじゃ、心が全部吸われる！

  　そんな恐怖に襲われ、僕もとっさに生徒のふくらはぎに口をつけた。

  　べろべろ。

  　吸心鬼に負けじと蜜みつ口ぐちをなめる。なめてなめてなめまくる。唾だ液えきがたらたら零こぼれるのも気にしない。密みつ花ばなが咲きはじめる。

  「我にかなうものか！」

  　ちゅ～、ちゅっちゅ～。

  　吸心鬼が首筋を吸い、密花を消す。

  　負けるもんか！

  　べろべろ、べろべ～ろ。

  　ふくらはぎをなめ、密花を咲かせる。

  「させぬ！」

  　ちゅ～ちゅ～、ちゅっちゅっちゅ～ちゅ～。

  　べろべ～ろ、べろべ～ろ。

  　ちゅ～ちゅ～。べろべろ。ちゅ～ちゅ～。べろべろ。

  　大攻防！

  　これは僕の花はな視み人生最大の戦いか!?

  　なんてことを思ったとき、

  「バカッ！　敵を倒してからなめなさいよ！」

  「…………」

  　莉り花かさんに怒鳴られて我に返った。全力でそのとおりだ。

  　見ると、吸心鬼も動きを止めている。ばつが悪そうに見えなくもない。が、すぐに、

  「ふはははははっ」

  　笑ってごまかし（？）、僕を払いのけた。

  「今日のところは、このくらいで許してくれるわ！」

  　生徒を抱え、礼拝堂の入り口へ駆け出す吸心鬼。

  「逃がさないわ！」

  　莉花さんが銃じゆう花かを放つが、黒マントを掠かすめただけで止められない。このままじゃ逃げられてしまう。そう思ったとき、

  「ぬ!?」

  　不意に吸心鬼がつんのめり、膝ひざをついた。その足元にコロンとなにかが転ころがる。白くて細長い……チョーク？

  　吸心鬼はチョークを恨うらめしそうに見つめ、

  「ちっ、邪魔が入ったか」

  　吐き捨てると、生徒を床に置き、あっという間に礼拝堂の扉をくぐり抜けていく。

  「追うわよ！」

  　莉花さんに促うながされ、僕たちも入り口に向かおうとした。そのとき――。

  「ひょーっほっほっ」

  　聞き覚えのある笑い声が響き、僕たちは足を止めた。月つき夏なちゃんの顔色が変わる。

  「ム・ダ。今頃はとり憑ついた輩やからの内に隠れてしまってるわ。あの手の密みつ鬼おには狡こう猾かつだもの」

  「ママ!?」

  　月夏ちゃんが目を向けた先に、瀬せ々せ良ら敏とし美みさんがいた。祭壇に座って、ニヤニヤと笑っている。いったいいつからいたのだろう？

  　その姿はグレーのスーツにパンプスを履はき、きっちり分けたヘアスタイルに銀ぎん縁ぶち眼鏡めがね。それだけなら生徒に厳しい女性教師風。でもいつものように赤い着物を羽は織おり、独特な雰囲気を醸かもしている。

  　瀬々良さんの登場に、吸心鬼のときとは違う緊迫感に包まれる。

  　瀬せ々せ良らさんは月つき夏なちゃんのお母さん。だけど今は密みつ鬼おにに心身を乗っ取られ、オズガと行動をともにしている。

  　莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんも身構えてはいるけれど、攻撃はできない。

  「ママ」

  　しかしそんな中、母を取り戻すことを誓っている月夏ちゃんが、一歩、二歩と瀬々良さんに近づいていく。唇が震えているけど、その眼まな差ざしは切実だ。

  　なのに瀬々良さんは無感情な瞳で応え、つぎの瞬間、軽く腕を振った。

  　ひゅんっと、風を切る音とともに、月夏ちゃんが立ち止まる。

  　なにが起きたのか、その頬ほおに一筋の切り傷ができていた。

  「月夏ちゃん！」

  　傷は深くはなさそうだけど、薄くにじんだ血が痛々しい。

  「ひょっほっほっ、せっかく教師スタイルで来てあげたのよ。教師をママなんて呼ぶ生徒には、お仕置きが必要みたいね」

  　嫣えん然ぜんと言いながら、手を開く。指にはチョークが数本挟まっていて、双そう眸ぼうには酷こく薄はくな殺気が浮かぶ。

  「切り刻きざんであげる、月夏」

  　瀬々良さんがスナップを利かせて、手を揺り動かした。

  　ひゅんっ、ひゅんひゅんっ。

  「月夏ちゃん！」「月夏！」「月夏さん！」

  　僕が駆け寄るよりも、莉花さんが銃じゆう花かを撃つよりも、そして帆鳥ちゃんがリーフレットガードを展開させるよりも早く、チョークは放たれ、月夏ちゃんを襲った。

  「!?」

  　でもそれは月夏ちゃんの髪を数本散らせ、制服を数か所切り裂さいただけだった。

  「ひょっほっほっ」

  　瀬々良さんがゆるゆると祭壇から降りる。

  「体罰はダメだったわね」

  　カツ、カツ、カツと歩き出す瀬々良さん。その翡ひ翠すいの目に月夏ちゃんはもう映っていないのか、立ちすくむ月夏ちゃんの脇を、なんのためらいもなく歩いていく。

  「ぼ・う・や」

  　悠然と僕に語りかける。

  「選択のときは近づいているわ」

  　赤い唇を赤い舌でぺろりとなめる瀬々良さん。袖そでから覗のぞく植物化した右手が、物欲しそうに揺れている。

  　海で触さわられた下腹部の蜜みつ口ぐちが、じぃんと熱を帯びたように感じた。

  「でもね、坊や。あちきは思うのよ」

  　瀬せ々せ良らさんが目の前までやってくる。足を止めないまま、僕の横を通り過ぎようとする、その刹せつ那な。

  「選択がムリなら、すべてを守る強さを得ればいい――ってね」

  　僕の耳に囁ささやくと、瀬々良さんは一度も立ち止まらずに、礼拝堂をあとにした。

  「ふぅー」

  　呪じゆ縛ばくのような緊張感が解け、強こわ張ばっていた身体からだが動くようになる。

  「月つき夏な!?」

  「月夏さん!?」

  　莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんが、月夏ちゃんに駆け寄る。瀬々良さんの言葉が耳にこびりついたまま、僕も月夏ちゃんのそばへ向かった。

  「月夏ちゃん、怪け我がは？」

  「問題、ない」

  　月夏ちゃんは意外に平然としていた。狼ろう狽ばいした様子もなく、いつもの無表情。

  　いや、なんか違う。どことなく眼まな差ざしが明るく、唇が微笑ほほえむ寸前のように緩ゆるんでいる。うれしそう？

  「月夏ちゃん？」

  　月夏ちゃんは僕たちを見つめ、それから昂たかぶりを抑えた声で言った。

  「ママ、月夏って呼んだ」
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  　礼拝堂で吸心鬼に襲われた生徒は倉くら田た美み優ゆさんという名だった。

  　僕の花はな視みで密みつ花ばなは甦よみがえり、すぐに目を覚ました。が、倒れたときのことは覚えてなくて、本人は居眠りをしたと思い込んでいる。

  「礼拝堂で寝てしまうなんて」

  　礼拝堂の前で美優さんははずかしそうに肩をすくめた。ちなみに礼拝堂の扉は閉ざしてある。吸心鬼との戦いで室内がひどいことになったので、理事長に報告して直してもらうまで閉め切ることにした。

  「寝不足だったのかしら？　夜よ更ふけまで本を読んでたのがいけなかったのかも」

  　心身に異常なさそうな美優さんにほっとしていると、ふと静しず奈なさんの言葉を思い出した。

  「ねえ、美優さん。眠ってしまう前、花とか見なかった？　白い花なんだけど」

  　静奈さんは吸心鬼に襲われたとき、白い花を見たと言っていた。

  　美優さんは目をぱちくりさせ、しばらくしてから「あ」と小声を上げた。

  「そういえば…………なにか見たわ。白い花。なんの花かはちょっと……、お祈りのときに見たのか、そのあとかもよくわからないけど」

  　静奈さんと美優さんが見たという白い花。やっぱりこれが吸心鬼につながる手掛かりかもしれない。

  　などと考えていると、美優さんが誰かを捜すようにきょろきょろしだした。

  「どうかしましたか？」

  　帆ほ鳥とりちゃんが訊きくと、美優さんはちょっとだけ声をひそめた。

  「あの、わたしのほかに生徒は来なかったかしら？　いつもこのくらいの時間に来て、一緒にお祈りしてる子なんだけど」

  　吸心鬼や瀬せ々せ良らさんの登場でバタバタしていたけど、そんな生徒には気づかなかった。

  「あんた以外、いなかったと思うけど」

  　莉り花かさんの言葉に、美優さんが息を吐く。

  「そう、よかった。真ま樹きに、だらしなく寝ちゃってるとこ見られなくて」

  「え？」

  　美優さんが口にした名に、思わず訊き返す。

  「真樹さんって、もしかして宮みや部べ真樹さんのこと？」

  　美優さんは笑顔でうなずいた。

  「ええ。ちょっとキザで、ふふっ、男前な女の子。中学のときからのわたしの親友なの」

  　美優さんの明るい口調とは裏腹に、胸がざわついた。

  　入院しているふたりの生徒と静奈さん、そして美優さん。

  　吸心鬼に襲われた四人の生徒全員が、真ま樹きさんの友だちだということに気がついた。

  

  「怪あやしいわね」

  　美み優ゆさんと別れたあと、みんなに真樹さんのことを話すと、莉り花かさんはそう言った。

  　吸心鬼の被害者全員が真樹さんの友だちという共通点が気に掛かる。

  「どんな子よ？」

  　莉花さんに訊きかれて返答に困った。

  「どんな子って、その、う～ん、とくに怪しい感じはなくって……。見た目は、すっとして、なんていうか、さっぱりしてて、あとは……」

  　…………縞しまパン？

  　お茶会のときの真樹さんの格好を思い出し、慌あわてて頭を振った。

  「そんな感じそんな感じ！」

  「いやどんな感じか全然わかんないし、なんで君、赤くなってんのよ？」

  　莉花さんの目が、こいつ怪しい、とでも言うように鋭するどくなる。

  「あ、いや、その」

  　僕はおどおどと俯うつむき、胸の前で指をもじもじさせた。すると、

  「！」

  　莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、そして月つき夏なちゃんまでがハッと息を呑のむ。三人がゴクリと喉のどを鳴らし、こっちをじぃっと見つめる。

  「ひ、洋ひろさんの美少女度は破壊力がありますね」

  「胸、きゅん」

  「な、なんかむかつくわ。この場で身ぐるみ剥はぎたいくらいむかつくわ」

  　それだけはやめて！

  　ヘンな雰囲気に危険を感じ、急いで話を元に戻す。

  「とにかく真樹さんに会いに行ってみようよ。みんななら真樹さんになにかを感じるかもしれないし。ね？」

  　僕の提案に、莉花さんはしぶしぶうなずいた。

  「そうね。オズガや月夏のお母さんのことは気になるけど。まずはこれ以上被害者を出さないために吸心鬼を倒さないとね。その真樹って子、手掛かりになるかもしれないわ」

  

  　いったん寮に戻り、真樹さんのルームナンバーを静しず奈なさんから教えてもらい、すぐに部屋へ向かった。真樹さんは和のどかさんと相部屋らしいけど、ドアをノックしても反応がなく、真樹さんは見つからずじまい。

  　寮をあとにして、今度は学園内をあちこち捜してると、

  「いた」

  　高等部校舎に囲まれた中庭の一角で、ようやく見つけた。

  　瑞みず々みずしい葉を茂らせたイチョウの下、その芝生で、真ま樹きさんは和のどかさんの膝ひざを枕にして眠っていた。

  「あ、ヒロコちゃん」

  　僕たちに気づいた和さんが小声で応こたえ、そっと手を振った。

  　真樹さんは無む垢くな少年のような寝顔だった。木こ陰かげをよぎる風にショートへアーがそよぎ、気持ちよさそう。これはちょっと起こしづらい。

  「真樹ちゃん、最近おねむモードなんだ」

  　真樹さんを優しく見下ろしながら、和さんは呟つぶやいた。いとおしそうに真樹さんの髪にそっと触れる。白い指と髪がささやかにからむ。

  「でもね～、和の膝枕なら、眠れるって言ってくれてね。へへへ、ほらほら、安心してぐっすり寝てるよね、ね？　この寝顔、キュート～。なんかこういうのってアレだね？　幸せってヤツ。和はそう思う。でね、和たちがいつからこんな仲良しになったかって聞きたい？　聞きたいよね。よ～し。それは聖せい花かの幼稚部のころ――」

  　思い出話がはじまろうとしたとき、

  「和」

  　和さんの唇に指を当てて止めたのは、真樹さんだった。和さんの膝を枕にしたまま、眩まぶしそうに見上げている。

  「それを話し出すと、二時間は止まらないだろ？」

  「真樹ちゃん、ごめ～ん。起こしちゃった？」

  「いいや、気持ちよく眠れたよ。和の膝が柔らかくて、それにとてもいい匂いがするから」

  「そんなことないってば。リンスもソープも、香水だって真樹ちゃんとおんなじの使ってるんだし」

  「和の優しい心の匂い」

  「真樹ちゃん」

  「和」

  「えへへ」

  「あはは」

  　声がかけづらい。

  　ほわほわしたふたりの世界に気け圧おされていると、真樹さんがようやく僕たちに視線を向けた。

  「それで？」

  　真ま樹きさんはゆっくりと身体からだを起こして、切れ長の瞳を細めた。

  「ボクになにか用かい？」



  


  ９

  

  　残念ながら、真樹さんから手掛かりは得られなかった。

  　吸心鬼のことを話すわけにはいかなかったけれど、日常に変わった点がないことはわかった。友だちの入院に胸を痛め、そのせいで眠れなかったりするくらいで、吸心鬼につながりそうなことはない。

  　なにより、真樹さんと会った莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんが、彼女から不ふ穏おんな気配を感じなかったのが大きい。真樹さんの密みつ花ばなは、僕がなめるまでもなく莉花さんたちが確認し、それにも異常はなかった。

  　真樹さんの友だちが吸心鬼に襲われているのは、偶然なのかな？

  「手掛かりは〝白い花〟くらいね」

  　寮の玄関前。莉花さんは少し疲れた顔で、夕焼けを仰あおぎ見た。

  　真樹さんとの話を終えてから、僕たちはずっと見回りをしていた。不慣れな園内を歩き回り、吸心鬼の気配を探ったけれど、なにもつかめなかった。

  　広大な聖せい花か女学園の敷地を巡回し、それでも半分くらいしか回れず、夕方に。

  　これ以上、やみくもに歩いて疲ひ弊へいするよりは、今後のことを考えて休んだほうがいい。それに、夜には戻れとオズガに言われてる僕のこともあって、寮へ帰ってきた。

  「白い花……。そのセンからアプローチしたほうがいいかもしれませんね」

  「でも白い花ってだけじゃ――」

  　帆ほ鳥とりちゃんと莉り花かさんが相談しつつ、玄関をくぐる。僕と月つき夏なちゃんもそのあとに続いた。

  「ヒ～ロコ！」

  　とたんにオズガの声が響き――どおんっ――僕の胸に本人が飛び込んできた。

  「オ、オズガ!?」

  　オズガが軽いのでかろうじて倒れずにすんだけど、こっちを見る莉花さんの火花迸ほとばしる目には卒倒しそうになる。

  　たしかに密みつ鬼おにとこんなふうに接するなんてありえない。

  　僕は感覚がマヒしちゃったのか、あまり怖くなくなったけど、みんなは警戒心を露あらわに身構えている。

  　でもオズガはそんな周囲を横目に、僕の腕に自分の腕を絡からませた。

  「夕食よ、ヒロコ」

  「え？　あ、ちょ、オズガ？」

  　そのままオズガに連れてかれそうになったけど、不意にもう片方の腕をグイッと引っ張られた。あれ？　と思い顔を向けると、

  「り、莉花さん？」

  　莉花さんが両腕で抱きしめるように僕の腕を取っていた。でもその顔は、自分で自分の行動に驚いたように、きょとんとしている。

  「あ」

  　莉花さんは僕と目が合うと、あわあわとうろたえ、すぐに払いのけるように僕の腕を放した。

  「ち、ちがっ……、これは…………そ、そう、関節技極きめようとしただけ！」

  「関節技!?」

  　文句あるの、といった感じで睨にらみつけてくる莉花さん。本当に腕の一本や二本折られそうな迫力に、生きた心地がしなかった。

  　と思ったら、食事中も生きた心ここ地ちがしなかった。

  「ヒロコ、ドレッシングを取って」とオズガ。

  「はい」とドレッシングの容器を手渡す僕。

  「うふふ、ヒロコさん、ペッパーソースを取ってもらえますか？」と帆鳥ちゃん。

  「そのペッパーソースを一気飲みしなさい」と莉花さん。

  「無理です。ごめんなさい。許してください」と僕。

  「洋ひろ、ヘタレ」なにげに毒舌、月夏ちゃん。

  　寮の食堂にて。

  　僕とオズガの向かいに、莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんの三人が座っている。

  　たぶん莉り花かさんたちはオズガの警戒のために、一緒のテーブルに着いたのだろう。もしかしたら、僕のことが心配だからってこともあるかもしれない。

  「その唐辛子を一気飲みしなさい」

  　ないかもしれない。

  　とにかく不機嫌の塊かたまりのような莉花さんにヒヤヒヤしっぱなしで、料理の味なんてわからない。

  「ねえ、ヒロコ」

  　場の緊張感をスルーして、オズガがあどけない口調で切り出した。

  「今朝、あれほどニンジンを食べたのよ。少しは大きくなったんじゃないかしら？」

  　オズガはそう言って、朝と同じように真剣な顔で自分の胸に手を置いた。

  「あ」

  　僕のあの発言を、オズガは胸の大きさに関することだと受け取めたらしい。

  「あのね、オズガ。朝、言ったことは――」

  　訂正しようと身を乗り出したら――むにゅ。

  　唐とう突とつにオズガに胸を触さわられた。もちろんシリコン純度百パーセントの胸だ。

  「ヒロコくらい胸が欲しいわね。この大きさが標準なのかしら？」

  　そう言いながら、両手で僕の胸を揉もむ。

  　もにゅもにゅ。

  　もちろんなにも感覚はないけれど、なんだかはずかしくなってきて、顔が火ほ照てった。

  　もにゅもにゅ。

  「オ、オズガ、もう、そのへんで、あの、その、いや……ん」

  　思わず身み悶もだえたとき、

  「どんだけヘンタイなのよ!?」

  　莉花さんに怒られた。慌あわててオズガから身を引くと、オズガは莉花さんに向かって、不満そうに眉まゆをひそめた。

  「あら、人間の女は、胸の大きさに関心を持つ〝心〟を持っているものよ」

  　オズガからそんなことを言われるとは思っていなかったのだろう。莉花さんは一瞬目を丸くしたけど、すぐに言い返した。

  「そ、そんなのいちいち気にするほうがおかしいのよ！」

  「そういう心を否定するのは愚おろかだわ」

  「否定とかじゃなくて、大きくても小さくてもどっちでもいいって言ってんの！　ねえ、帆ほ鳥とり、月つき夏な！」

  　莉花さんが、ふたりに同意を求めた。が、

  「それはやっぱり大きいほうですね」

  「目標、Ｆ」

  　裏切られた。

  「な、なんであんたたちがオズガの味方すんのよ!?」

  　わなわなと震えながら、憤ふん慨がいする莉り花かさん。鼻高々のオズガ。

  　僕はひたすら、この時間が早く終わりますようにと、祈った。

  

  　寿命が縮ちぢみそうな夕食を終え、食堂をあとにした。

  「ふんふ～ん、ふ～ん、んん～」

  　寮の廊下をオズガは鼻歌まじりに歩いていく。ぴょんぴょん揺れるツインテールを見ながら、僕と莉花さんたちが少し離れて続く。

  「なによ、あの子、普通の女の子みたいに」

  　莉花さんがぽつりと呟つぶやいた。食事時からオズガの言動が気に入らない様子だった莉花さんは、複雑そうな表情を浮かべている。腹を立てているようにも、困こん惑わくしているようにも見える。

  　でも廊下の曲がり角に来ると、明らかに不安そうに立ち止まった。

  「あたしたちの部屋、こっちだから」

  　聖せい花か女学園理事長の計らいで、莉花さんたちにも部屋が用意されている。

  「私と月つき夏なさんが２１５号室で、莉花さんは２１６号室でひとりです」

  　帆ほ鳥とりちゃんがルームナンバーを口にし、それから、うふふ、と笑った。

  「ですから、寂しい莉花さんの部屋に忍び込むには、大チャンスです」

  「し、忍び込む!?」

  「大チャンスじゃないわよ！　これでもかってくらい鍵かけるわよ！」

  　静しず奈なさんの部屋のドアを体当たりで破った、とは言わないでおこう。

  　動揺する僕と莉花さんの前で、帆鳥ちゃんはしみじみ言った。

  「本当に洋ひろさんが無事でよかったです。さらわれたと聞いたときは、それはもう、私たち生きた心ここ地ちがしなかったんですよ」

  　その横で、月夏ちゃんがこっくりとうなずく。

  　胸がいっぱいになった。僕のことを心配してくれる仲間がいることを実感し、その幸せに満たされていく。そういう気持ちに応えたいと、強く思う。

  「ありがとう、みんな。心配かけてごめんね」

  　目頭を熱くさせながら言うと、帆鳥ちゃんは胸の前でガッツポーズを作った。

  「みんなで頑張りましょうね」

  　温かい激励を残し、帆鳥ちゃんと月夏ちゃんが一緒に廊下を歩き出す。

  「せいぜい気をつけなさいよ」

  　莉り花かさんもそのあとに続こうとして、けれどすぐに足を止めた。逡しゆん巡じゆんするような間のあとで、背を向けたまま口を開いた。

  「ねえ、覚えてる？」

  　声はかすかに震えている。

  「海であったこと」

  　莉花さんたちと行った夏の海。いろんな思い出がある。けれど、莉花さんが今言っていることは、厄やく堕だ鬼おに復活を阻そ止ししようと、なめ賢けん人じんの祠ほこらの前で、僕と莉花さんが力を合わせたことだと思った。

  「もちろん。大切な思い出だから」

  　莉花さんは背中をピクリと動かし、それから振り返った。さっきまでの不安げな表情が和やわらいでいる。一歩だけ僕に近づく。

  「……通信機」

  　莉花さんは囁ささやくように言って、左手でそっと僕の右耳を触さわった。

  「莉花……さん？」

  　莉花さんの指がこそばゆくて、気持ちいい。

  「早く、新しい通信機を用意してもらわないとね」

  　僕の通信機は、学園に連れてこられたときに失われた。
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  　莉り花かさんは顔を赤らめながら、僕の耳たぶを、頬ほおを、最後に首筋を撫なでるように触れ、手を下ろした。

  　莉花さん。

  　はずかしそうに俯うつむく莉花さん。

  　唐とう突とつに莉花さんを抱きしめたくなった。その切実な衝動。胸に込み上げてくる想い。堪えられなくて、うれしくて、言葉では伝えきれない感情。

  　ぎゅうっと力いっぱい。でも守るように。この場で。いつまでも――抱きしめたい！

  　莉花さん！

  「ヒロコ～？　早く部屋に戻るわよ」

  「うおっと!?」

  　遠くからオズガの声が聞こえてきた。絶妙なタイミング。

  　膨ふくらんだ衝動がプシューッと空気が抜けるように萎しぼんだ。残念で、でもちょっとだけ安心しながら視線を動かすと、廊下の先で、オズガが訝いぶかしそうにこっちを見ている。

  　莉花さんがさっと身を引いた。

  「あ、危ないと思ったらすぐ逃げんのよ！　どんなことしても逃げんのよ！　君は鈍にぶいんだから！　あの子は密みつ鬼おになんだから！」

  　僕はさっきまでの感情をごまかすように、早口で答えた。

  「あ、うん、大丈夫。昨日もひどいことされなかったし。そういうつもりはないみたい。なんか悪い子には思えないんだ」

  「!?」

  「ほっとけないっていうか、意外にかわいいところもあって、妹ってこんな感じかなあ、なんて。あははは…………は？」

  　そこまで言ってハッとした。莉花さんがぶす～っとむくれている。さっきまではずかしそうに赤らめていた顔は、今は間違いなく怒りで紅潮している。メラメラって感じだ。

  　あれ？　僕、まずいこと言った!?

  「このへタレボイン!!」

  　罵ば声せいとともに、莉花さんのエルボーが胸にヒット。ボイイ～ンとシリコンが衝撃を和やわらげたけど、それでも息が詰まった。

  「な……なんで……？」

  　痛みに悶もだえる僕を残し、莉花さんは大股で去っていった。

  

  　部屋に戻り、オズガ、僕の順番で（オズガは一緒にと言ったけど、僕が固こ辞じ）入浴した。

  　オズガとの相部屋生活二日目にして、いろいろなじんでいる自分に驚く。

  　こんなことでいいのかな？

  　その順じゆん応のうぶり……悪く言えば能天気ぶりに不安を覚えつつ、入浴を終えるとベッドに腰を下ろした。

  　寮のベッドはふかふかで気持ちがいい。ウィッグと胸パットなしのＴシャツと短パン姿もラクで、横になったらすぐ眠れそう。

  「密みつ鬼おにに会えたのかしら、ヒロ？」

  　向かいのベッドに座っているオズガが話しかけてきた。まっしろのパジャマに身を包み、風呂上りのせいか、白い肌はほんのりピンク色。ルビー色の瞳が好奇心で輝いている。

  「うん。吸心鬼って名乗っていたけど」

  「下等な密鬼らしい名だわ」

  　僕は礼拝堂であったことを話した。吸心鬼のことと瀬せ々せ良ら敏とし美みさんのこと。

  　オズガは口を挟まずに聞いていたけれど、瀬々良さんのことを話し終えると、ニヤリと笑った。とっておきのいたずらを思いついたような表情は、嗜し虐ぎやく的てきにも見える。

  「ねえ、ヒロ」

  　甘い口調に背中がぞくっとする。こんなときのオズガはずっと年上のようで、それになんだか色っぽい。

  「もしヒロがわたしと永遠の愛を誓って……わたしのすべてを受け止め……そしてヒロのすべてをわたしにくれるなら」

  　ベッドから立ち上がったオズガが近づいてくる。衣きぬ擦ずれの音が、やけに耳につく。

  「トシミのこと、元に戻すことを考えてあげてもいいわ」

  「!?」

  　それは今日、瀬々良さんに会ってからずっと考えていたこと。そして夕食時に、なにか言いたそうにオズガを見ては、結局無言で瞳を伏せる月つき夏なちゃんに気づき、その思いは強くなっていた。

  「トシミは密鬼に深しん淵えんを侵おかされているわ。その心はすべて殺されているのかもしれない。でもね、ヒロ。もしひとかけらでも心が残っているなら、密鬼の呪じゆ縛ばくを解くことは不可能ではないはずよ」

  　オズガが協力してくれたら、これほど頼もしいことはない。

  　でもそれと引き換えに〝永遠の愛〟を要求されても、正直困ってしまう。

  〝永遠の愛〟ってなに？　そんなの今の僕にはよくわからない。

  「トシミは使える密鬼、わたしの守もり人びとの一匹。わたしからそれを奪うばうなら、そのくらいの対たい価かが必要だわ」

  　オズガはそばに来ると、僕を静かに見下ろした。その表情は天使のようにも悪魔のようにも見えて、ドキリとする。

  「どうする、ヒロ？」

  　瀬せ々せ良らさんを元に戻したい。月つき夏なちゃんのためにもそうしてあげたい。

  　でも〝永遠の愛〟なんて……。

  　どう答えたらいいかわからない。ただオズガの試すような視線を受け止める。沈黙の中に、ふたりの息だけが重なっていく。

  「くすっ」

  　不意にオズガが肩を揺らして笑った。超ちよう然ぜんとした態度は消え、幼さの残る少女に戻る。

  「人間は、ごまかす〝心〟だって持っているのに」

  　そう言うと、オズガは僕の頭をふわりと抱きしめた。

  「オ、オズガ!?」

  「ヒロはいつだってひたむきだもの。そんなヒロにわたしはメロメロなんだわ」

  　振り払うこともできず、手をバタバタさせてると、

  「えいっ」

  　いきなりベッドに押し倒された。

  「え!?　な、なに!?」

  　ベッドが柔らかすぎて、うまく身体からだを起こせない。薄手の布団を絡からませながら、オズガがぴったりと寄り添ってくる。

  「冗談よ」

  「へ？」

  　冗談？

  　今までのなにが冗談だったのかわからず、目をぱちくりさせる。ていうか、この状況が一番冗談っぽい。

  　オズガはもそもそと動き、僕の腕に頭を乗せた。腕枕の体勢。顔が近い。

  「こんなことでヒロの愛を手に入れてもつまらないもの。だから代わりに、一緒に寝てくれればいいわ」

  「一緒に!?」

  「ただ寝るだけよ」

  　僕の狼ろう狽ばいっぷりがおかしかったのか、オズガは楽しそうに足をばたつかせた。

  「おやすみ、ヒロ」

  　僕の耳元で囁ささやくと、オズガはふわわわ、と欠伸あくびをひとつ。それから安心したように目を瞑つぶった。

  　数分後。

  「す～す～」

  　寝つきのいいオズガの寝顔を前に、身動きできない僕。

  　緊張で眠れそうになかった。
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  「わ、わたしにあなたをなめさせてくれないかしらっ」

  　テニスコート近くの水飲み場。

  　僕が懸命に女性口調で言うと、テニスウェアの女の子はもじもじと、ラケットで顔を隠すような仕草をした。

  　やっぱり無理だよ？

  　そう思って背後を窺うかがう。

  　帆ほ鳥とりちゃんが、大丈夫ですよ、と目顔で答え、莉り花かさんは、しっかりやれ、と仁に王おう立ちでプレッシャー。月つき夏なちゃんは学園の購買で買ったアイスをくわえている。

  「わ、わかりました。ヒロコお姉さま」

  「へ？」

  　視線を戻すと、テニスウェアの女の子は、はにかみながらうなずいた。

  「ヒロコお姉さまにペロペロセラピーしてもらえるなんて感激です！　どこでもなめてくださいっ！」

  

  「もうダメ……」

  　高等部校舎の東棟と西棟の間を通る石畳の小道。そこに置かれたベンチに、僕は倒れるように座った。

  「なによ、まだ五人じゃない。一日に二百人なめて、最期に血を吐いて死んだ伝説の花はな視みだっているのよ」

  　イヤな伝説だ。

  「お願い。ちょっとだけ休ませて。そしたらまたガンガンなめるから」

  　僕の懇こん願がんに、莉り花かさんはおおげさにため息をついた。

  「まったく、女装しても根性は変わらないのね」

  　変わったら変わったで怖い。

  　莉花さんは僕の右隣にドカッと腰を下ろし、そっぽを向いてぶつぶつと呟つぶやいた。

  「たくっ、あたしだって、君がほかの子をなめるのなんか見てるのヤなのに。それでも我慢してるってのに……」

  「莉花さん？」

  「なんでもない！　休め！」

  　と、とにかく休憩は認めてくれたみたい。

  「まだ確認できていない生徒さんは……四十人ほどですね」

  　帆ほ鳥とりちゃんが一枚の紙を見ながら左隣に座り、その横で月つき夏なちゃんが、購買で買ったラムネをこくこく飲んでいる。

  「十人に一人くらいの割合ですね。洋ひろさんになめてもらう生徒さんは」

  　ということは、あと四人くらいはなめるってことか……。

  　気が滅め入いる状況に、思わず夏空を仰ぎ見た。僕の気分とは裏腹に、からりと晴れ渡っている。

  　聖せい花か女学園の三日目は、ペロペロセラピスト葉はノの宮みやヒロコの出番だった。

  　それは〝白い花〟を探すための、莉花さんたちの発案だ。

  　昨日瀬せ々せ良らさんは、吸心鬼が〝とり憑ついた輩やからの内に隠れてしまってる〟と言った。それが本当なら、襲われた生徒が見た〝白い花〟は、吸心鬼にとり憑かれた人の密みつ花ばなかもしれない。

  　なら、夏休みに学園に残っている寮生と職員の密花を調べていけば、〝白い花〟にたどり着けるはず。

  　そう考えた莉花さんたちは、理事長からもらった学園の人員リストを手に、みんなの密花を確認していった。

  　しかし花はな狩かりの莉花さんたちでは見えない密花がある。そこはやっぱり僕がなめて、視みていかなければならない。

  　正直、ペロペロ修行やペロペロ占いのときのように、簡単になめさせてくれるとは思えなかった。けど、ペロペロセラピストとして紹介されたおかげか、今のところ拒こばまれた生徒はいない。帆ほ鳥とりちゃんは「ヒロコさんが、超美少女だから許されるんです」と、力説していたけれど……。

  　とにかく、〝白い花〟探しの中、僕は朝から五人の生徒をなめてぺろぺろ……じゃなくてへろへろだ。なのに白い密みつ花ばなはいくつかあったけど、密みつ鬼おにや異常を感じる〝白い花〟は、まだ見つかっていない。

  　早く見つかってほしいな……。

  　そう願いつつ、汗ばんだ額ひたいにくっついたウィッグの髪をかきあげた。そのときだった。

  「ふははははははっ」

  　不ふ遜そんな高笑いが響いた。

  「この声は!?」

  　莉り花かさんたちが顔色を変える。が、周囲にいる生徒たちはまったく気にした様子がない。笑い声は無視できる大きさではないのに。

  「物質世界に及んでいませんね」

  　僕の疑問を察したように、帆鳥ちゃんが口を開いた。その視線は声の主ぬしを捉えようと、あちこちに向けられている。

  「あの笑い声は、私たち花か族ぞくにしか聞こえていないはずです」

  　帆鳥ちゃんがスカートのポケットから銀のステッキを取り出し、莉花さんは右手首の拳銃型キーホルダーを手に滑すべり込ませた。

  　そして月夏ちゃんは――頭上を指差した。

  「屋上」

  　その指の先に目を向ける。高等部校舎の東棟と西棟の狭はざ間ま。

  「ふはははははっ」

  　精神世界の笑い声とともに、東棟の屋上から人影が飛び出した。

  「吸心鬼!?」

  　陽射しが逆光となり、空中を飛ぶ怪人の影は濃い。それでも白いタキシードと黒マントは地上からでもわかった。

  　吸心鬼は僕たちに見せつけるように、軽やかに空中を横切っていく。東棟と西棟の間は十メートルくらいだけど、吸心鬼の大跳ちよう躍やくは楽々と、その身体からだを西棟の屋上へ運んだ。

  　着地した吸心鬼はマントをひるがえらせ、屋上のへりから顔を覗のぞかせた。植物群で覆おおわれた顔で僕たちを見下ろす。まるで挑ちよう発はつしているよう。

  「今度こそ逃がさないわよ！」

  　莉花さんと帆鳥ちゃんが西棟へ向かって駆け出し、僕と月夏ちゃんもそれに続く。

  「ふははははははっ」

  　そんな僕たちを嘲あざけるように、吸心鬼が大声を上げた。

  「貴様らがなにをしようと我は止められぬ！　なぜなら！」

  　なぜなら!?

  「なにをしようと我は止められぬからだ！」

  　無視して西棟の中に飛び込んだ。

  「っ!?」

  　昇降口へ入ったとたん、莉り花かさんが顔をしかめた。空気が粘ねばりつくように重く、胸焼けがする。これは密みつ鬼おにの……吸心鬼の禍まが々まがしさだ。

  「急ぐわよ！」

  　校舎内にちらほらいる生徒たちは邪じや悪あくな気配に気づいていない。廊下を走り、階段を駆け上がる僕たちを怪け訝げんそうに見るだけだ。

  「ここ、ヤな感じがするわ」

  　莉花さんが足を止めたのは、三階に着いたときだった。吸心鬼がいた屋上はこの上、目の前の階段を上った先だけど、莉花さんと帆ほ鳥とりちゃんは三階の廊下を凝ぎよう視ししている。生徒の姿はなく物音ひとつしない。

  「典てん麗れい萌ほう芽が花か機き発はつ動どう」

  　莉花さんが銃じゆう花かを、

  「風ふう韻いん萌ほう芽が花か機き発はつ動どう」

  　帆鳥ちゃんが杖じよう花かを発動させた。ふたりの武器はどちらも一輪の花のように植物化し、その手にしっかりと握られる。

  「ふははははっ」

  　不意に吸心鬼の笑い声が響き、廊下の先で黒マントがひるがえった。

  「いたわね！」

  　莉花さんがキッと睨にらみつけ、銃花を構える。が、それよりも早く、吸心鬼の姿は廊下の曲がり角の向こうへ消えた。

  「待ちなさいよ！　ドラキュラもどき！」

  　莉花さんを先頭に僕たちも廊下を走り、その角を曲がった。

  「!?」

  　しかしそこに吸心鬼の姿はなく、正面に特別教室がひとつあるだけの行き止まりになっていた。戸口には【家政科室】というプレートが掲示されている。

  「あの中ね！」

  　莉花さんが家政科室のスライドドアにタタタタッと近づいていく。帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんとともに、僕もドアの前まで行った。

  　中からは物音が聞こえない。だからこそ不気味だ。この向こうで、吸心鬼が牙きばを光らせ待ち伏せしているようで、身の毛がよだつ。でも――。

  「君は弱っちいんだから、あたしのそばから離れるんじゃないわよ」

  　莉り花かさんの言葉で、恐怖はあっさり吹き飛んだ。

  「うん、絶対離れない」

  　うなずいてから、

  「僕も、莉花さんが危ないときには絶対守るからね」

  　そんなセリフが自然と口をついて出た。

  　自分でちょっと驚いた。以前の僕はこんなこと言えただろうか。いや無理。みんなのうしろでぶるぶる震えているのが精一杯だったし。

  　などと自分を省かえりみる僕の前で、莉花さんは真っ赤だった。

  「莉花さん？」

  「なんでもない！　こら、離れなさいよ！　園芸オタク菌がうつるでしょーが！」

  　たった今離れるなと言ったのに……。

  　僕を押しのけ、莉花さんはスライドドアに手をかけた。気を取り直すようにゴホンッと咳せき払ばらいをして、

  「行くわよ」

  　一気にそれを開けた。

  「!?」

  　そこに吸心鬼の姿が――なかった。

  　代わりに僕たちを迎えたのは、机やイスの間で倒れている女の子たちだ。

  「どうしたのよ!?　しっかりなさいっ」

  　莉花さんたちが、倒れている女の子たちに駆け寄る。

  　女の子たちはみんな制服姿で、その数はひとり、ふたり…………六人もいる。全員意識を失っているのか、血の気がなくピクリともしない。

  「莉花さん、この人たち、もしかして!?」

  　イスから落ちそうになってる女の子を助け起こして、訊きいた。

  　莉花さんは「まちがいないわ」と吐き捨てる。

  「みんな密みつ花ばなが欠けてるわ。吸心鬼に襲われたのよ」

  「欠けているどころか、ほとんど失われている生徒さんもいるようです」

  　帆ほ鳥とりちゃんが、女の子たちを見渡しながら付け加えた。その目が家政科室の窓に留まる。大きく開かれた窓から風が吹き込み、白いカーテンを揺らしている。

  　莉花さんがその窓に駆け寄り、舌打ちをした。

  「たぶんここから逃げたのね」

  　思案顔も一瞬、すぐに僕のほうを見る。

  「君はこの子たちをなめて！　あたしたちは吸心鬼を捜す！」

  　そうだ。僕が今するべきことは、倒れた女の子たちの密みつ花ばなを再生させること。

  「うん、わかった！」

  　うなずくと、莉り花かさんたちは家政科室から飛び出していった。

  　僕はすぐに女の子たちの花はな視みに取り掛かる。

  　なめる女の子は六人。帆ほ鳥とりちゃんは密花がほとんど失われている生徒もいると言った。のんびりしてはいられない。もし花視でうまくいかなかったら、〝種たね植うえ〟だって考えなくてはいけない。

  　深呼吸をひとつして、まずは目の前の女の子の蜜みつ口ぐちを探った。

  　女の子の蜜口は背中。腰に近い辺りに、淡く輝くふたつ葉を見つけた。女の子をそっとうつぶせにし、ブラウスの裾すそをめくっていく。

  　……気を失った女子高生。その服をめくる女装少年……。

  「…………」

  　客観視するといろいろ終わってるので、考えないことにした。

  　集中、集中。僕がなめないと、この子たちの心は取り戻せないんだから。

  　その責任の重さをひしひしと感じつつ、露あらわになった女の子の背中に舌を這はわせた。

  　ペロペロ……。

  　ペロペロペロ…………。

  　ペロペロペロペロ………………。

  　そして――。

  　ひとり、ふたり、三人……となめ、なんとか五人の女の子の密花を甦よみがえらせた。

  　イスに座らせた彼女たちはまだ目覚めていない。けれど蒼白だった顔には血の気が戻りつつある。

  　よし、あとひとり。

  　でも正直、もうふらふらだ。

  　蜜口をなめて密花を捉えるには集中力が必要で、それはたとえば学校のテストをみっちりと受けたときの何倍も疲労する。六人目の女の子をなめようと屈かがんだら目め眩まいがしたほどだ。

  　それでもこれで最後だと気合いを入れた。

  　六人目の女の子の蜜口は右足のくるぶしだった。靴を脱がせ、ニーソックスもスルスルと取り去ってから、くるぶしをおもむろに口に含んだ。三枚葉の蜜口だ。

  　ぺちゃ。

  　舌を押しつけ、くるぶしのふくらみをなぞる。蜜口からの蜜――密花の情報を舌全体で味わうように。

  　ぺろ、ぺちゃ。

  　花の存在を感じてくる。

  　でも、やはり六人連続花はな視みのせいで疲労しているのか、脳裏に描かれそうになった密みつ花ばながあと少しのところで消えてしまう。

  　ぺちゃ、ちゅば。

  　舌先を動かし、くるぶしを濡らす。

  　でも捉えられない。密花が咲かない。集中が途切れそうになる。それを堪こらえ、舌を上下左右に這はわせるけど、花が視みえてこない。舌も唇も痺しびれてくる。

  　しっかりしろ。あとひとりじゃないか。

  　自分で自分を叱しつ咤たする。心を取り戻すため、この子に密花を咲かせるため、なめまくる。

  　ぺろりぺろり。

  　丁てい寧ねいに、懸命に。

  　どれくらいの時間、そうしていただろう。数分のようにも数時間のようにも感じられた花視時間。ようやく密花のたしかな形が浮かび、それが視界へ投影された。

  　や、やった……。

  　女の子の背中に小ぶりの花が咲き広がる。その瞬間、安あん堵どと疲労で今度は僕が倒れそうになった。慌あわてて近くの机の足にしがみつくようにもたれる。

  　さすがにしんどかったな……。

  　ふぅ～っと息を吐きながら、視線を巡らせた。

  　みんなようやく目覚めつつあるのか、イスに座ったまま身じろぎしたり、瞼まぶたをピクリと動かしたりしている。

  　彼女たちが起きたらなんて答えよう。不自然だけど、全員居眠りをしていたで通すしかないか……。

  　そんなことを思いながら、女の子たちの背後に目を凝こらした。密花が瑞みず々みずしく咲いている。密花はそれぞれ、ハナカンザシ、サクラソウ、コスモス、ノウゼンカズラ、シオン、イシモチソウ。

  　こんなふうに密花をまとめて視たことはないので、その華やかさに見み惚とれていると、

  「……ん～…………ふえ？……ヒロコ……ちゃん？」

  　名を呼ばれた。顔を向けると、たった今までなめていた六人目の女の子が眠そうに目をこすっている。

  「え？　和のどかさん!?」

  　吉よし住ずみ和さんだった。蜜みつ口ぐちをなめることしか頭になく、しかも疲労のせいでほかのことに目がいかなかったのだろう。最後になめた女の子が和さんだったことにはじめて気がついた。

  「和さん!?　どうしてここに!?」

  　和さんは現状がよくわかっていないのか、にへら～と緩ゆるんだ笑顔を見せた。

  「あっれ～、ヒロコちゃんもファンクラブのメンバーだっけ？」

  「ファンクラブ？」

  「本人非公認だけどね。和のどかたち、ここで宮みや部べ真ま樹きファンクラブの集いを開催中～」

  　そう言って、僕に抱きついてきた。

  「ヒ～ロコちゃ～ん、やっぱ、抱き心地サイコー。和の抱き枕になっておくれ」

  　胸に頬ほおずりしてくる和さんを引き離すことも忘れ、僕はその事実に眉まゆをひそめた。

  　宮部真樹ファンクラブ？

  　和さんはもちろん、今回吸心鬼に襲われた子たちもみんな、真樹さんと関係がある生徒たちだった。
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  　莉り花かさんたちの吸心鬼追跡は失敗に終わった。

  　家政科室から出て行った莉花さんたちは、その後一度も吸心鬼を見かけずに、しばらくして戻ってきた。莉花さんが地じ団だん太だを踏んで悔くやしがった。

  　目を覚ました宮部真樹ファンクラブの六人には、みんなが家政科室で寝過ごしていたと話した。和さんたちは頭を捻ひねっていたけど、なにか訊きかれる前に、僕たちは家政科室をあとにした。

  「また宮部真樹がらみって、いったいなんなのよ？」

  　高等部校舎西棟を出て、再び夏の陽射しの中を歩きだすと、莉花さんが口を開いた。帆ほ鳥とりちゃんは思案に暮れるように、う～ん、と唸うなり、月つき夏なちゃんはこっくりと首をかしげた。

  　吸心鬼が謎過ぎる。

  　宮部真樹さんと近しい生徒を襲う理由が意味不明だし、真樹さん自身からは吸心鬼の気配を感じない。その手掛かりがつかめない。

  　いや、手掛かりがあるとすれば〝白い花〟か。さっきは訊けなかったけど、和さんには〝白い花〟を見なかったか、あとで確認したほうがいいかも。

  　などと考えていると、莉花さんがイライラした様子で頭を振った。

  「ああ、もう考えててもしょうがないわ。とにかくできることをしなきゃ。まずは〝白い花〟に集中よ」

  　そうして〝白い花〟探しが再開された。

  

  「う～、なんで夏は暑いの？」

  　そんな微妙な質問が莉り花かさんから出るくらい、全員お疲れ気味。僕たちは言葉少なに寮への道を歩いている。もう夕方だ。

  　結局〝白い花〟探しは空振りに。

  　園内を巡り、莉花さんたちが生徒の密みつ花ばなを見て、ときには僕がなめて確認したけれど、怪あやしい〝白い花〟は最後まで見つからなかった。

  　みんなの足取りは重く、僕なんかふらふらしている。今日一日で何人の生徒をなめただろう？

  　ああ、今年の夏は〝なめ夏〟だ。

  　そんなわけのわからないネーミングを思いつきながら、とぼとぼ歩いていると、

  「あ、いらしたわ！」

  　声が聞こえた。見ると、寮の前に女の子たちが十人ほど集まっている。

  　どうしたのかな？

  　その中のひとりが、こっちを指さし、ほかの女の子たちが一斉に顔を向けた。

  「なにかあったのでしょうか？」

  　帆ほ鳥とりちゃんが心配そうに言う。

  　まさかまた誰かが吸心鬼に襲われたんじゃ？

  　思わず身構える僕たちに、女の子たちの興奮気味の声が飛んでくる。

  「葉はノの宮みやさん！　わたくしにもお願いしますわ！　ペロペロセラピー！」

  　は？

  「聞いたわよ、ヒロコさん！　学園中でペロペロセラピーしてるんですって!?」

  「ペロペロセラピーで元気になるんでしょ!?」

  「新陳代謝がよくなるんですよね!?」

  「お肌がつるつるになるって聞いたわ！」

  「ダイエットできるって本当!?」

  「しかも幸せになるらしいわよ！」

  「わたしをなめて！　なめちゃって！」

  「お姉さま、わたくしを！」

  「わたしが先に、ぺろぺ～ろ！」

  　口々に叫んで、こっちのほうへドドドドドッと駆けてくる。

  「え？　え？　ええっ!?」

  　どうやら〝白い花〟探索のためにしていた花はな視みが、ペロペロセラピーとして広まったらしい。しかもデマまでくっついて。

  「ど、どうしよう……」

  　猛然と近づいてくる女の子集団。熱い眼まな差ざしが突き刺さり、いたたまれない。救いを求めるように莉り花かさんに視線を向ける。

  「吸心鬼が出たんじゃなくて、よかったわ」

  　よかったけど、この状況はよくない。

  　帆ほ鳥とりちゃんに視線を向ける。

  「ペロペロセラピー、商売になるかもしれませんね」

  　詐さ欺ぎだよ、それ。

  　月つき夏なちゃんに視線を向ける。

  「ご愁しゆう傷しよう」

  　見捨てられた！

  　これはもう自分でなんとかするしかない。そうだ、毅き然ぜんとした態度でちゃんと断ろう！

  　ドドドドドッと女の子たちの足音が轟とどろく中、背筋を伸ばして堂々と対たい峙じする。

  　きっぱりと、できませんって……。

  　ドドドドドッ。

  　そうすれば、みんなだってわかって……。

  　ドドドドドッ。

  　わかって……。

  　ドドドドドッ。

  「――ごめんなさい！」

  　逃走。疲れ果てていた身体からだに鞭むち打って逃げ出した。

  「逃げましたわ！」

  「追いかけましょう！」

  　追ってくるの!?

  　女の子たちのバイタリティに驚きつつ、その声から逃げるように必死に駆けていく。スカートがバッサバッサしている。

  　ああ、僕、なにやってんだろう……。

  　そんな切ない疑問に目め頭がしらを熱くして。沈む夕陽を追いかけて。

  　はるかな地平線と茜あかねの空を目指し、どこまでも。

  　ただまっすぐに〝なめ道どう〟を突っ走っていく…………フォーエバー。

  

  　というわけにもいかないので、学園内を逃げ回り、なんとか彼女たちを振り切って、寮へ戻ってきた。

  　さすがに正面玄関から入る勇気はなく、寮の裏手に回った。

  　人ひと気けのない裏口のドアをそっと開けると、靴箱の上の鉢植えが視界に入った。花がいくつか咲いている。ホントなら小一時間ほど愛めでたいところだけれど、今はぐっと我慢して辺りを窺うかがった。長く伸びた廊下の手前に上り階段がある。

  　よし、このまま二階へ上がって、部屋に駆けこもう。

  　廊下をさっと横切り、階段まで行くと、そのまま一気に駆け上がる。あとはまっすぐ自分の部屋へ――。

  「あ、葉はノの宮みやさんよ！」

  　ソッコウで見つかった！

  　さっきまで僕を追っていた生徒かどうかはわからない。でもその一言で、近くの部屋のドアから女の子たちが顔を覗のぞかせた。

  　まずいまずいまずい。

  　焦あせりつつ踵きびすを返し、

  「ご、ごきげんようっ」

  　しかたなく、僕とオズガの部屋とは反対方向へ逃げ出した。とにかくなめることだけは避けないと。だってペロペロセラピーなんて大おお嘘うそなんだから。

  　寮の廊下を走って、曲がって、また走る。背後を見る余裕もなく、転ころびそうになりながら廊下の角を折れた。

  「あ」

  　不意に視界の端はしにルームナンバーのプレートが映った。

  【２１６】

  　このナンバーだけは忘れない。莉り花かさんの部屋だ。僕にとっての頼みの綱、いや救いの女神。頭で考えるより先に、２１６号室のドアノブに手を掛ける。

  　匿かくまってもらおう。

  「莉花さん！」

  　がちゃっ！

  　ドアには鍵が掛かってなくて、僕は前のめりに倒れこんだ。と同時に、

  「ひへ!?」

  　すぐ近くで莉花さんらしくない悲鳴がした。でも莉花さんの声には間違いない。

  「莉花さん、ごめん、ちょっとだけこの部屋に――」

  　隠れさせて、と続けようとした言葉はヒュンッと喉のどの奥に引っ込み、そのまま心臓に突っ込むと大爆発した――ような気がした。

  「な!?」

  　目の前の光景を見て、ビシッと固まった。なのに鼓動だけはありえないくらい高鳴る。

  　だってそこには……身体からだにバスタオルを巻いただけの莉り花かさんが……いたのです…………たのです…………のです…………です…………す…………。

  　そんなフェイドアウトな心境の中、無言で見つめあう僕と莉花さん。莉花さんは目を真ん丸に見開き、僕を見下ろしている。僕は手と膝ひざを床についたまま石せき像ぞう化か。

  　な、なにか言わなきゃ、と大パニックな頭で考え、言った言葉が、

  「バ、バババババスタオル、似合ってるよ！」

  　最悪だ!!

  「莉花さん、違うんだ、これは――」

  　弁解しようとガバッと立ち上がった。よっぽど必死の形ぎよう相そうだったのか、莉花さんがあとずさり、それが悲劇を招いた。

  「きゃっ」

  　置いてあったクッションを踏んづけ、莉花さんはバランスを崩して転倒。その拍子に巻いていたバスタオルが――ハラリ。

  「!?」

  　しかしそこは運動神経に長たけた花はな狩かりの莉花さん。

  「見るなあ！」

  　バスタオルが落ちるより先に、クッションを鷲わしづかみにすると僕に投げつけた。

  「ぐえっ」

  　いくらクッションとはいえ、至近距離からのそれは凶器と化し、僕の顔面に大ヒット。その衝撃に後方へひっくり返った。

  　視界に映るのは天井だけ。でも脳裏には、バスタオル姿の莉花さんがしばらく焼きついていた。
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  「僕が軽率でした！」

  　Ｔシャツ、ショートパンツ姿でソファに座った莉り花かさんの前。正座した僕は頭を下げた。

  「む～」

  　莉花さんは濡れた髪もそのままに、僕を睨にらみつけている。さっきから唸うなるだけで一言も口を利いてくれない。当分は許してくれなさそう。

  「ホントにホント～にごめんなさい！」

  　もう一度謝って、うなだれたまま立ち上がった。許してもらえたとは思わないけれど、いつまでもここにいたら迷惑だろう。今は僕なんか見たくもないだろうし。もう寮の女の子たちに見つかってもいいや。

  　そんな諦あきらめ気分で、

  「僕、戻るね」

  　肩を落としながら、莉花さんに背を向けた。

  「……え？　戻る？　オズガのいる……部屋に？」

  　莉花さんの呟つぶやきは戸と惑まどっているように聞こえた。けれど反省中の僕は、すごすごと部屋の出入り口のドアへ向かう。背中に視線を感じるのは、ギロリと睨まれているからだろう。

  　ホント大失敗だ……。

  　小さくため息をつきながら、ドアノブに手を掛けた。

  　ちょんっ。

  　不意にブラウスがうしろに引っ張られた。なにかに引っ掛けたかな、と思って振り返ると、

  「――莉花、さん？」

  　莉花さんが、僕のブラウスの端はしをつかんでいた。顔は俯うつむき、表情は窺うかがえない。

  　まさかこれから説教？

  　もしそうなら二時間は覚悟しようと思ったとき、莉花さんが顔を上げた。困こん惑わくしたように見開かれた目は、僕を見るとすぐに泳ぐ。

  　あれ、説教じゃないのかな？

  「え～と、その、だから……」

  　莉花さんは言葉を探すように視線を巡らせ、それでも見つからないのが悔くやしいのか唇を噛かみ、また俯いた。その拍子に濡れた髪が顔の前に垂れた。莉花さんがハッとする。

  「そうよ！　か、髪！」

  　髪？

  「髪、濡れてるのよ！」

  「う、うん、あの、風邪引かないように、早く乾かさないと」

  「そうよ、当たり前でしょ！」

  　ムッとしている。なんか僕、間違ったこと言ったかな、と思っていると、莉り花かさんが右手をぎこちなく動かした。

  「さ、さっき転ころんだときに……ちょっと痛めて、だから安静にしなくちゃいけない……とか？」

  　とか？

  　なんだか歯切れは悪いけど、僕はドキリとした。僕のせいで莉花さんが怪我けがをしたとしたら最悪だ。

  「どのくらい痛いの？　力は入る？　感覚は？　まさか骨折!?　す、すぐに保健室に行って診みてもらおう！」

  　莉花さんはうろたえたように身を引いた。

  「そんなたいしたことじゃないわよ！　全然動くの！　でもいちおう、そう、念のため、一晩くらい使わないのがベストで、やっぱりここは看護的なことが大ベストって話でしょ!?」

  　莉花さんはまくし立てて僕を睨にらんだ。微妙に物言いがヘンに聞こえるのは気のせいか。

  「だから！……だから髪なのよ！」

  「髪？」

  　話が最初に戻った。

  「手が使えないイコール、ドライヤー持てないでしょーが！」

  　首をかしげる僕に、莉花さんはやけくそっぽく叫んだ。

  「君、あたしの髪を乾かしなさいっ！」

  

  　ガーッと唸うなるドライヤーが、莉花さんの長い髪にふわりと温風をはらませる。ソファに座ってる莉花さんは、気持ちよさそうに目を細め、

  「つぎは部屋の掃除をやらせて、お茶を入れさせて、それから……」

  　僕にこれからさせることを指折り数えている。とくに右手を痛がるそぶりがないことに安心しつつ、僕はドライヤーを優しくあてる。莉花さんの髪が僕の手から零こぼれていく。

  　女の子の髪を乾かすなんてはじめてだから、ちょっと緊張。ヘンな感じがして照れくさい。でも乾燥中、莉花さんの表情が緩ゆるんでいくのを見たら、僕も落ち着いた。それに僕のせいで莉花さんは手を痛めたのだから、ためらってはいられない。

  　ドライヤーが温風を吐き出し、莉花さんの髪は軽くなっていく。たまにくすぐったそうに目を瞑つぶる莉花さん。

  　そんなリラックスした莉花さんを見るのがうれしくて、ドライヤーの温風よりも心が温まっていく。

  「うん、もういいわ」

  　すっかり乾いた髪を手で梳すきながら、莉り花かさんはご満まん悦えつな様子でうなずいた。機嫌はすっかり直ったようで、その朗ほがらかな笑顔に僕もほっとして、口が軽くなる。

  「莉花さんの髪って、手触りがとても気持ちいいんだね」

  　莉花さんは「んぐっ」と息が詰まったように唸うなった。

  「な、ななななに言ってんのよ！　やらしいのよ、言い方が！」

  　莉花さんはぷんすか怒り、ソファの上のクッションに右手を伸ばした。

  　あっと思った瞬間、反射的に莉花さんのその手をつかんでいた。きょとんとする莉花さんに、僕は首を振る。

  「ダメだよ。右手、使っちゃ」

  「あ…………あぅ」

  　莉花さんは口をパクパク動かして、真っ赤になった。瞬まばたきするのを忘れたように、ただ僕を見る。つかんだ手がかすかに震えている。いや僕のほうが震えているのかもしれない。莉花さんに目が奪うばわれる。はずかしくて顔を背そむけたい。でもできない。したくない。

  　見つめ合う。

  　チッチッチッチッと部屋の置時計の音がかすかに聞こえる。

  　莉花……さん。

  　このまま永遠に動けないかも、と思ったとき。

  　ガチャ。

  　出入り口のドアが開き、月つき夏なちゃんが現れた。

  「お？」

  　口をＯの形にあける月夏ちゃん。

  「うわあっ」「きゃあっ」

  　僕と莉花さんは悲鳴を上げ、電でん光こう石せつ火かの動きで、互いに飛び退のいた。

  「あらあら、お邪魔でしたか？」

  　月夏ちゃんのうしろでは、サンドイッチの載った皿を手に、帆ほ鳥とりちゃんがニヤニヤ笑っていた。

  

  　莉花さん、帆鳥ちゃん、月夏ちゃんの三人は、莉花さんの部屋で吸心鬼対策を話し合うことにしていたという。サンドイッチは夜食用。食堂にオーダーして作ってもらったものだ。

  　吸心鬼に関する話し合いなら、僕だって参加するのが当然だ。オズガの部屋に帰るのはもう少しあとにしよう。吸心鬼を倒すためなのだから、オズガだってわかってくれるはず。

  　そうしてはじまった話し合いだけど、有効な策は見つからなかった。

  　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの吸心鬼の目的もわからず、迫る手段もない以上、結局僕たちは学園内を警戒パトロールするしかない。

  「明日もとことん歩き回って、吸心鬼の気配を探るしかないわね」

  　莉り花かさんの言葉に、僕たちはうなずいた。

  　吸心鬼対策は不調だったけど、みんなといる時間は楽しかった。しだいに他愛のないおしゃべりになって、サンドイッチはおいしくて、みんなの顔に笑みが浮かぶ。いつも感情を出さない月つき夏なちゃんの口元も、心なしかほころんでいるように見えた。

  　でもそんな中、ふとオズガのことが思い浮かんだ。この輪の中に入れないオズガが、ひとりで部屋にいる光景を想像し、胸がチクリと痛む。

  「僕、そろそろ」

  　莉花さんの部屋に飛び込んでから、三時間近く経っていた。窓の外はまっくらだ。立ち上がると、莉花さんの顔が一瞬曇った気がした。でもすぐに、

  「あたしたちも、明日のために早目に休みましょ」

  　莉花さんはそう言って、両腕を突き上げて伸びをした。僕のほうはもう見ていない。

  「それじゃあみんな、また明日」

  　部屋のドアを開け、廊下に出かかったところで、足を止めた。

  「そういえば」

  　気になっていたことを思い出し、振り返って莉花さんに訊きいてみた。

  「莉花さん、なんでドアに鍵をかけてなかったの？」

  　昨日は〝これでもかってくらい鍵をかける〟といっていたのに、実際は２１６号室の鍵はかかっていなかった。ただかけ忘れただけかもしれないけれど、ちょっと気になっていた。

  「そ、そんなの……ただ忘れたに決まっ――」

  　明らかに動揺する莉花さんより先に、帆ほ鳥とりちゃんが爽さわやかに告げた。

  「それはもちろん、洋ひろさんがいつ忍び込んできてもいいように――」

  「帆鳥～!!」

  　帆鳥ちゃんの発言を大声でかき消し、莉花さんは思わずといった感じでクッションを投げた。

  「あ」

  　僕と月夏ちゃんと、投げた本人の莉花さんまで目を丸くしたとき、帆鳥ちゃんの頭にクッションが大当たりした。仲良し姉妹のようなふたりだから、こんな光景は珍しい。

  「…………い、痛いです。莉花さん」

  「ご、ごめん、帆鳥、つい、思わず、ホントごめん！」

  　おろおろする莉花さんに、苦笑する帆鳥ちゃん。月夏ちゃんは帆鳥ちゃんの頭を無言で撫なでている。

  　仲良し三姉妹のようだと思いながら、僕はドアの鍵のことを訊きくのを諦あきらめ、莉り花かさんの部屋をあとにした。

  

  　自分の部屋に戻ると、オズガはすでにベッドで横になっていた。

  「ただいま」

  　室内に入っても、オズガは僕に背を向けたまま。最初はもう寝たのかと思ったけれど、

  「…………遅い」

  　こっちを見ないまま、ボソッと呟つぶやいた一言で、怒っていると確信した。冷や汗、たらり。

  「ごめん、オズガ！」

  　僕は平謝りし、莉花さんの部屋で話をしていたことを正直に告げた。

  　オズガはやっぱり壁のほうを向いて寝たままで、僕が話し終えると「ふんっ」と不満そうに鼻を鳴らした。

  「昔の人は言いました――」

  　憮ぶ然ぜんとした口調で言う。

  「〝不倫は文化だ〟」

  　誰が言ったんだ？　そしてそれは名言でもなんでもないと思う。

  「ヒロじゃなかったら、わたしはきっと許してなかったわ」

  　オズガはそう言って、寝返りを打つようにこっちを向いた。口を尖とがらせ、眼まな差ざしは険けわしく剣けん呑のんだけど、それは身の危険を覚えるようなものではない。拗すねているような感じだ。

  　でも部屋に戻るのが遅れた僕は「ごめんなさい」と素直に謝った。

  　今日は謝ってばっかりだなあ。

  　思わず嘆たん息そくしたとき、視界の端はしになにかが映った。

  　おや？　と思い、目を向ける。僕のベッドの上に中皿がひとつあり、そこになにか載っかっている。近づいてみると、

  「え？　これ？…………――おにぎり？」

  　皿の上におにぎりが三つあった。

  　それはどれも形がいびつで、三角形とは言えず、大きさもまちまちだ。巻かれた海の苔りはあちこちご飯の中に埋もれていたり、べろ～んと剥はがれていたりする。お世辞にも見た目はいいとは言えないけれど。

  　これってもしかして……。

  　オズガのほうを見る。オズガはベッドに寝たまま、さっと目を逸そらした。

  「これ、オズガが作ってくれたの？」

  　オズガは素そっ気けなく答えた。

  「そうよ。ヒロ、食堂に来ないのだもの。きっとおなかを空かせて戻ってくると思ったから、作ってあげたのよ。鬼おに斬きりってのを」

  「おにぎりね。でも、ありがとう」

  　オズガの心遣いのうれしさと、部屋に帰るのが遅れた申し訳なさで胸が詰まった。

  　あらためて思う。オズガとは戦いたくない、と。

  　ベッドに腰を下ろし、おにぎりに手を伸ばした。

  　莉り花かさんの部屋でサンドイッチを食べ、結構おなかいっぱいだったはずなのに、その不格好なおにぎりは本当においしそうだ。

  「いただきます」

  　オズガがじぃっとこっちを窺うかがっているのに気づきながら――パクッ。もぐもぐもぐ。

  　具も塩気もないおにぎりだったけど、それはなんだか温かい味がした。

  「うん、おいしい」

  　オズガがガバッと起き上がった。その目は一心に僕の口元に注そそがれている。

  「本当、ヒロ？」

  　小動物が警戒するような雰囲気で訊きいてくるオズガ。僕はうなずき、二個目のおにぎりに手を伸ばした。

  「本当においしい。なんていうのかな…………オズガの優しい心を感じる味」

  「優しい心？…………わたしの……？」

  　咀そ嚼しやくしながら、僕はうなずいた。オズガは不思議そうな顔をしつつ、おにぎりを食べる僕を見ている。二個目のおにぎりもおいしい。パクパクと食べ、充分に味わったあとで言った。

  「僕は好きだよ。このおにぎりの味」

  「ヒロ……」

  　オズガはニコニコして、僕が三個のおにぎりを食べるのを眺めていた。

  「ねえ、ヒロ」

  　僕がごちそうさまを言うと、オズガはそれを待っていたかのように切り出した。

  「明日は、ずっとヒロと一緒にいるわ」

  　オズガは熱い眼まな差ざしを向けたままそばに来ると、僕の手をそっと取った。

  「ヒロ」

  　オズガは僕の名をつぶやくと、小指と小指を絡ませる。

  「指きり」
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  　翌朝。聖せい花か女学園女子寮玄関前に、莉り花かさんの苛いら立だった声が響いた。

  「話が違うじゃない!?　オズガ！」

  　立ち並ぶ莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんの視線を涼しげな顔で受け流し、オズガは困こん惑わくする僕の腕に自分の腕を絡からませた。

  「あら、しかたないわ。今日は大好きなヒロと、ずっと一緒にいたいって思ったのだから」

  　ストレートな物言いに、莉花さんは毒どつ気けを抜かれたようにポカンとし、帆鳥ちゃんは肩をすくめ、月夏ちゃんは「理解不能」と呟つぶやいた。

  　ゆうべ僕に言ったように、オズガは今日一日、僕とふたりで過ごす気満々だ。

  　しかしそれを聞いた莉花さんは猛反発した。吸心鬼のことでそれどころじゃない、と。もちろん僕もそのことは昨夜オズガに言ったけれど、聞く耳を持ってくれなかった。

  「ふたりの愛は止められないってことなんじゃないかしら。ね、ヒロ？」

  　み、みんなの前でそんな……。

  　僕は思わず天を仰いだ。空はからりと晴れ渡っているのに、僕たちの周りは不ふ穏おんな空気でどんよりしている。セミがはやしたてるように鳴きだした。

  「オズガ、あんたね。だ、大好きとか、一緒にいたいとか、あ、あああ愛だとか……」

  　朝陽を背にした莉花さんが、わなわな震える。

  「そんなの軽々しく口にして、周囲を振り回さないでよ！」

  　しかしオズガは冷笑で応え、ルビーの瞳を一瞬、鋭するどく燃やした。

  「言葉に気をつけることね、赤バラの娘。ここの人間たちが、わたしのいばらの手中にあることを忘れたのかしら？」

  　その冷ややかな威圧に、莉花さんが息を呑のむ。学園中を覆おおっている精神世界のいばらがある限り、オズガには逆らえない。本当にオズガが生徒たちを襲うとは思えないけれど……思いたくないけれど……。

  「それに」と、オズガが莉花さんを射抜くように見つめる。

  「わたしの心を見えもしないあなたが、わたしの言葉を軽々しいと決めつける言葉こそ、軽々しいと気づかないの？」

  　莉花さんがハッとして、それから唇を噛かんだ。と同時に、寮の中から女の子たちのひそひそ声が聞こえてきた。

  「修しゆ羅ら場ばってやつですわ」

  「葉はノの宮みやさんを取り合ってるって本当なの？」

  　見ると、玄関に寮生たちが集まりだしている。

  「行きましょう、ヒロコ」

  「え？　あ、いや、でも――」

  　オズガが腕を組んだまま僕を促うながす。莉り花かさんへの冷たい言動が嘘うそだったように、甘い態度。

  「ここではね、ヒロコ。仲のいい女の子同士で園内デートをするらしいわ」

  　わくわくした様子のオズガに、僕はぐいぐい引っ張られていく。

  　このままオズガと？　逆らえないからってそれでいいのか？　僕は……僕の気持ちは……。

  　帆ほ鳥とりちゃんが少し残念そうな目で僕を見て、月つき夏なちゃんは「洋ひろ、バカ」と呟つぶやいた。

  　そして莉花さんは「オズガとどこにでも行けばいいのよっ」と胸を反そらし、それから言葉を地面に叩きつけるように言った。

  「――だいっ嫌い」

  「!?」

  　その一言が爆弾のように頭の中で弾け、意識が吹き飛んだ。

  　そ、そんな……。

  　とても大切な、けれど脆もろいガラス細ざい工くがパリンッと割れたような……。まるで取り返しのつかないことが起きたような焦しよう燥そうと衝撃に、足元がふらついた。胸がズキリと痛む。

  　そんな僕の腕をオズガは固く組みなおし、引っ張る力をさらに強めた。

  「り、莉花さ――」

  　莉花さんの名を呼ぼうとした。莉花さんが応えてくれたら、この胸の痛みの正体がわかるような気がしたし、そうしたらここに踏みとどまれるように思えた。

  　僕は莉花さんのことが……。

  　けれど莉花さんは僕を拒こばむように背を向け、すべてを振り切るみたいに足早に去っていく。

  　僕と莉花さんの距離はあっという間に、嘘みたいに、離れていった。

  

  　莉花さんに〝だいっ嫌い〟と言われたことがショックで放心状態。いつの間にか寮から遠く、軽やかな歩調のオズガに引っ張られて、ふらふら歩いていく。

  〝だいっ嫌い〟

  　周りに流されっぱなしの僕だから……オズガに逆らえない僕だから……莉花さんに嫌われた……？

  「ねえ、ヒロ、まずはどこに行く？」

  「……うん……」

  　そういえば莉花さんと出会ったころ、〝あたしの嫌いなタイプだわ〟って言われたっけ……。

  　そんな負ふの記憶まで甦よみがえる。

  「散歩コースなんてものもあるらしいわ」

  「……うん……」

  　なあんだ、あのころと変わってないってことか……進歩ないなあ、僕。ていうか退歩だ、退歩。タイホされました。あははは。

  　ネガティブに壊れる。

  「わたしと愛し合う？」

  「……うん……」

  　ぴょんっと跳はねるように、オズガが僕の胸に飛び込んできた。

  「え!?　オ、オズガ!?」

  　我に返った僕に、オズガが頬ほおを膨ふくらませる。

  「ヒロの心がここにないわ」と言って、僕のシリコンの胸をチョンッと突っついた。

  　その表情は陰かげり、不安げな瞳の奥で、ひとりぼっちの子供が泣いているように見えた。

  「ご、ごめん。ぼ～っとしてて」

  　すぐに謝り、うわのそらだったことを反省する。

  　僕の優柔不断さや進歩のなさで莉り花かさんに嫌われたのに。それに落ち込んで、一緒にいるオズガにイヤな思いをさせたら、ただの八つ当たりだ。

  　どんどん自分がダメになりそう。

  　だから僕は、鬱うつ々うつとした気を吐き出すように深呼吸をした。す～は～。す～は～。

  　莉花さんに嫌われてるなら……。

  　胸の中で呟つぶやく。

  　今、莉花さんに嫌われてるなら、これから好かれる努力をしよう……か。

  　……うん、そうだよ、「仲間」として認めてもらえるよう頑がん張ばればいい。嘆いていたってはじまらないんだから。今度会ったら、ちゃんと話して、謝ろう。

  　そう思い直したら、いくらか落ち着いた。抱きついているオズガに笑いかける。

  「どこに行く、オズガ？」

  　オズガはちょっとだけ身を離し、ニッコリ笑った。

  「ヒロはとても素敵だわ」と言って、また身体からだをぴとっとくっつけてくる。

  「あ、あの、オズガ？」

  「なあに、ヒロ」

  「人目がすごいから、そろそろ離れてもらえると、うれしいかな？」

  　いつの間にか、生徒たちの好奇の視線に囲まれていた。

  

  　オズガは無邪気に、そして心から楽しんでくれているようで、そんな彼女の姿に、僕の気持ちもなんだか軽くなった。

  　カフェテラスでお茶したり、並木道を散歩したり、総合図書館でたくさんの蔵書に目を丸くしたり、園内に三つもあった温室を巡ったりした。

  　オズガへの恐怖心は、もうまったくなかった。

  「今は花か脈みやくの制せい御ぎよでここを離れられないけれど、今度はもっといろんな場所にヒロと行ってみたいわ」

  　表門近くにある噴水広場。そのベンチに座ったオズガが、足をぷらぷらさせながら言った。

  　お昼はとっくに過ぎ、夏の陽射しが容よう赦しやなく照りつけているせいか、生徒の姿はない。でも爽そう快かいに噴き出す水が涼りようを感じさせ、意外に暑くなかった。

  「あ、でもフローラの花園を創ったら、そうもいかないわね。ヒロと一緒にはいられるけれど」

  　フローラの花園。

  　密みつ鬼おにメリセルタも、瀬せ々せ良らさんも口にしていた名。オズガはそれを創ると言い、そのために僕の力が必要と話していた。でもその僕が、フローラの花園がなんなのかわかっていない。

  　今なら教えてくれるかも。

  　キラキラと日光を弾く噴水を、それ以上に煌きらめく瞳に映すオズガに話しかけた。

  「オズガ、フローラの花園っていったい――」

  「洋ひろさん！　ここにいたんですね！」

  　突然響いた、慌あわてた声。見ると、噴水の向こうに帆ほ鳥とりちゃんが立っている。走ってきたのか肩を上下させ、表情は怒っているのかと思うくらい切せつ迫ぱくしていた。

  　こんな帆鳥ちゃんは珍しい。

  　胸騒ぎを覚え、ベンチから立ち上がる。帆鳥ちゃんは重い口調で告げた。

  「莉り花かさんが、吸心鬼に襲われました」

  　ドクンッと心臓が高鳴り、サーッと血の気が引いていくのが自分でもわかった。

  　莉花さんが……吸心鬼に……襲われた…………――!?

  　まっしろになりかけた頭が、ようやくその事実を理解する。

  「それで!?　莉花さんは今どこ!?　どんな状態なの!?　ねえ、無事なんだよね!?」

  　帆鳥ちゃんに詰め寄ろうとしたけど、膝ひざがガクガク震えて動けない。でも脳裏には、莉花さんの姿が次々に浮かんだ。

  　それはどれも笑顔、笑顔、笑顔……。こんなにも自分が莉花さんの笑顔を求めていたことを知る。と同時に、この事態を引き起こした原因が自分のような気がして、苦しくなった。

  　莉花さんとずっと一緒にいたら。〝だいっ嫌い〟と言われたあと、すぐに追いかけていたら。

  　そんな思いに苛さいなまれる僕に、帆鳥ちゃんが言う。

  「莉花さんもほかの被害者同様、密みつ花ばなのバラが欠けつ損そんして意識がありません。だから洋さん――」

  「うん、わかった！　すぐに花はな視みをする！」

  　吸心鬼に襲われた生徒たちと同じなら、花視をすれば密花は再生するはず。

  「僕を莉花さんのところへ連れてって！」

  　自分のするべきことがわかると、身体からだの震えが止まった。

  　待ってて莉り花かさん！　すぐに行くから！

  　心で呼びかけ、駆け出した。が、すぐに身体が動かなくなった。力を込めてもピクリともしない。足は根が生え、手は空中に張りつけられたようだ。首から上だけがかろうじて動く。

  　どうして？

  　うろたえながら、身体を見下ろすと、

  「な!?」

  　異変の正体に気がつき、唖あ然ぜんとした。

  「……いばら？」

  　身体に精神世界のいばらが幾いく重えにも巻きついていた。両足なんて、地を這はういばらの群生に埋まっている。

  　これはオズガのいばら!?

  　首だけ動かし、オズガを見る。オズガはベンチの前に佇たたずみ、冷えた眼まな差ざしを向けていた。

  「約束したはずよ、ヒロ。今日はわたしたち、ずっと一緒にいるって。指きりしたじゃない！　まだデートは終わっていないわ」

  「オズガ……」

  「オズガさん！」

  　帆ほ鳥とりちゃんにもいばらが見えたのだろう。スカートのポケットからステッキを取り出し、素早く掲かかげる。が、それが杖じよう花かへ変へん化げするより先に、帆鳥ちゃんにもいばらが巻きついた。

  「――っ」

  　自由を奪うばわれた帆鳥ちゃんが顔をしかめる。しかしオズガはそっちには目もくれず、僕に語りかける。

  「ヒロにはわたしがいて、わたしにはヒロしかいない。だから…………だからわたしのそばにいなさい、ヒロ」

  　オズガの双そう眸ぼうはどこまでも澄んでいた。清せい冽れつすぎて目を背けてしまいそうな純粋さ。

  　それを曇らせることに気がとがめつつ、僕は頭を振った。

  「行かなきゃ」

  「ヒロ……」

  　オズガの表情がすうっと消え、冷たい怒りがにじむ。でもためらってはいられない。

  「莉花さんのところへ行かなきゃ！」

  　声を嗄からし、全身に力を込めた。いばらで拘束された身体がぎりぎりと軋きしむ。

  　早く。早く行かなきゃ。

  　焦しよう燥そうが体中を巡る。不安で気持ち悪い。真夏の陽射しが肌を不快に突き刺す。身体も頭もかっかっと焼きつくように熱く、目がかすむ。

  　行かなきゃ。

  　密みつ花ばなが欠け、倒れている莉り花かさんが頭に浮かぶ。心が引き裂かれそうになる。その痛みに比べれば、身体からだの痛みなんてたいしたことじゃない。

  　行くんだ、莉花さんの元へ！

  　今すぐに！

  　行って僕は！　…………――僕は莉花さんをなめるんだ!!

  　そんな決意を胸に、歯を食いしばった瞬間、唐突に手足が動いた。解き放たれた身体は前のめりに転び、地面に鼻をしたたかに打ちつける。

  「いっつ～っ」

  　鼻をさすりながら手足を見ると、あれほど強烈に巻きついていたいばらが干ひからび、枯れていた。身体を動かすと、蔓つるや棘とげがぼろぼろと崩れ落ちていく。地面のいばらも薄茶色に変色し、帆ほ鳥とりちゃんを捉えていたいばらも生せい気きを失い、朽くちていた。

  　オズガが解放してくれたのかと思い、振り返る。しかしオズガは首を横に振った。

  「それはヒロの力よ」

  　僕の？

  　立ち上がった僕に、オズガは淡々と告げた。

  「人の心は辛しん苦くを乗り越えて成長するわ。それはヒロも同じ。そしてわたしもヒロにそれを望んでいる。もっと、今以上に。吸心鬼と戦い、倒すことだって、それが目的なのだから」

  「オズガ？」

  「その力がフローラの花園を豊かにする礎いしずえになる。赤バラの娘のところへ行くのは気に入らないけれど、その成長に免めんじて許してあげるわ」

  　オズガの言ってることはよくわからなかった。でも今はその意味を問いただしている場合じゃない。一刻も早く莉花さんの元へ行かなきゃ。

  「とにかくごめん、オズガ」

  　最後にもう一度詫わびると、オズガは悠然と笑った。

  「気にしていないわ、ヒロ」

  　でも駆け出した僕の視界には、一瞬、とても寂しそうなオズガが映った。
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  　莉り花かさんは、高等部エリアの東端にある庭園の芝しば生ふに横たわっていた。

  　庭園は花壇と垣根によって区分けされていて、どこもカンナやサルビア、ジニアなどの夏の花でいっぱいだ。

  　そんな色彩豊かな花々に囲まれて、莉花さんの顔だけが色褪あせていた。

  「莉花さん!?」

  　帆ほ鳥とりちゃんに連れられてやってきた僕は、莉花さんに駆け寄った。莉花さんは眉まゆひとつ動かさない。

  　垣根の陰になっているため、こっちの様子は生徒たちに気づかれていない。莉花さんには月つき夏なちゃんが付き添い、その手を心配そうに握っている。

  　莉花さんは寮の前で僕と別れたあと、ひとりで園内の見回りに行ったらしい。その後、通信がつながらなくなり、帆鳥ちゃんと月夏ちゃんが捜していたところ、ここで倒れているのを発見した。

  　密みつ花ばなが欠けてるらしいけど、莉花さんをなめてから日にちが経たっているせいで、今の僕にはバラが視みえない。

  「洋ひろさん」「洋」

  　帆鳥ちゃんと月夏ちゃんに促うながされ、僕はうなずいた。

  「うん、花はな視みをする。大丈夫。莉花さんはすぐに目を覚ますよ」

  　自分に言い聞かせるように応え、莉花さんの頭をそっと抱えた。

  　莉花さん。

  　ほんの数時間前まで元気だった姿と、今こうしてなんの反応もない姿のギャップに、胸が潰つぶれそうになる。

  　僕が一緒にいたら。

  　戦闘力のない僕だけど……。

  　足手まといにしかならない僕だけど……。

  　それでも莉花さんと一緒にいたら、こんなことにならなかった気がして、ひどく後こう悔かいした。

  　ごめんね、莉花さん。

  　心で詫びながら、背を屈かがめた。莉花さんの首筋にある蜜みつ口ぐち。その四つ葉模様の光を凝ぎよう視ししながら――ぴちゃり――莉花さんに舌で触れた。

  　密花の蜜を感じてなめ取るように。

  　つつーっと舌を這はわせ、ぺろり、ぺちゃ。

  　莉花さんの香り、ほのかな汗。それらを口に含むように舌を動かしていく。

  　莉花さん。莉花さん。莉花さん……。

  　滑なめらかな肌を舌でなぞる。

  　ぺちゃ、んちゅ。

  　僕の唾だ液えきで湿る莉り花かさんの首筋。舌を動かすたび、おでこに触れる莉花さんの頬ほお。そばで感じる華きや奢しやな身体からだ。

  　すべてが宝物のようで、全部ひっくるめて抱きしめたい。

  　そんな想いでいっぱいになったとき、莉花さんの背に赤バラが咲いた。咲き零こぼれる〝愛〟と〝美〟の麗うるわしい密みつ花ばな。

  　でもそれはいつものように広がらず、扇を半分ほど閉じたように欠けつ損そんしていた。

  「莉花さん」

  　莉花さんの顔とバラを視界に収めて囁ささやく。欠けた心を呼ぶように。莉花さんの笑顔を思い浮かべて。

  　再び、ぺろり。

  　唇を、舌を押し当て、ゆっくりとなめていく。

  「…………ん」

  　莉花さんが反応した。密花のバラはみるみるうちに再生し、放射状に咲いていく。その様子に少し安心しながら、舌を上下に動かし続ける。

  　れろ、れろ、ぺろっ。

  「……は……ゃ」

  　莉花さんから洩もれる声はしっとりと艶つややかだ。目は閉じたまま、眉まゆを切なそうに寄せる。背後のバラは豪華絢けん爛らんなイルミネーションのように咲き開く。

  　あと少し、と確信しながら舌を這はわせる。

  　ぺろっ、ちゅちゅっ。

  「っ…………ひ…」

  　濡れた首筋に朱しゆがさし、莉花さんの身体がぴくん、と震える。その目がほんの少し開き、視線を泳がせる。

  「……っ……あ」

  　んくっと喉のどを鳴らす莉花さん。その胸が上下し、僕の肘ひじに軽くこすれる。その柔らかい感触にドキリとする。

  　莉花さん。

  　莉花さんの名を心で呼び、舌と唇で挟むようになめる。

  「……や……んっ」

  　莉花さんは片手を自分の口元に持っていき、堪こらえるように人差し指を軽く噛かんだ。

  　ぺちゃり、れろ。

  　莉花さんが身じろぎする。ほつれ毛が上気した顔に垂れる。

  　ぺろん、くちゅ。

  「ゃ…………ぁ……ハア、ハア……」

  　その熱い息が、僕の耳たぶをくすぐる。それだけで全身が痺しびれそうになりながら、最後にもう一回、ぺろりっ。

  「っ～！」

  　莉り花かさんの口から離れた指が宙をかき、パタリと落ちたあたりで、バラが満開のかぐわしさを甦よみがえらせた。

  　もう大丈夫だ。

  　僕は莉花さんから顔を離した。莉花さんの顔は紅潮している。

  「…………あ、あたし……」

  　莉花さんの眼まな差ざしははかなげで、困こん惑わくするように揺れていた。僕を映したその瞳がしだいに潤うるんでいく。

  「莉花さん？」

  「なん……で？」

  　莉花さんはピンクの唇を震わせ、か細い声で言った。

  「なんで？…………あたし……君と出会って……弱くなったの？」

  　莉花さんの目から、涙が一粒、零こぼれて落ちた。

  

  「洋ひろさん、少し外を歩きませんか？」

  　莉花さんを寮の部屋のベッドに寝かせて廊下に出ると、帆ほ鳥とりちゃんが言った。

  「お話でもしましょう？」

  　帆鳥ちゃんの口調は穏おだやかだけど、その眼差しは真剣そのもの。

  　本当は莉花さんのそばにいたくて、莉花さんの部屋の前で居座っていようと考えていたけれど、大事な話かもと、思いなおした。

  「うん、わかった」

  　月つき夏なちゃんに寮に残ってもらい、莉花さんになにかあったら通信で知らせてくれるように頼んだ。密みつ花ばなが再生し、異常はなくなった莉花さんだけど、ひどく落ち込んでいる。吸心鬼に襲われたこと、しかも気配を感じた瞬間に、なにもできないまま意識を失ったようで、そのことにかなりショックを受けたようだ。

  〝なんで？…………あたし……君と出会って……弱くなったの？〟

  　莉花さんの言葉を思い出す。

  　莉花さんが弱くなったなんてことはない。今回はたまたま不ふ覚かくをとったにすぎない。

  　なのにあのつらそうな顔。

  　そして今朝、僕に言った――〝だいっ嫌い〟。

  　莉り花かさんは僕と出会わなければよかったと、思っていないだろうか。

  　もしそうなら、僕は……。

  　好かれるように、認めてもらえるように努力しようと決意したけれど、僕がいることで莉花さんがつらい思いをするのは耐えられない。

  　どうしたらいいんだろ……。

  　憂ゆう鬱うつな気分のまま、帆ほ鳥とりちゃんに付いて外を歩いていると、

  「洋ひろさん」

  　帆鳥ちゃんが立ち止まった。

  　高等部グラウンドの外野ネットの前。グラウンドではラクロス部らしき生徒たちが練習している。ラケットを掲かかげ、声を掛け合い、土つち埃ぼこりを上げて縦じゆう横おうに走り回っている。

  　そんな光景を眺めていた帆鳥ちゃんが、ゆっくり振り返った。いつもの癒いやしの微笑を浮かべている。

  　話ってなんだろう？　莉花さんのこと？　吸心鬼のこと？　それともオズガのこと？

  「私……」

  「うん」

  「洋さんとエッチがしたいです」

  「ぶふぉっ！」

  　予想外ボム!!（意味不明）

  　ズドーンッと飛び上がりそうなくらい驚く僕の前で、帆鳥ちゃんは両手をパタパタ振った。

  「あ、間違えました」

  　なにと間違ったの!?

  「洋さんを愛してます」

  「ぶふぉっ！」

  　それは間違いじゃないの!?

  　驚きよう愕がくを突破した意識がバーニング。灰はいになったように頭がまっしろになりかけた。

  「な、ななななななっ!?」

  　ほ、帆鳥ひゃん、と心の声を裏返らせ、まともな言葉がでてこない。

  「うふふ」

  　僕の様子がよっぽどおかしかったのか、帆鳥ちゃんは口元に手を当てて笑った。

  「とりあえず冗談です」

  「ええっ!?」

  　完全に弄もてあそばれているとわかり、軽く睨にらんだ。

  「からかうなんてひどいよ」

  「ごめんなさい、洋ひろさん」

  　帆ほ鳥とりちゃんは素直に謝り、それから「でも……」と、僕の顔を覗のぞきこんできた。

  「私が愛してますって告げたとき、洋さんの心にどなたか浮かびましたか？」

  「へ？」

  　帆鳥ちゃんからは笑みが消えていた。その真しん摯しな眼まな差ざしは、僕の心の奥底を見み極きわめるようにまっすぐだ。

  「僕は……」

  　帆鳥ちゃんから告白されたとき……。心に浮かんだ人？……。

  　そのときのことを思い出し、「あ」と小さく声を上げた。

  「それはどなたです、洋さん!?」

  　帆鳥ちゃんが期待と不安の混じった声で訊きいてくる。僕は正直に答えた。

  「頭、まっしろになってた」

  「…………」

  　帆鳥ちゃんはポカンと口を開け、しばらく沈黙。それから「はあ～」と、呆あきれたようにため息をつき、ぶつぶつと呟つぶやいた。

  「これでは莉り花かさんが大変ですね……。吸心鬼に不覚を取ったのも、誰かさんのことばっかり考えていたからでしょうし」

  　なんだか怒ってる。

  「それとも、私にもチャンスがあると喜ぶべきなのでしょうか…………まったくもう」

  「あ、あの、帆鳥ちゃん？」

  　まずいことを言ったかと心配する僕に、帆鳥ちゃんは残念そうに、でも少し安心したように苦笑した。

  「洋さんが選ぶのは、まだ先になりそうですね」

  　選ぶ？　なにを？

  　よくわからず首を捻ひねっていると、足音が聞こえた。見ると、ふらふらと誰かが歩いてくる。

  「真ま樹きさん？」

  　制服姿の宮みや部べ真樹さんだった。

  　背も高く、美少年のような容貌の真樹さん。だけど今その表情は暗く、顔色は悪く、目は虚うつろ。今にも泣き出してしまいそうだ。

  「やあ……ヒロコくんに……それから帆鳥くん」

  　弱々しく言うと、足をもつれさせた。

  「真樹さん、どうしたんですか？　具合でも悪いんですか？」

  　僕が手を貸そうとするのを、真樹さんは、大丈夫、と断った。でもその様子は普通じゃない。心配する僕と帆鳥ちゃんに、真樹さんは薄く笑った。

  「ねえ、ヒロコくん」

  「はい？」

  　真ま樹きさんが切れ長の瞳で僕を見み据すえる。瞳の色は濁っている。

  「ボクは……」

  「はい」

  「君を愛してるんだ」

  「ぶふぉっ！」

  　予想外ボムボム!!　ここってアイラブユー空間!?

  　そんな謎空間を疑うくらい愕がく然ぜんとしていると、真樹さんは気けだるそうに髪をかきあげた。

  「そういうことを言われたんだよ。同性の子から」

  「え？」

  　真樹さんは深々と息を吐いた。

  「和のどかにね。友だち以上の関係……恋人になりたいって、ついさっき」

  　あらまあ、と帆ほ鳥とりちゃんは目を丸くし、真樹さんは力なく視線を落とした。

  　真樹さんの親友で宮みや部べ真樹ファンクラブにも入っている吉よし住ずみ和さん。その和さんが真樹さんに告白した。恋人になりたいと訴えた。

  　女の子が女の子を好きになる気持ちは、正直、男の僕にはピンとこない。けど誰かを想う心は、きっと異性とか同性とか関係なく掛けがえのないものだと思った。

  「ボクらは女同士。そして幼なじみ。そんなこと…………考えられないだろ？」

  　だから真樹さんは、和さんの告白を冗談にしてしまおうと、茶ちや化かしたという。ふたりの今までの関係を守るために。

  「和は泣いたよ。本当はうじうじと弱気なボクを、いつも明るく励ましてくれてた和が泣いたんだ。元気で優しい和が、あんなにつらそうに……ね」

  　そうして真樹さんの前から走り去ったという。

  「はは、ひどいだろ？　最低だろ、ボク。和の気持ちに向かい合うこともしないで、ただ踏みにじったのさ」

  　真樹さんは唇を噛かみ、それからまたため息をついた。

  「追いかけることもできなかった。ショックで足が動かなくて」

  　真樹さんが自じ嘲ちよう気味に言ったとき、帆鳥ちゃんが口を挟んだ。

  「なにがショックだったのですか？」

  「え？」

  　きょとんとする真樹さんに、帆鳥ちゃんはたおやかに首をかしげる。

  　ホントは中学生の帆鳥ちゃんと高校生の真樹さん。でも帆鳥ちゃんの落ち着いた物腰は、狼ろう狽ばいする真樹さんよりもお姉さんのようだった。

  「告白されたことがショックでつらいのですか？　それとも和のどかさんを泣かせたこと？　和さんが離れていくかもしれないこと？」

  「ボクは……」

  「真ま樹きさんにとって一番つらいこと。でもたぶんそこに真樹さんの本当の気持ちがあると思うのですけど」

  　控え目に言う帆ほ鳥とりちゃん。でもその言葉に胸を衝つかれたように、真樹さんは目を丸くし、うなだれた。

  　帆鳥ちゃんの言っている意味は、なんとなくわかる。

  　真樹さんの気持ち――。それは和さんの告白を断ったあとの、この落ち込みようが物語っている。真樹さんは突然のことに戸と惑まどい、自分の気持ちを見失っただけかもしれない。そしてそれを帆鳥ちゃんは気づかせようとしている。

  「…………そっか」

  　しばらくして真樹さんは顔を上げた。その瞳は雲間から覗のぞく陽光のように、わずかに明るい。

  「ボクにとってつらいことは…………――和を失うこと」

  　自分に言い聞かせるように言って、胸に手を置く真樹さん。

  「なんで気づかなかったんだろう。ボクの心がこんなにも和でいっぱいだったことを」

  　真樹さんの表情は、木こ陰かげで真樹さんに膝ひざ枕をしていた和さんと似ていた。真樹さんの寝顔を見ながら、幸せと言ったあの表情と。

  「ありがとう、ボクは行くよ」

  　真樹さんは踵きびすを返して駆け出した。足取りはしっかりしている。が、すぐに立ち止まって振り返った。

  「ねえ、おふたりさん。プレゼントに相応ふさわしい花って知らないかい？　ボクはそういうの疎うとくて」

  　いきなり花の話になって面食らったけど、花なら僕だ。僕は花だ（勘違い）。

  「ヒロコくんは聞いてないかい？　〝聖せい花か姉妹の契ちぎり〟ってヤツを」

  　聖花姉妹は学園祭のコンテストで決まるベストパートナー。でも〝契り〟は初耳だ。

  「コンテストのパートナーになってほしい子がいたらね、その子に花をあげて伝えるっていう習慣があるんだよ。それが〝聖花姉妹の契り〟」

  　は、花をそういうことに使うなんて…………――素敵すぎる！

  「だから、和に花をプレゼントしたいんだ。聖花姉妹限定じゃなく、ずっとボクのパートナーでいてほしい。そんな想いが伝わる花。知らないかな？」

  　そういうことなら喜んで。

  　僕は今までの花オタク人生で蓄積したデータを頭で検索し、吟ぎん味みし、そしてひとつの花を選択した。その間二秒。我ながら早い。

  「バンダ」

  「バンダ？」

  　あまりなじみのない花だから、真ま樹きさんは怪け訝げんそうな顔をした。でも聖せい花か女学園の温室にバンダが咲いていることは、オズガとの園内デートのときに確認済みだ。

  「バンダ。花言葉は〝愛のしるし〟です」

  　そう言うと、真樹さんは瞳を輝かせた。

  「うん、いいね」

  　バンダ、バンダと繰り返し、それから「ありがとう、ヒロコくん、帆ほ鳥とりくん」と言い残して、走り去っていく。

  「うまくいくよね？」

  　真樹さんを見送りながら口を開くと、帆鳥ちゃんはうふふ、と笑った。

  「お互いが好きなら、なんの問題もないと思います」

  　それから不思議そうな顔で、ひとさし指を顎あごに当てた。

  「自分の気持ちなのに、なかなか気づかないものなのですね」

  　帆鳥ちゃんは、ふむふむとうなずいたあとで、ちょっと不満そうに口を尖とがらせた。

  「でもあんまり鈍にぶすぎるのも、どうかと思いますけど」

  　なぜか僕が横目で睨にらまれたとき、

  〝帆鳥、帆鳥〟

  　帆鳥ちゃんの右耳のイヤリング通信機から、月つき夏なちゃんの声が聞こえてきた。その調子は普段の平板なものではなく、焦あせったように少し高い。

  「月夏さん、どうかしましたか？」

  　通信機からは、いくつもの足音やなにかが倒れるような音。そんな騒然とした雰囲気が伝わってくる。帆鳥ちゃんが眉まゆをひそめ、通信に耳を傾ける。

  〝来て〟

  　月夏ちゃんには莉り花かさんになにかあったら連絡してと頼んできた。

  〝異常、発生〟

  　ドキリとし、帆鳥ちゃんの耳元に口を近づけた。

  「月夏ちゃん、莉花さんになにかあったの!?　異常ってなに!?」

  〝至急、寮に〟

  　月夏ちゃんの声はしだいに背後の騒音に邪魔され、聞きづらくなってくる。

  〝危険、早く〟

  　それを最後に、通信はぷつりと切れてしまった。
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  　帆ほ鳥とりちゃんと一緒に寮へ駆け戻り、玄関に飛び込んだとたん、

  「!?」

  　異常な光景が視界に映った。

  「な、なにしてんのみんな!?」

  　玄関から伸びる廊下。そこではたくさんの女の子たちが、たくさんの女の子たちの首筋にしゃぶりついていた。

  　背後から抱きしめながら。

  　壁に押さえつけながら。

  　床に押し倒しながら。

  　からみあいながら。

  　同じ寮生の子たちの首筋をしゃぶる、いや……吸っている女の子たち。まるで吸心鬼が礼拝堂で美み優ゆさんにしていたように。

  　ちゅう、ちゅう。

  　女の子たちが女の子たちの肌を吸うなまめかしい音が、廊下に充満する。

  「おそらく……」

  　帆鳥ちゃんが顔をしかめた。

  「吸心鬼に心を吸われた生徒さんたちが、その〝呪のろい〟に操あやつられ、ほかの生徒さんを襲っているのでしょう。吸血鬼に襲われた人間が吸血鬼になるように。このままでは〝呪い〟が伝染を続けて――」

  　帆鳥ちゃんがそこまで言ったとき――ざわっ――女の子を吸っていた子も、吸われていた子も一斉にこっちを見た。

  「ひっ！」

  　ぞくっとした。みんなの目は濁ったガラス玉のようで、なんの感情もない。顔色はまっしろで表情は失われている。こんなこと言っちゃいけないけれど、まるでゾンビだ。

  　その女の子たちがゆらゆらと立ち上がり、僕たちのほうに歩き出してくる。

  　こ、こわっ！

  　思わずあとずさろうとしたら、

  「行きましょう、洋ひろさん！」

  　帆鳥ちゃんが女の子たちに挑いどむように進んだ。

  「まずは莉り花かさんと月つき夏なさんに合流しましょう。ふたりが心配です」

  　その言葉にハッとし、うしろへ運びかけた足を前へ踏み出した。

  　そうだ、怯ひるんでる場合じゃない！　莉花さんと月夏ちゃんを早く捜すんだ！

  「リーフレットガード！」

  　すでに銀のステッキを杖じよう花かに変へん化げさせた帆ほ鳥とりちゃんが、腕を振り上げた。と同時に、四方の空間から、一枚一枚が半透明の青あお葉ば群ぐんが現れ、女の子たちに向かって飛んだ。

  「道を空けます」

  　リーフレットガードは女の子たちの真ん中に突入し、二手に分かれるように広がった。そのまま両サイドの壁に、彼女たちを押しつけていく。

  「行きましょう」

  　リーフレットガードが女の子たちを押さえたおかげで、廊下の中央に空間ができている。帆鳥ちゃんはそこを足早に進み、僕も続いた。

  「うう……うう……うう……」

  　葉群で拘こう束そくされた女の子たちは唸うなり、僕たちに向けてわらわらと腕を動かしている。そんな正気を失っている姿に目を背そむけた。

  　もっと早く吸心鬼を探し出していれば……僕が視みつけていれば……。そうしたら莉り花かさんが襲われることも、みんながこんなふうになることもなかったのに。

  「くそっ」

  　自分の無力が歯は痒がゆくて、悔くやしくて、ぐっと拳こぶしを握ったとき、

  「帆鳥！」

  　聞こえてきたのは莉花さんの声。とっさに顔を向けると、

  「莉花さん！」

  　莉花さんが上り階段の途中から、こっちを見下ろしていた。手には銃じゆう花か。表情は凜り々りしく、眼がん光こうは鋭するどい。

  　さっきまで落ち込んでいたのに、この緊急事態に気き丈じように振る舞える莉花さんはやっぱりすごい。これっぽっちも弱くなんかない。

  　莉花さんの姿に感動していると、その背後から月つき夏なちゃんも顔を覗のぞかせた。

  「帆鳥、洋ひろ」

  　よかった、ふたりとも無事だ。

  　しかし安心したのも束つかの間、莉花さんたちの後方――階段の上から虚うつろな目の女の子たちが現れた。

  「うう……うう……」

  　呻うめきながら、のっそりと階段を下りはじめる。それを見た莉花さんが、月夏ちゃんとともに、二段、三段飛ばしで、一階に着地した。

  「あの子たちを攻撃するわけにいかないし、このままじゃどうしようもないわ」

  　吐き捨てるように言う莉花さんに、帆鳥ちゃんが杖花を振りながら答える。

  「密みつ鬼おにの〝呪のろい〟を断つためには、吸心鬼を倒すしかありませんね」

  　帆ほ鳥とりちゃんは階段の上へ葉は群ぐんを飛ばし、途中で青葉の壁を作った。女の子たちはそれ以上下りてこられず、青葉の壁に、ぼふっ、ぼふっとぶつかっている。

  　葉群で階段を封じ、一階の女の子たちも押さえた今、彼女たちに襲われることはなさそうだ。でもこのままじゃ埒らちが明かない。

  　帆鳥ちゃんの言うとおり、吸心鬼を倒さない限り、この悪夢のような状況は終わらない。

  　でもどうやって？　吸心鬼がどこにいるかもわからないのに……。

  　焦しよう燥そうする頭を巡らしていると、ふと莉り花かさんと目が合った。と思ったら、すぐに逸そらされる。

  「莉花さん？」

  　呼びかけると、莉花さんはなぜか顔を真っ赤にして、くるっと背を向けた。

  「こ、こっち見るなっ」

  　少し裏返った声でそんなことを言われ、大ショック。

  　なんかどんどん嫌われてる!?

  　朝に言われた〝だいっ嫌い〟発言が甦よみがえり、ごわわんっと頭を揺さぶった。

  　心が折れそう。

  　思わず嘆たん息そくしたとき――。

  「ふ～ん、ふ～んふ～」

  　この場にそぐわない、呑のん気きな鼻歌が聞こえてきた。この声は!?

  　さっと視線を向けた先は裏口玄関、そのドアの前。

  「オズガ!?」

  　ドアに背をもたれさせたオズガが、唇をほころばせていた。葉群で身動きとれない女の子たちや、身構える莉花さんたちには目もくれず、ただ僕を見つめている。

  「ねえ、ヒロ」

  　オズガが謳うたうように語り掛けてくる。緊迫した雰囲気を解きほぐすような声こわ色いろだ。

  「花はいつでも咲いているわけじゃないわ」

  「？」

  「花の命は短いからこそ、その一瞬に輝きを宿すものじゃないかしら？」

  　そんな花々に共感するように目を瞑つぶり、オズガは続けた。

  「だからヒロは〝視みる〟べきだわ。視逃のがしたらかわいそうだもの。そう、たとえば――」

  　目を開け、横を向くオズガ。そこには靴箱があり、上に幾つかの鉢植えが置いてある。鉢植えの花は、艶あでやかなコリウス、色鮮やかなインパチェンス、小ぶりでかわいいアロンソア、そして――。

  「――このヒルガオのように」

  　ラッパのような形のピンクの花――ヒルガオに、オズガは指先で触れた。

  　オズガはなにか教えようとしている。ヒントをくれている。

  　そう直感し、頭の中でオズガの言葉を繰り返す。

  〝花はいつでも咲いているわけじゃないわ〟〝このヒルガオのように〟

  　ヒルガオ……クラスメイトの山やま瀬せ霞かすみさんの密みつ花ばなでもある花。

  　その名の通り、昼に咲き、夕暮れには閉じてしまう花……。

  　常に咲いているわけではない……。

  　そんな特性の花……。

  「…………え？」

  　心になにか引っ掛かった。

  　記憶の片隅に灯ひがともったように、ある花が浮かんでくる。

  　ヒルガオだけじゃない。ほかにも開花時間に特色を持った花はある。

  　そして僕はつい最近そんな花を見た…………いや〝視みた〟。

  　それはなんだった？　なんの花だった？　どこで視た？

  　開花時間の珍しい花。

  　咲いたと思ったら、閉じてしまっているような。

  　まるで……。

  　そう、まるで人を〝あざむく〟ように咲く花……――〝白い花〟！

  「あっ!?」

  　思わず声を上げると、莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんから怪け訝げんそうな表情を向けられた。

  　そんな……まさか……密花にもそんな特性が……？……いや……でも……それなら……。

  　結びついた想像に慄おののきながら、僕は口を開いた。

  「吸心鬼の正体……わかったかも」
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  　リーフレットガードで正気を失った生徒を押しのけつつ、寮の三階へ。

  　そこから僕の先導で廊下を走り抜け、莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんと一緒に、ある部屋の前にたどり着いた。

  「ここって……」

  　ルームナンバーを見て、莉花さんが眉まゆ根ねを寄せた。帆鳥ちゃんと月夏ちゃんも不思議そうに顔を見合わせている。

  　僕も正直、まだ半信半疑。でも今さら気づくのは遅いけど、彼女の背には〝白い花〟が咲いていた。吸心鬼が心にとり憑ついている可能性はある。

  　それをきちんと確かめなきゃ。

  　覚悟を決め、改めて部屋のドアを見み据すえると、

  「――どうぞ」

  　ドアの向こうから声が聞こえてきた。まるでこっちの様子がわかっているかのよう。その口ぶりは心なしか弾はずんでいる。

  「鍵、掛かってないから。ふははっ」

  　室内で笑い声が響く。声は彼女のものだけど、その笑い方は吸心鬼を思い起こさせ、ドキリとした。

  「当たりね」

  　莉花さんが唸うなるように言って、銃じゆう花かを構える。帆鳥ちゃんがリーフレットガードを頭上に待機させ、月夏ちゃんは、準備万端、といった感じでうなずいた。

  「行くわよ！」

  　気合い満々、莉花さんがドアを開け放つ。

  　なだれ込むように室内に突入すると、莉花さんはすぐに窓際の女の子に銃花を向けた。

  　でも聖せい花か女学園の制服を着たその子は、少しも動じることなく、恭うやうやしくお辞儀をした。

  「ようこそ、ヒロコちゃん」

  　吉よし住ずみ和のどかさんだった。

  　真ま樹きさんの親友。くりっとした瞳とえくぼがチャームポイントの明るい女の子。

  　やっぱりという思いと、まさかという驚きが混じり、声が震えた。

  「和さん…………和さんが本当に、吸心鬼なの？」

  「そ～みたい」

  　あっさりと認めると、和さんは頭を上げた。にこやかに笑っている。

  「あんた、吸心鬼に襲われたんじゃなかったの!?　あれって嘘うそだったの!?　あたしたちの注意を逸そらそうとしたってわけ!?」

  　莉り花かさんが困こん惑わくと一緒に、和のどかさんに食ってかかる。

  「うん、ま、そんなとこ」

  　けろっとして答える和さんに、呆あつ気けに取られる莉花さんたち。和さんは他人事のように話しだした。

  「ヒロコちゃんたち、〝白い花〟を探してたよね？　まずいな～て思ったんだ。和が吸心鬼だってばれんのはイヤだったし。どうにかして目を背そむけさせよ～って、一生懸命考えたんだから」

  　和さんは、ふぅっと、おおげさに汗を拭ぬぐう仕草をした。

  「それでちょっと、騙だましちゃおっかなって。和が吸心鬼の被害者だって思わせて、ヨーギシャから外してもらお～ってね。実はテレビドラマでそういうのあったんだよ」

  　てへっと舌を出す和さんに、僕はおずおずと訊いた。

  「それで……密みつ花ばなのイシモチソウを利用したの？」

  「あったりっ」

  　昨日、和さんをなめたときのことを思い出す。あのとき和さんの背後に咲いた花……〝白い花〟。

  　イシモチソウ。

  　湿地で見かける多年草の一種。指先ほどの白い花弁をつけ、腺せん毛もうの生えた半円形の葉で虫を捕らえる食虫植物だ。

  　花言葉は〝あざむく〟。そしてその花の一番の特徴が開花時間。

  「イシモチソウの咲く時間は、朝十時から昼の二時くらいまで。あのとき和さん、吸心鬼に襲われて密花を失ってたんじゃなくて……」

  　和さんは素直にうなずいた。

  「うん、イシモチソウが咲く時間になってなかっただけ。でもヒロコちゃんたちは勘違いしてくれたもんね？　和も吸心鬼に襲われたんだって思ったよね？　ふははっ、だいせ～こ～」

  　だからあのとき、和さんをなめてもすぐに密花が咲かなかったんだ。何度もなめているうちに開花時間になり、ようやく和さんの密花が咲いただけ。

  　密花は最初から損そこなわれてなかったし、僕の花はな視みなんて関係なかった。

  「おかげで、ヒロコちゃんたち、あのあと和の密花を調べようとしなかったよね？　ね？　和、ヨーギシャから外れた～って。ほっとしちゃった」

  　吸心鬼に襲われた生徒たちの密花を、詳しく調べようとはしなかった。そんな必要はないと、僕たちは決めつけていた。

  　僕なんて、和さんの密花が〝白い花〟だったのに、なんの注意も払わなかったんだから。

  　自分の軽率さを呪のろいつつ、口を開いた。

  「でも…………でもどうしてこんなことを!?」

  　とたんに、今まで嬉き々きとして語っていた和さんから笑顔が消えた。

  「そんなの決まってるじゃん」

  　和のどかさんが消え入りそうな声で言ったとき――。

  　シュルシュルシュル。

  　そんな音とともに、まるで彼女の周囲の空間を苗なえ床どこにしたように、おびただしい青葉と蔓つるが出現した。植物群は自在に蠢うごめき、和さんの身体からだのあちこちに付着し、まとわりついていく。

  「これじゃ撃てないっ」と、莉り花かさんは唇を噛かみ、

  「まずは吸心鬼と和さんを引き離さなくては」と、帆ほ鳥とりちゃんは隙すきを窺うかがうように、和さんに目を凝こらす。

  「和はね、ヒロコちゃん」

  　和さんを覆おおう植物群は融ゆう合ごうと分離を繰り返し、色と形まで変えていく。それはみるみるうちに白一色に塗り替えられ、タキシードを構成していった。

  「ずぅっと前から真ま樹きちゃんが好きだったの」

  　感情が失せた声で、和さんは言う。

  「好き。大好き。ううん、愛してる。愛ってよくわかんないけど。でもわかんないのが愛なら、和の心の中はわかんないことだらけ。それを愛って言っちゃえば、とってもすっきりするんだもん。だから愛。これは愛。真樹ちゃんへの愛」

  　和さんの服が完全に白いタキシードに変わる。ピンッと立った襟えり元もとからは、黒マントがゆっくりと垂れだした。

  「もう自分の想いを〝あざむく〟ことはしたくなかったし。だから真樹ちゃんにも和の愛を受け止めてほしかった。真樹ちゃんを和だけのものにしたかった。ううん、真樹ちゃんには和だけいればいい。ほかの子たちなんていらないの……」

  　言葉が途切れた瞬間、襟元からあふれた植物群が和さんの顔に張りついた。幾いく重えにも巻きついていく緑の奔ほん流りゆうに、和さんの顔はあっという間に埋もれていく。

  「和さん!?」

  　僕の声に和さんはもう応えない。その顔に植物群で作られた仮面をつけ、そして――。

  「ふははははっ」

  　スイッチが切り替わったように、和さんの声は吸心鬼のものとなった。

  「吸心鬼！」

  　莉花さんが銃じゆう花かのトリガーに指を掛ける。けど発動はできない。和さんが吸心鬼に取り込まれているうちは、無む闇やみに攻撃することは危険だ。

  　そんな事情を見み透すかしたのか、吸心鬼は僕たちをからかうようにポーズを決める。

  「この娘の浅ましさは、サイコーに甘かん美びだ。そう、たとえて言うなら――」

  　たとえて言うなら？

  「サイコーに甘美な、この娘の浅ましさ！」

  逆に言っただけだ！

  　しかしそんな自分のセリフに酔いしれるように、吸心鬼は朗々と述べる。

  「だからこそじっくり味わうために協力してやったのだ。愛する者を手に入れるために、邪魔な人間の、邪魔な心を消してやろうとな」

  　大おお仰ぎような身振りを交え、

  「この人間の望みは、愛する者を孤独に落とすこと。そこに誰もいなくなったとき、自分だけがそばにいて愛を得ようとしたのだ。ふははっ、強ごう欲よくで素晴らしい！」

  　吸心鬼はそう締しめくくった。

  　真ま樹きさんに自分だけを見てもらうため。そのために真樹さんの親友たちから、真樹さんへの想いを記憶ごと消そうとしたのか。

  　和のどかさんの想いの強さと、歪ゆがんだ心に胸が詰まった。でも和さんの歪みを増長させたのは、その心にとり憑ついた吸心鬼だ。

  　吸心鬼と和さんを引き離さなきゃ。

  　そう決意したとき、吸心鬼が派手にマントをひるがえらせた。

  「危ない！」

  　莉り花かさんが叫ぶと同時に、室内の大型ベッドが飛んできた。一番鈍にぶい僕は、三人に突き飛ばされる形でベッドの激突を逃のがれ、床に転ころがった。

  「ふははははっ」

  　その間かん隙げきを突き、吸心鬼は室内を素早く横切り、

  「すべての人間を、我のしもべにしてやろう！」

  　部屋から飛び出していった。

  「んなことさせないわよ！」

  　体勢を立て直した莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんが吸心鬼を追って廊下へ走り、僕も急いでそれに続く。でも廊下に出た瞬間、すぐに立ち止まった。

  「うう……うう……」

  　廊下の右も左も正気を失った女の子たちでいっぱいだ。行く手を塞ふさがれ、じりじりと迫る人垣の向こうに、走り去る黒マントが見える。

  　これじゃ女の子たちを押さえてるうちに逃げられてしまう。

  　そう思ったとき、帆鳥ちゃんが決然と言った。

  「洋ひろさん！　私をなめてください！」

  　左手で杖じよう花かを掲かかげたまま、びゅっと僕の眼がん前ぜんに右手を差し出す。

  　突然のことにびっくりしたけど、その勢いに呑のまれるようにうなずいた。

  「うん、わかった！　なめる！」

  　帆鳥ちゃんの右手を取り、人差し指の四つ葉の蜜みつ口ぐちを捉え――パクッ――白魚のような指を口に含んだ。

  　れろん。

  　口の中の帆ほ鳥とりちゃんの指を、舌で撫なでるようになめあげる。

  「うふふ…………久しぶりですね。洋ひろさん」

  　くすぐったそうに目を細める帆鳥ちゃん。

  　たしかに帆鳥ちゃんの蜜みつ口ぐちをなめるのは二か月ぶりくらいだ。

  　ちゅぱっ、くちゅ。

  　口をすぼめ、頬ほおの内側と舌で包むようになめていく。優しく、丁寧に、密みつ花ばなの蜜をなじませるように舌を絡からめる。

  　れろれろ、ちゅば。

  「私を……洋さんの舌で………」

  　んちゅ。

  「…………た、高めてくだ……さい……」

  　帆鳥ちゃんの頬が紅潮し、眉まゆが八の字に下がる。

  　ちゃぷ、ぺちゃ、ちゅ。

  「ゃ………ぁ……」

  　その背後には清せい爽そうの青い花――ネモフィラが〝可憐〟に咲き乱れていく。

  「あと……少し…………はんっ」

  　帆鳥ちゃんの密花、ネモフィラを視みながら、さらになめる。その花に水を注そそぐようなイメージを描き、それが帆鳥ちゃんの指へ、心へ伝わることを祈りながら、舌を動かす。

  「……んっ……はっ、はあ、あ、はあ……」

  　帆鳥ちゃんの息が荒い。下唇を噛かみ、それでも「あんっ」と声を洩もらし、困ったように目を逸そらす。

  「……あ、熱い……指が……体が……心が……熱いです」

  　か細い声で呟つぶやく帆鳥ちゃんの額には、汗がにじんでいる。

  　ぺろり、ちゅちゅっ。

  　帆鳥ちゃんの指を溶かすように、舌を動かし続ける。帆鳥ちゃんはなにかを堪こらえるように、頭を左右に振ったり、俯うつむいたりを繰り返す。

  「や……んぁ……」

  　切なげに目を細める帆鳥ちゃん。その眼まな差ざしはとろけそうに熱い。

  「洋さん…………わ、私……」

  　帆鳥ちゃんが足をプルプルと震わせた。背後のネモフィラは清らかな青を際立たせ、見み惚とれるほどの美しさ。

  　れろっちゅ。

  「……んぁっ……私――！」

  　帆ほ鳥とりちゃんの足が内股にきゅっと締しまり、僕は花はな視みの力を放つように最後のひとなめ。

  　ちゅばっ！

  　帆鳥ちゃんがびくんっとし、胸に溜め込んでいた息を吐くように叫んだ。

  「飛びますっ――リーフレットガード！」

  　ちゅぽんっと口から帆鳥ちゃんの指を離したのと、杖じよう花かが空中で弧こを描いたのは同時だった。

  「飛ひ燕えん葉は叢むら！」

  　帆鳥ちゃんのネモフィラと杖花が連係するように煌きらめき、大量の青葉が僕たちの足元をさらった。

  「うわっ」

  　僕が転ころんでしりもちをついたときには、青葉の絨じゆう毯たんが僕たち四人を乗せたまま浮上していた。本当に空飛ぶ絨毯のような葉は群ぐんは、僕たちを程よい弾力性で受け止め、天井近くまで上がった。

  「頭に気をつけてくださいね」

  　腰を屈かがめた帆鳥ちゃんが注意を促うながし、それから杖花の先を前方に向けた。

  「吸心鬼を追います！」

  　ビュンッと音がして、リーフレットガードが飛んだ。廊下にひしめく女の子たちの頭上を滑すべるように進み、階段まで行くと降下していく。

  「す、すごい」

  　意外なリーフレットガードの使い方と力に驚嘆していると、帆鳥ちゃんが小悪魔風に笑った。

  「洋ひろさんがなめてくれたおかげです」

  　帆鳥ちゃんはそう言って、さっきまで僕がなめていた右手の人差し指を、ぺろっとなめた。

  　ほ、帆鳥ちゃん……。

  　なんだか猛烈にはずかしくなって、顔があっつくなったとき、

  「ま、前を見なさいっ、ふたりとも！」

  　莉り花かさんにぴしゃりと言われ、慌あわてて前方へ視線を移した。

  　飛行リーフレットガードは二階の廊下を突っ切り、一階への階段を下りていく。どこもかしこも吸心鬼の〝呪のろい〟の犠牲者でいっぱいだ。けど肝かん心じんの吸心鬼が見つからない。

  　もう寮の外へ出てしまったのだろうか？

  　そんな不安を覚えたとき、

  「いたわ！」

  　一階に着いたとたん、莉花さんが指差した。その先を見ると、吸心鬼の黒マントがなびいている。

  「ふははははっ」

  　なぜか笑いながら、廊下を駆け抜けている吸心鬼。

  「待ちなさい！　吸心鬼！」

  　ぎゅんっと吸心鬼の追つい尾びをはじめた葉は群ぐんの上で、莉り花かさんが怒鳴った。

  「む!?」

  　吸心鬼が振り返り、さすがに驚いたようにのけぞる。

  「こしゃくな」

  　しかしすぐに体勢を立て直し、さらに足を速めた。まっすぐに表玄関の両開きのドアに迫っていく。玄関のドアは右半分が開けっ放しで、そこから夕暮れの光が差し込んでいる。

  　このまま外に逃げられたら厄やつ介かいだ。

  　縮ちぢまらない吸心鬼との距離に苛いら立だちを覚えたとき、玄関に差す夕陽を遮さえぎり人影が現れた。

  「真ま樹きさん!?」

  　ついさっき、寮の外で別れた真樹さんだった。

  　真樹さんはたった今帰ってきたのだろう。寮の異変には気づいていないようで、手に持った花の香りをうれしそうに嗅かいでいる。青紫で丸々としたその花は……間違いない――バンダだ。

  「真樹さん逃げて！」

  　玄関に足を踏み入れた真樹さんに叫ぶ。真樹さんはビクッとして立ち止まり、そこでようやく猛然と迫ってくる吸心鬼に気がついた。目を見張り、声を立てることも動くこともできない。

  「邪魔だ！　どけ！」

  　立ちすくむ真樹さんに向かって、吸心鬼が怒鳴り、同時にマントをひるがえらせた。

  　バガンッ！

  　吸心鬼が通り過ぎようとしていた食堂のドアが外れ、真樹さんに向かって飛んだ。

  「きゃっ！」

  　一瞬のことで、どうすることもできなかった。

  　ドアは悲鳴を上げた真樹さんに衝突し、そのまま真樹さんの身体からだを玄関の外へ弾き飛ばした。真樹さんは地面に叩きつけられ、辺りに土つち埃ぼこりが舞う。

  　な、なんてことをっ。

  　僕は飛行リーフレットガードの上から身を乗り出し、真樹さんの名を呼んだ。が、それも吸心鬼の耳みみ障ざわりな笑いに消されてしまう。

  「ふははははっ」

  　外に飛び出した吸心鬼は、倒れた真樹さんを気にせず、その脇を走り去ろうとする。

  「な!?」

  　しかし不意にバランスを崩して倒れた。すぐに立ち上がろうとするけど、まるで手足がそれぞれ勝手に動いているような、そんな不自然な挙きよ動どうで真ま樹きさんのそばに屈かがんだ。

  「くっ、な、なにをする!?　我に心を喰われても、なお逆らうだと!?」

  　吸心鬼が憤ふん慨がいしている。自分の襟えり元もとを手で締しめたり、ポカポカと身体からだを叩きつけている。

  「もしかしたら」

  　帆ほ鳥とりちゃんが口を開いた。

  「和のどかさんの心が、吸心鬼と相あい反はんしているのかもしれません」

  　それを聞いた莉り花かさんが、飛行リーフレットガードから飛び降りる。帆鳥ちゃん、月つき夏なちゃんもそれに倣ならい、僕もジャンプした。こけた。

  　玄関でこけたまま見つめる先で、吸心鬼は真樹さんの頭を抱いていた。抱きながら自分を、いや、その内にいる和さんを罵ののしっている。

  「我に逆らうか!?　人間の分ぶん際ざいで！　貴様の歪ゆがんだ心を育ててやった我を拒こばむか!?　愚おろかな！　貴様に愛など手に入れられぬわ！　ふはは――は」

  　プツリと笑い声が途切れ、吸心鬼の顔の植物群が、ばらばらと解ほどけるように離れていった。

  「…………い……いや」

  　吸心鬼の仮面の下から現れたのは、和さんの青ざめた顔だった。

  「いや……こんなのいや……真樹ちゃん、真樹ちゃん……目を覚まして！　お願いだから目を覚ましてよ！」

  　声も和さんのものとなり、ぼろぼろと涙を零こぼしながら真樹さんをかき抱いだく。

  「真樹ちゃん、真樹ちゃん……和、こんなつもりじゃなかったの……こんなことになるなんてちっとも思わな……くて……ごめんなさい……ごめんなさい…………和、こんなバカなマネ、もうしない……しないから……謝ります……いっぱいいっぱい謝るから……みんなに許してもらうまでずっと……ず～っと謝る……もう迷惑かけないから……真樹ちゃんともきちんと……きちんとさよならするから……だから――」

  「和」

  　和さんの言葉を、唇に指を当てて止めたのは真樹さんだった。

  「さよならなんて……やだよ」

  「真樹……ちゃん……？」

  　真樹さんは和さんの唇から指を動かし、頬ほおを撫なでた。

  「弱虫で……鈍感なボクを許して……和」

  　真樹さんは、もう片方の手を和さんに差し出した。

  「和に……これを」

  　そこには一輪の花。瑞みず々みずしい青紫色を湛たたえたバンダが握られていた。倒れても、決して離さなかった〝愛のしるし〟。

  「……ボクのパートナーになって……和。ずっと……ずっとボクのそばにいて」

  　和のどかさんはぶんぶんと頭を振る。

  「真ま樹きちゃん、だって和は……和はね、たくさんひどいことを――」

  　ひくっと嗚お咽えつを洩もらす和さんは、真樹さんのバンダを受け取ろうとしなかった。

  「和が背負うものは……ボクにも背負わせて……だってボクはずっと和に……背負われてきたんだから」

  　真樹さんは和さんの手を自分の手で包むようにして、バンダを握らせた。

  「ボクに和を…………愛させて」

  「――真樹ちゃん!!」

  　感情の堰せきが切れたように、和さんは喉のどの奥から……心の深しん奥おうから叫んだ。

  　と同時に、その身にまとったタキシードが背後に吸い寄せられるように、和さんから分離した。

  　まるで脱だつ皮ぴのように。ぶれた二重写しのように。

  　タキシードとマントは、その形を保ったまま和さんから離れ、それを見た莉り花かさんが銃じゆう花かを撃った。

  　ダンッ。

  　バラ色の弾だん丸がんは、和さんの背後に浮かんだタキシードの腕を貫いた。

  「ぬごおおっ」

  　タキシードは吸心鬼の悲鳴を上げ、和さんの後方でもんどりうって地面に落ちた。

  「真……樹……ちゃん」

  　吸心鬼が離れたせいだろうか、和さんはふらりと上半身をかしがせ、力尽きたように真樹さんの隣に倒れた。

  「和さん!?」

  　慌あわてて駆け寄ると、和さんだけじゃなく、真樹さんも目を瞑つぶったまま動かない。一瞬、最悪な想像が脳裏をよぎったけれど、

  「ふたり、気絶」

  　僕の横にしゃがんだ月つき夏なちゃんが、倒れたふたりの首元に手を当てて呟つぶやいた。

  「無事」

  　その言葉にほっと胸を撫なで下ろしたとき、莉花さんの銃花が再度、発動した。

  　ダーンッ！

  　銃花の弾丸は地面に落ちた白のタキシードの胸を貫いた――かに思えたけれど、タキシードはそれよりも一瞬早く消失した。

  　まるで蒸発したように、僕たちの前から消えた吸心鬼のタキシード。

  　吸心鬼を倒した？

  　でも莉花さんの歯は痒がゆそうな表情と帆ほ鳥とりちゃんの憂うれい顔は、事がまだ終わっていないことを告げている。

  　そして月つき夏なちゃんが口を開いた。

  「逃亡、花か刻こくの端は境ざかい」

  「え？」

  　花刻の端境？

  　以前、密みつ鬼おにメリセルタが鴻こう野のさん姉妹を襲った事件。あのとき、鴻野亜あ子こさんの心の暴走によって変質した精神世界が花刻の端境。僕たちの住む物質世界とは異い相そうの領域だ。

  　そして月夏ちゃんはそこに跳とぶことのできる花はな跳とびの能力者。

  　その月夏ちゃんが花刻の端境を察知した？

  　驚く僕たちに、月夏ちゃんはゆっくりと視線を巡らせた。

  「跳べる」

  　帆ほ鳥とりちゃんが、月夏ちゃんの言葉を補うように言う。

  「つまり吸心鬼は花刻の端境に逃げ、今ならその気配を追えるということですね？」

  　月夏ちゃんはこっくりとうなずき、判断を仰ぐように莉り花かさんを見つめた。僕と帆鳥ちゃんも自然と莉花さんに視線を向ける。

  「ふんっ」

  　莉花さんが逡しゆん巡じゆんするように瞳を伏せたのは、一瞬。さっと髪をかきあげると、不安も怖れもない口ぶりで告げた。
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  「けりを付けに行くわよ！」

  　それに応えるように月つき夏なちゃんが瞬まばたきひとつ。それから少しも表情を変えずに口を開いた。

  「――花の下に」

  　月夏ちゃんの背後に、風ふう車しやのように開くオレンジ色の花――ガーベラが満開になった。
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  　月夏ちゃんの密みつ花ばな、ガーベラが盛大に広がり、天てん蓋がいのように僕たちの頭上を覆おおった瞬間、視界はオレンジ色に染まった。

  　ガーベラ。花言葉は〝神秘〟、そして〝希望〟。

  　その香りに包まれる。無む垢くな暖色の花びらが手足の先をくすぐり、優しく心地いい。

  　まるで穏おだやかな波に漂ただよっているみたい。心も身体からだも軽くなって、意識は眠りへ誘われる。

  　莉り花かさん、帆ほ鳥とりちゃん、月夏ちゃん。

  　三人を見つけようとしたけれど、上下左右、どこを見てもオレンジ色で満たされている。

  　眠い。

  　このまま眠っていいかな？

  　我慢できず、重い瞼まぶたを閉じかけたとき――。

  「洋ひろさん！」

  　帆鳥ちゃんの声が響き、懸命に意識をつなぎとめた。視界からはガーベラのオレンジ色が薄れ、すべての感覚がたしかになってくる。

  　花か刻こくの端は境ざかいに着いたんだ。

  　両足で地面を踏みしめ、す～は～と呼吸を繰り返しているうちに、周りの景色が見えてきた。

  　以前訪れた花か刻こくの端は境ざかいは、マリーゴールドで作られた世界だったけど、今度はいったい……。

  　そんなことを思いつつ、眼がん前ぜんの光景に目を凝こらした。なぜか白くかすんだ視界の中に、人影が見える。

  　ああ、莉り花かさんだ。

  　莉花さんが僕に銃じゆう花かの銃口を向けている。

  　……。

  　…………。

  「…………は？」

  　目をこすり、パチパチ瞬まばたきして、もう一度見る。

  　僕に銃花の銃口を向けた莉花さんがいる。

  　言い回しを変えてみたけど、まったく無意味。十メートルほど先で、莉花さんが銃花を構えて立っている。

  　なんの冗談？

  　思わず半笑い。怖くはない。僕は莉花さんを信じている。いつもヘタレヘタレと怒られてる僕だけど、ヘタレ魔王（？）並みにならないと、莉花さんだって撃つようなマネはしないだろう。

  　ダンッ。

  　撃った！　僕、ヘタレ魔王だ!!

  　などと焦あせったけれど、銃弾は僕を貫かず、足元の白い地面に小さな穴を穿うがった。

  「洋ひろさん！」「洋」

  　杖じよう花かを手にした帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんが駆け寄ってくる。帆鳥ちゃんの顔は緊張し、月夏ちゃんの瞳は困こん惑わくに揺れている。

  「っ……あ……ど……どうしたってのよ…………あたし」

  　僕たちと対たい峙じする莉花さんが、苦しそうに呟つぶやく。

  　莉花さん？

  　莉花さんの銃花を持つ手がぶるぶる震えている。いや、手だけじゃない。腕も肩も、それから膝ひざも。自分で自分の身体からだが抑えきれないみたいに、顔を歪ゆがめて、全身に力を漲みなぎらせている。銃花の銃口の狙ねらいは定まらない、というより定めないようにしているみたいだ。

  「だ、大丈夫、莉花さん!?」

  　苦く悶もんの表情を浮かべる莉花さんに代わり、帆鳥ちゃんが答えた。

  「なにが起きたのかわかりません。ここに来たら、突然莉花さんに異変が……」

  　そう言って、ちらりと周囲に視線を走らせる。

  　そこで僕もようやく、周りの光景が目に入った。

  　花……吹雪？

  　辺り一面、白い花びらが縦じゆう横おうに舞っていた。

  　本当にそれだけの空間。頭上の空や遠くは白く霞かすみ、地面は白い花びらで覆おおわれている。

  　花吹雪が音もなく永遠に降りつもり、それだけで成立している静せい謐ひつな世界。

  　雪せつ原げんのようにも見える花吹雪のパノラマは、そこにいる僕たちを小さな染しみのように映し出す。

  　ここが花か刻こくの端は境ざかい？

  　唖あ然ぜんとする僕に、帆ほ鳥とりちゃんが早口で言った。

  「とても高こう次じな力を感じる精神世界です。これが吸心鬼の力とは信じられませんけど。でも今はそれよりも莉り花かさんが――」

  　帆鳥ちゃんが言い終える前に、莉花さんが呻うめいた。

  「ダ、ダメ……身体からだが勝手に……」

  　花吹雪の中で震えながら、莉花さんは再び、僕たちに銃じゆう花かを向けた。

  「よけて！」

  　莉花さんが叫び、銃花が発動。と同時に、僕は帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんに腕を引っ張られて前屈かがみになった。ヒュンッと風を切る音が頭上すれすれで聞こえた気がした。

  　どうなってんだ!?

  　状況が理解できず、ただ莉花さんへの心配が募つのる中、

  「ふははははっ」

  　不快な吸心鬼の高笑いが鳴り響いた。

  「吸心鬼!?」

  　苦しそうに喘あえぐ莉花さんのうしろに、亡ぼう霊れいのように影が浮かび上がってくる。

  「花刻の端境は密みつ鬼おにのテリトリー。我らが力を甦よみがえらせる場。そこにのこのこやってくるとは、笑しよう止し！」

  　白いタキシードに黒マント、そして植物群で作られた顔。和のどかさんにとり憑ついていたときと同じ姿をした吸心鬼が、ゆらりと佇たたずんでいる。笑いながらその腕で、莉花さんの肩を乱暴に抱いた。

  「莉花さんを離せ！」

  　思わず声を荒らげたけれど、吸心鬼に鼻であしらわれる。

  「我の牙きばに掛かりしものは、すでにしもべ！　こんなこともあろうかとこの娘を吸っておいたのだ！」

  　帆鳥ちゃんが、しまった、といった表情を浮かべた。

  「寮の生徒さんたちと同じです。吸心鬼の〝呪のろい〟が莉花さんにも残っていたのでしょう。迂う闊かつでした」

  　そう言って悔くやしそうに唇を噛かむ。

  　でも一番迂う闊かつなのは僕だ。吸心鬼に襲われた莉り花かさんをなめたときに、気づかなかったんだから。

  　くそっ。

  　不ふ甲が斐いない自分に怒りを覚える中、吸心鬼が勝ち誇ったように宣言する。

  「この花はな狩かりの娘、我の依より代しろとしてもらいうける！」

  　つぎの瞬間、吸心鬼の顔から植物群が迸ほとばしった。

  　おびただしい濃のう緑りよくの葉や蔓つるは莉花さんの頭や腕、胸や腰にくっついていく。まるで莉花さんを取り込もうとしているよう。莉花さんが短い悲鳴を上げた。

  「莉花さん!?」

  　いても立ってもいられず、莉花さんの元へ駆け出そうとしたとき、

  「ぬぅ!?」

  　莉花さんを植物侵しん食しよくする吸心鬼の頭に月つき夏なちゃんが……、たった今まで僕のそばにいたはずの月夏ちゃんが飛びついていた。

  「――き、貴様！……――そうか！　花はな跳とびの力で移動を!?」

  　その言葉で僕にもわかった。

  　たぶん月夏ちゃんは、瞬時に物質世界へ戻り、もう一度吸心鬼の背後を着地ポイントに定めて花跳したのだろう。まるで瞬間移動のように。

  　突然躍おどりかかってきた月夏ちゃんに、吸心鬼も面食らっている。莉花さんへの植物侵食は途絶え、月夏ちゃんを振り払おうとやみくもに腕を動かす。

  「帆ほ鳥とり、早く」

  　必死にしがみつく月夏ちゃんが、帆鳥ちゃんを促うながした。帆鳥ちゃんは「はい！」と応じ、杖じよう花かを掲かかげる。

  　すぐに吸心鬼目掛けて葉は群ぐんが飛んだ。

  　リーフレットガードで、吸心鬼を莉花さんから引き剥はがせたら――。

  　しかしそんな僕たちの期待を砕くだく、銃声の響き。

  　ダンッダンッダンッ！

  　バラ色の弾だん丸がんが、リーフレットガードを貫いた。葉群の進行は止まり、空中で散り散りになると、花吹雪にかき消されていった。

  「……ご、ごめん…………帆鳥」

  　リーフレットガードを撃ったのは莉花さんの銃じゆう花かだった。

  「もう……身体からだが言うこと利かない」

  　莉花さんは振り絞しぼるように言って、うな垂れた。その身体には再び吸心鬼の植物群が張りついていく。

  「ふははははっ！　人間の力なぞ、しょせんその程度！」

  　吸心鬼は自分の頭から月つき夏なちゃんを引っぺがすと、僕たちに向かって投げつけた。

  「月夏ちゃん!?」

  　なんとか月夏ちゃんを受け止めたけど、そのまま一緒に倒れて、白い花の地面を転ころがった。

  「だ、大丈夫、月夏ちゃん？」

  　月夏ちゃんはコクッとうなずくとすぐに立ち上がり、不安そうに細めた目で莉り花かさんを見つめた。

  　すでに莉花さんの身体からだの三分の一ほどが植物群に覆おおわれている。まるで吸心鬼と融ゆう合ごうしているようで、いやがうえにも焦しよう燥そうが増す。

  「さらばだ！　弱き人間よ！」

  　吸心鬼が勢いよく両腕を広げ、黒マントを派手になびかせた。

  　その瞬間、花吹雪の濃度が増した。白い花びらは荒々しく渦巻き、視界を奪うばっていく。

  「ふははははっ！」

  　あたり一面に花が吹雪く中、吸心鬼の高笑いが木こ霊だまする。

  「莉花さん!!」

  　吸心鬼に拘こう束そくされた莉花さんが遠くなっていた。花吹雪のカーテンの向こうに隠れてしまうように、莉花さんが見えなくなっていく。

  　莉花さんを失うっ!!

  　今までに感じたことのない恐怖に衝き動かされ、とっさに走り出していた。まっしろな花吹雪の世界で、莉花さんだけを視界に捉えて駆けていく。

  　莉花さん！

  　懸命に足を動かしながら、莉花さんを求めるように手を伸ばす。その距離は十メートルくらいか、いやもっとか。花吹雪のせいで距離感がうまくつかめない。でもそんなこと関係ない。この手が莉花さんに届くまで、走り続けるだけだ。

  「ダメ！　来たらダメ！」

  　莉花さんも僕を見つめていた。顔は今にも泣きそうで、唇は震えている。

  「来るな！　あたし、君を――撃っちゃう！」

  　いやいやをするように頭を振る莉花さん。銃じゆう花かを持つ右手がゆっくりと上がっていく。

  　でも僕は立ち止まらない。なにがあったって莉花さんを取り戻す。その一心が、身体を前へ前へと進ませる。

  「ふはっ、愚おろかな！」

  　莉花さんの背後で吸心鬼が肩を揺らして笑い、莉花さんの握る銃花の狙ねらいは僕へ向けられた。そして――。

  「いやあ！」

  　莉り花かさんの悲痛な叫びとともに、銃声が轟とどろいた。

  「っ！」

  　おなかをハンマーで殴られたような衝撃に驚いたけど、足は止まらなかった。撃たれたショックや痛みより、莉花さんのそばまで来れたうれしさが勝った。

  「莉花さん！」

  　立ち止まらない僕を見て莉花さんが目を見張り、その背後で吸心鬼がたじろいだ。

  「う、撃て！」

  　吸心鬼が命じ、莉花さんが目をギュッと瞑つぶった瞬間――ダンッ――再び銃じゆう花かが唸うなり、銃口の花弁が花吹雪の中に散った。

  　今度は左肩が強烈に弾かれた。バランスが崩れたけれど、それでも踏ん張った。

  　ここまで来て倒れるもんか！

  　足を大きく踏み込んだ。

  　一歩、二歩。

  　だって……。

  　三歩、四歩。

  　だってもう…………莉花さんにたどり着けたから。

  「莉花……さん」
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  　ゴール。

  「貴様！」

  　莉り花かさんの背後から吸心鬼の腕が僕の首に伸びてきた。でもタイミングよく膝ひざから力が抜け、カクッと折れたおかげでかわすことができた。そのまま倒れるように莉花さんにしがみつく。

  　莉花さんの匂いと温ぬくもりに安あん堵どしながら囁ささやいた。

  「……莉花さんを……取り戻すね」

  「……え？」

  　放心状態の莉花さんに笑いかけ……。

  　僕は莉花さんの首筋に光る蜜みつ口ぐちを――。

  　ペロリ。

  　たったひとなめ。でも僕のすべて――この命さえも代だい償しようとするような、そんな決死の〝ペロリ〟を、莉花さんへ贈った。

  「ぬ!?　うぬぅぅっ!?」

  　渾こん身しんの花はな視みのおかげか、不意に莉花さんの背後で吸心鬼が苦しみだした。

  「き、貴様……」

  　それに呼こ応おうするように、莉花さんを侵おかしていた植物群が離れ、周囲に打ち捨てられていく。

  「わ、我の力が……拒こばまれる!?」

  　吸心鬼は身み悶もだえ、ふらふらと莉花さんの背後からあとずさった。それに引っ張られるように、莉花さんからすべての植物群が剥はがれていく。

  「忌いまわしき人間め！　我にこんな屈くつ辱じよくを与えるとは万ばん死しに値あたい！　こうなったら貴様らを皆殺しに――ぬぐっ!?」

  　大声で罵ののしっていた吸心鬼が、突然くぐもった悲鳴を上げた。

  「ふっ……ふは……ふははっ……そ、そうか…………我はもう邪魔となった……か……」

  　ひゅうひゅうと息を洩もらしながら、口を引きつらせると、

  「ぬぁっ」

  　断だん末まつ魔まの叫びとともに、どうっと倒れた。

  　なにが起こったのかわからず、莉花さんに寄りかかりながら目を凝こらす。

  　あれは……？

  　吸心鬼の胸に白い氷柱つららのような突起が突き刺さっている。

  　あれは…………あの氷柱は花びらの集合体……？

  　見覚えがあった。

  　聖せい花か女学園に来る前、漣れん芽が町の駐車場でオズガが繰り出した、白バラ集合体の突起だ。

  「あ」

  　その記憶が呼び水になったように、ようやく気がついた。

  　この世界の白い花吹雪。すべてを消すように舞う無限の花びらは、白バラのひとひら、ひとひらだった。

  　莉り花かさんを助けることで頭がいっぱいで、この世界を満たす香りに注意することもなかった。でも間違いない。周囲に立ちこめる香りはローズだ。

  　ここは白バラの…………オズガの花か刻こくの端は境ざかい？

  　そんなことを思ったとき、意識がふっと遠とお退のき、全身から力が抜けた。でも倒れそうになった僕を莉花さんが支えてくれる。

  「……ありがと、莉花さん……」

  　声の弱々しさに自分で驚き、さっきまで熱かった身体からだが、急に冷えていくのを感じた。

  　手も足も……動かない……や。

  　ぼんやりしてきて、すごい眠くなってくる。でもこのまま寝たらみんなに迷惑をかけそうで、無理矢理目を見開いた。

  　あれ？

  　いつのまにか僕は横たわっていて、莉花さんと帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃんが僕を見下ろしていた。

  　意識が少し途切れていたみたい。みんなの背後は白バラの花吹雪ではなく、優美なオレンジ色。月夏ちゃんのガーベラの天てん蓋がいが広がっている。

  　いつのまに花はな跳とびしたんだろ？

  　胡う乱ろんな頭をちょっとだけかしげると、莉花さんの声が聞こえてきた。

  「しっかりしなさい！　すぐに！　すぐに医者に連れてくから！　だから頑張って！」

  　少し取り乱した様子で、莉花さんが呼びかけてくる。頑張って、と言われたことが無む性しようにうれしい。

  　そういえば、撃たれたんだっけ？

  　身体に力は入らないけれど、ほとんど痛みを感じないせいか、他人事のように思えた。

  　なにより吸心鬼から莉花さんを助け出せたことで気分は上々。みんなを心配させていることがかえって申し訳ない。

  　よし、ここは安心してもらおう。

  　そう考え、ニカッと笑って――僕は大丈夫だよ――と言おうとしたのに舌が回らなかった。

  「ぼ………ぶ……だよ」

  「ボブって誰よ!?　しっかりしなさい！」

  　余計みんなを心配させた。

  「は、花跳帰還」

  　そんな中、月夏ちゃんが焦あせり気味に物質世界への到着を告げた。

  　僕を見下ろす莉り花かさんたちの向こうに、輝く星空とぽっかり浮かぶ満月が。

  　ゆっくりと視線を動かすと、聖せい花か女学園高等部校舎と礼拝堂が見えた。その位置関係から、ここが女子寮に程近い中央広場だとわかる。そこの芝しば生ふに僕は寝かせられているようだ。

  　とにかく物質世界に無事……かどうかはともかく、みんなで帰ってこれたことにほっとした。安心したら、意識が薄れた。

  「救急車を呼んで！　すぐに……すぐにこいつを医者に連れてかなきゃ！」

  　僕の頭上で莉花さんが叫んだとき、

  「あら、ひどいわ」

  　それとは対照的に、ひんやりと冷めた声が聞こえてきた。

  「わたしのヒロをこんなふうにしてしまうなんて」

  　莉花さんたちが振り返り、僕も地面に横たわったまま、力なく目線を向けた。

  　オズガ……。

  　制服姿のオズガが立っていた。オズガはこの状況に平然としながらも、莉花さんたちを責めるように見み据すえている。

  「なによ!?　今あんたの相手をしている暇ひまはないわ！」

  　莉花さんが語気を強めると、オズガは鷹おう揚ように頭を振った。

  「助けたいのでしょう？　ヒロを」

  　そう言って、桃色の唇からぺろりと舌を出す。

  「わたしがなめるわ」
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  　ぺろ……ぺろ……。

  　くすぐったくなるような音。

  　ぺちゃ……ぺちゃ……。

  　ううん、本当にくすぐったい。

  　腕……肩……胸……おなか……。

  　柔らかくて、生暖かい、たっぷりの果汁が滴したたる果実を押し当てられているみたい。つつーと身体からだのあちこちをなぞられる。

  　ぺろ……ぺろ……。

  　優しく濡れていく。

  「ヒロ……」

  　横たわった僕の身体に舌を這はわせ、オズガが囁ささやく。遠とお退のいていた意識が、水底から浮かぶように戻ってくる。

  　聖せい花か女学園、夜の中央広場。

  　オズガは僕の傷を治すと言って、いきなり身体をなめはじめた。力が入らない僕は制服のブラウスをたくし上げられ、なすがまま。

  　莉り花かさんがぎょっとしてオズガを引き剥はがそうとしたけれど、帆ほ鳥とりちゃんに止められた。

  「洋ひろさんの傷が……治っていきます」

  　莉花さんは僕の身体を覗のぞきこむと目を見張り、オズガに手を出すのをやめた。ただぐっと拳こぶしを握っていた。

  　そして――。

  　ぺちゃん……ぺちゃっ……。

  　オズガになめられている僕。

  　オズガは僕の傷口も、それ以外の部分もなめていく。僕の身体に置いた手を時々そろりと動かし、舌と一緒に愛撫する。

  　んっ。

  　ぞくっとして、思わず声が洩もれそうになる。

  　れろん、れろ、ねちゃ。

  　寒くてしょうがなかった身体は、ほんのり温かくなった。撃たれたおなかと左肩はうずいたけれど、オズガの舌が何度も肌を行き来するうちにそれも感じなくなった。本当に傷が治ってるみたい。

  　ぺろり、んちゅ。

  　でも手足にはまだ力が入らない。

  　意識は朦もう朧ろうとしたり、はっきりしたり。でも気分は悪くなかった。ていうか、ささやかな快感が全身にあふれ、気持ちいい。

  「ヒロ」

  　視線を動かすと、おなかから顔を上げたオズガと目が合った。すべてを求めるような貪どん欲よくな眼まな差ざし。その熱っぽさに気け圧おされるように、また意識が薄れた。

  「言ったでしょ？　人の心は辛しん苦くを乗り越えて成長する。吸心鬼を倒したヒロの心はとても高まっているわ」

  　満足そうに笑うオズガ。

  「今ならきっと、わたしと創ることができる」

  　オズガは立ち上がると、手を伸ばしてきた。

  「ともに行きましょう、ヒロ。ふたりで紡つむぐ新あら花ばなの楽園――フローラの花園へ」

  　ドクンッ。

  　胸が高鳴った。

  　オズガの言葉はよくわからない。けれどフローラの花園という響きにはなぜか惹ひかれた。

  　今まで動かせなかった腕が、ほとんど無意識に上がる。

  「これだけなめたのだから、わたしとヒロの流りゆう脈みやくは交感し、ヒロはわたしと共鳴するわ」

  　共鳴？

  「逆らえないわよ、ヒ・ロ」

  　心の琴きん線せんに触れるオズガの声を聞きながら、

  「オズ……ガ……」

  　僕はオズガの手を握った。

  「な、なにしてんの!?　ちょっ、その手を離しなさい！」

  　妙な気配を察したのか、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんが、それぞれの武器を構えた。その瞬間、

  「!?」

  　僕とオズガの身体からだは一気に浮上した。夜風が上から下へ、ひゅうっと流れる。

  　い、いったい……？

  　はっきりしない頭を振り、オズガに手を握られたまま上体を起こした。膝ひざを着いた格好で眼下を窺うかがう。すでに地面からの高さは十メートルほど。そして目に映ったのは、

  「い……ばら……？」

  　いばらの廻かい廊ろう。

  　学園を覆おおっていた精神世界のいばらが物質化し、その一部が集つどい、幅広の道となって、上空へらせん状に伸びていた。その中途に僕とオズガはいる。

  　すでに学園内の建物や地面、ありとあらゆるものがいばらで埋め尽くされている。しかも出現したのはそれだけじゃなかった。

  　夜の園内に浮かぶ冷え冷えとした灯あかり……いや灯りじゃない。それは傘かさのように大きく咲いた白バラだ。

  　人の背せ丈たけの倍くらいある白いバラ。それはこの前礼拝堂の裏で、オズガが〝くびき〟と呼んでいたもの。

  　その巨大白バラが、女子寮前やイチョウ並木の途中など、ここから見えるだけでも四本現れ、その周りに寮生らしき女の子たちが、続々と集まってきていた。よく見ると、彼女たちにはいばらが絡からみつき、それに操あやつられているようにも見える。

  　そしてそのいばらを伝って、赤や緑、青や黄色の光が、女の子たちから巨大白バラへ流れ込んでいた。

  　まさか……女の子たちの精神力を……吸収？

  　熱に浮かされたような頭で、それに気づいたとき、

  「オズガ！　あんたいったいなにしてんのよ!?」

  　莉り花かさんの怒声が聞こえた。

  　地上の莉花さんは、僕の隣のオズガに銃じゆう花かを向けていた。オズガと僕の手は結ばれたまま。手を離そうとは、なぜか思えない。

  「あなたたちにも見えてるんじゃないかしら。フローラの祭壇が」

  　オズガは冷静に言うと、頭上を見み遣やった。僕もつられるように首を動かす。

  　あれは……？

  　いばら廻かい廊ろうが円を描いて昇った先――校舎の屋上よりも高い空中に、いばらの舞台ができあがっていた。円形のそれは人が十人ほど乗れそうな広さ。その周しゆう縁えんにも巨大な白バラが咲きそろい、灯とう籠ろうのように輝いている。

  「あれがフローラの祭壇。わたしがヒロの祝福を受ける愛あい執しゆうのクィリナリス丘きゆう。花か脈みやくが巡り、多くの人間が集つどうこの地のおかげで、ようやく創造できたのよ」

  　オズガがうきうきと告げる。

  「愛を咲かせる祭壇で、ヒロがわたしをなめれば、審判の時とき世よが訪れる。白バラがハニの力に選ばれ、わたしの花か刻こくの端は境ざかいが物質世界に同化するわ」

  「あんたの花刻の端境？」

  「あら、あなたたちも見たんじゃないかしら。白バラの吹ふ雪ぶく精神異い界かいを」

  　やっぱりあの花刻の端境は……オズガの心？

  「わからないかしら？　あの花刻の端境は、わたしの意のままになる世界」

  「――再生」

  　今まで黙ってた月つき夏なちゃんが口を開き、帆ほ鳥とりちゃんがハッとした。

  「創りかえるつもりですか？　意のままになる花刻の端境を同化させることで、物質世界をあなたの思い通りに？」

  　オズガが冷然と笑う。

  「それが〝葬送おくり花ばなの大だい淘とう汰た〟よ、ネモフィラの娘。わたしの白バラを葬送おくり花ばなにして、人間を駆く逐ちくするフローラリアがはじまるわ」

  　人間を駆逐？

  　オズガの話はあまり理解できないけれど、その一言は衝撃的だった。

  「オ、オズ……ガ……」

  　そんなことは許されない。絶対にダメだ！

  　なのに、怒ろうとした僕の口はうまく動かない。それどころか、オズガの言葉に懐かい柔じゆうされるように反発心が消えていく。

  〝わたしとヒロの流りゆう脈みやくは交感し、ヒロはわたしと共鳴するわ〟

  　オズガの言葉を思い出す。

  〝逆らえないわよ、ヒ・ロ〟

  　その〝共鳴〟とやらで、僕はおかしいのかもしれない。

  「さあ、祭壇へ向かいましょう、わたしのヒロ」

  　オズガが僕の手をそっと引き上げる。逆らえない。目め眩まいを覚えつつも、オズガの手に支えられて立ち上がる。

  「祭壇でわたしのすべてを――なめて」

  　オズガがねだるように言ったとき、

  「待ちなさい！　ふたりとも！」

  　莉り花かさんの声が夜の闇やみをつんざいた。おずおずと視線を向けると、莉花さんは燃えるような瞳でこっちを見上げていた。その横には、帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんの心配そうな顔もある。

  「〝葬送花の大淘汰〟だかなんだか知らないけど、そんなの絶対認めないわよ！」

  　オズガに銃じゆう花かの狙ねらいを定め、それから僕をキッと睨にらむ。怖い。

  「君もなにやってんのよ!?　とっととこっちへ戻りなさい！」

  　そうしたいのはやまやまなんだけど、意思が身体からだに伝わらないというか、その意思もオズガの言動に引き寄せられてしまうというか……。

  　とにかくすべてがままならない。

  「莉……さ……」

  　まともに声も出せない僕の耳に、オズガが毒を垂らすように囁ささやく。

  「ねえ、ヒロ。あの赤バラの娘は、ヒロにだいっ嫌いと言ったんじゃないかしら？」

  「!?」

  　それを聞いたとたん、不自然なくらい激しいショックを受けた。まるで心臓を一突きにされたみたい。強力な催眠術にかかったように、頭の中は〝だいっ嫌い〟だらけになって、思考が閉ざされていく。

  　莉り花かさんは僕に〝だいっ嫌い〟と言った。僕と出会って弱くなったと言って泣いた。でもそれは……。

  　嫌われていない理由を探そうとしたけれど、なにも出てこなかった。

  〝だいっ嫌い〟、〝だいっ嫌い〟、〝だいっ嫌い〟

  　僕は……。

  　莉花さんに……。

  　嫌われている……。

  　ああ……そう……か……莉花さんは……僕と……出会わなければよかったと……思ってるんだっけ……？

  　暗い奥底へ落ち込む僕の耳元で、オズガが忍び笑う。

  「赤バラの娘はね、ヒロがいなければいいと思ってるわ」

  　心がバチッとショートして、そのあとでまっくらになったように感じた。

  　周囲の状況がよくわからなくなって、世界から切り離されたように心細い。

  「こらっ！　なに黙ってんのよ!?」

  　憤ふん慨がいしている莉花さんから顔を背そむけた。

  　莉花さんに嫌われている。きっと顔も見たくないと思われている。

  　そんな暗い想像に、心が凍こおりついていく。

  「ちょっ？　なによ、その態度!?　こっち見なさいよ！」

  　莉花さんがムキになって叫ぶ。でもそれは僕の耳を右から左に通り過ぎていく。

  〝赤バラの娘はね、ヒロがいなければいいと思ってるわ〟

  　そうだ……莉花さんの前にいちゃいけない。

  　そんな結論にたどり着くと、おもむろに足が動き出した。手をつないだオズガが心に寄り添うように、ともに歩いてくれる。

  　上へ上へ。一歩、また一歩と廻かい廊ろうを上のぼっていく。莉花さんに背を向け、目指すはフローラの祭壇――。

  「なにしてんの!?　なに血迷ってんのよ!?　そんなの許さないわよ！　こら！　あたしの命令聞きなさいよ！」

  　足元で莉花さんが怒鳴り続ける。それは水中で聞く音のように遠い。

  　でもオズガは少しうんざりした様子で、莉花さんを蔑さげすむように見た。

  「ねえ、赤バラの娘」

  　オズガの瞳に嗜し虐ぎやく的てきな光が宿り、声色は冷たく研とぎ澄まされる。

  「ヒロをその手で撃ったあなたに、ヒロを止める資格があるのかしら？」

  「!?」

  　莉花さんの声が途と絶だえ、僕はおそるおそる莉花さんを窺うかがった。それでも足は廻廊を上っていく。

  　莉り花かさんの顔は青ざめ、固まっていた。右手で銃じゆう花かを構えたままだけど、目は見開かれ、瞳どう孔こうが揺れている。

  　茫ぼう然ぜん自じ失しつな莉花さんに、帆ほ鳥とりちゃんが血相を変えて呼びかける。

  「莉花さん！　オズガさんの言葉に耳を傾けたらダメです！」

  　しかし莉花さんは色褪あせた唇を震わせるだけだ。オズガはそんな莉花さんにほくそ笑む。

  「くすっ、あなたはヒロを殺すところだったのよ。命を奪うばおうとしたのよ」

  　莉花さんは左手で胸を押さえ、苦しそうに息を吐く。

  「莉花さん！」「莉花」

  　帆鳥ちゃんと月つき夏なちゃんの声にも反応しない。ただ打ちのめされた表情で、頭を小こ刻きざみに振る。

  「……あ、あたし……」

  「ヒロを殺そうとしたあなたが、ヒロを止められる？　ヒロがそれを望んでいると本気で思ってるのかしら？」

  　莉花さんが怯おびえたように僕を見た。その痛ましさに思わず足が止まり、喉のどの奥から声が出そうになった。でも、

  「ヒロ」

  　オズガが握る手に力を込めた。それだけで、僕の唇は縫ぬい付けられたように動かない。

  　無言の僕を見て、莉花さんは悄しよう然ぜんと瞳を伏せた。

  　ち、違う、莉花さん……。

  　声は、想いは届かず、そんな僕の隣でオズガは鈴を鳴らすように言った。

  「ヒロはね、あなたのことが〝だいっ嫌い〟なのよ」

  　その一言に莉花さんはビクッとして、とうとう銃花を握った手をパタリと下ろした。

  　違う！

  　僕は心で叫んだ。

  　莉花さん、違う！　僕はそんなこと思ってない！　思うわけない！　僕は！　僕は――！

  　届かない言葉が積もりに積もる。

  　その重さで胸が張り裂けそうになったとき、不意に帆鳥ちゃんが怒鳴った。

  「莉花さん！」

  　いつもは温厚な帆鳥ちゃんが、頬ほおを紅潮させ、莉花さんを睨にらみつける。

  「忘れたのですか莉花さん！　洋ひろさんが、莉花さんを命懸けで助けたこと！」

  　俯うつむいた莉花さんが、息を呑のむ気配がした。

  「私の大好きな莉花さん！　あなたは本当は臆病で寂しがり屋ですけど、決して諦あきらめない女の子です！　なのにどうして!?　どうして一番頑張らなくてはいけないときに、下を向くのですか!?」

  　帆ほ鳥とりちゃんの剣けん幕まくに、莉り花かさんはゆっくりと顔を上げた。

  「思い出してください！　洋ひろさんが撃たれても、莉花さんを助けたことを！　自分の身を顧かえりみずに助けたことを！」

  　帆鳥ちゃんは一瞬、唇を噛かみ、それから握った拳こぶしを胸に当てて声を嗄からした。

  「あんなこと…………あんなこと嫌いな人にできるわけないじゃないですか!!」

  　帆鳥ちゃんの痛切な叫びが、星空へ吸い込まれていったとき、

  「……ぁ」

  　力なく翳かげっていた莉花さんの表情に光が差した。

  　萎い縮しゆくしていた自分を呼び起こすように、莉花さんは二度、三度と瞬まばたきをし、唇をきゅっと引き結んだ。その顔にはしだいに精せい悍かんさが戻り、虚うつろだった瞳は勇ゆう壮そうに光る。

  「…………ありがと、帆鳥」

  「莉花さん」

  　落ち着きを取り戻した莉花さんに、帆鳥ちゃんは安心したように息を吐いた。莉花さんはばつが悪そうに笑う。

  「周り、見えなくなってた……」

  　莉花さんはそう言うと、一度深呼吸をしてから背筋を伸ばした。まるで敵に挑いどむ勇猛な戦士のように堂々と。

  　その闘志が迸ほとばしるように、莉花さんの長い髪が風をはらんでなびいた。

  　ああ、いつもの莉花さんだ。

  　そんな凜り々りしい姿にほっとしていると、莉花さんはこっちを射い抜ぬくように見つめた。一点の曇りもない瞳にドキリとする。

  「いい？　よ～く聞きなさいよっ」

  　莉花さんは低く唸うなるように言って、気を溜ためるように間を空けた。

  　そして意を決したように口を開く。その形のいい唇は、きっと素敵な言葉を紡つむぐだろう。

  「このヘタレ！　ドヘタレ！　最弱ヘタレ！」

  　素敵……ではなかった。

  「君を見てるとイライラするわ！　なよっとしてあったまくるの！　男らしさなんてカケラもないし！　頼りがいもないし！　弱虫だし！　優柔不断でなに考えてんのかわかんないし！　つまりヘタレの結晶！　ううん、君なんかヘタレ神がみよ！」

  　ついに神になりました。

  　予想外の罵ば声せいに頭がくらっ。

  　やっぱり莉花さんの前から消えたほうがいいかも、なんて思いかけたとき、莉花さんの表情がくしゃっと崩れた。

  「でもね……」

  　莉り花かさんの大きな瞳に涙が浮かぶ。

  「戻って……きなさいよ……そんなヘタレでかまわないから。ううん……そんな君がいいから……君じゃなきゃ……ダメだから……」

  　莉花さん……？

  　莉花さんは泣きそうに笑う。

  「……君は――」

  　ギュッと目を瞑つぶる莉花さん。その拍子に涙の雫しずくがぱぁっと散った。

  「――あたしの花はな視みなんだからっ！」

  　その一言に頬ほおを張られ、ていうか往復ビンタされ、最後にグーで殴られたような衝撃を受けた。僕の心は一瞬で霧きりが晴れたようにクリアになり、身体からだには清すが々すがしい力。

  　そして声も……――出た!!

  「莉花さん!!」

  　とっさにオズガとつないでいた手を離し、

  「ヒ、ヒロ……」

  　オズガの呟つぶやきを背後に残し、

  「今行くから！」

  　莉花さんの元へ向かって、いばら廻かい廊ろうを駆け下りていく。

  　莉花さんは安心したように微笑ほほえみ、でもすぐに表情を引き締しめた。力強く、銃じゆう花かの銃口をフローラの祭壇へ向ける。

  「オズガ！　あの祭壇、きっちり壊させてもらうわ！」

  　オズガは感情の消えた声で応じた。

  「――無駄よ。人ごときの力であれは撃ち抜けないもの」

  　廻廊を駆け下りていく僕からは、オズガの表情はよく見えない。

  　しかしオズガの発言にかまわず、莉花さんは銃花を放った。銃口の花弁を散らし、バラ色の銃弾が祭壇目掛けて飛ぶ。

  　が、突然、祭壇前の空中に、魔ま法ほう陣じんのような紋もん様ようが浮かび上がった。それは白い光で細密に描かれたもので、飛んできた銃弾を盾たてとなって受け止めた。まるで力比べをするように、紋様と銃弾が空中で均きん衡こうする。

  　しかし莉花さんはそれを見て、ふふんっと鼻で笑った。

  「〝人ごとき〟の力をなめないことね！」

  　その言葉に、オズガが眉まゆをひそめた瞬間――。

  　銃弾は紋様を撃ち抜き、それをかき消しながら、祭壇へ突っ込んだ。



  


  19

  

  　フローラの祭壇が崩れていく。

  　莉り花かさんが放った銃弾は、いばらで作られた円形祭壇の中央を撃ち抜き、その威力で弾だん痕こんの周囲に大穴を空けた。

  　祭壇はゴゴゴゴッ、と地鳴りのような音を上げ、つぎの瞬間真ん中から折れ曲がると、崩ほう壊かいをはじめた。

  　そのせいで祭壇へつながっていた廻かい廊ろうも揺れ、そこを駆け下りていた僕はあっけなく転倒。

  「うわわっ」

  　そのまま廻廊を転ころがり落ちていく。いばらの棘とげが痛いのなんの。

  「あだだだだだだっ」

  　拷ごう問もんかというくらい、身体からだにぷすぷす刺さる痛みに悲鳴を上げ、制服をあちこち破かれながら、ようやく地面にたどり着いた。

  「洋ひろさん」「洋」

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんが駆け寄ってきて、僕を起こしてくれた。

  「あ、ありがとう、もう大丈夫」

  　礼を言いながら、莉花さんに視線を動かす。

  　莉花さんは廻廊に佇たたずむオズガに、銃じゆう花かを向けていた。その横顔は硬かたく、緊張感がひしひしと伝わってくる。それに倣ならうように帆鳥ちゃんが杖じよう花かを掲かかげ、月夏ちゃんは身構えた。

  　そして――。

  「ふ～ん、ん～ん、ふふ～ふふ～ん」

  　オズガの鼻歌が聞こえてきた。

  　オズガは揺れるいばら廻廊から、崩壊していくフローラの祭壇を眺めている。祭壇からいばらの塊かたまりがそばに落ち、それによって廻廊が壊れていくのもかまわず、冷静に見上げていた。

  「ふふふ～ん、ん～んふふん～」

  　ついにフローラの祭壇は完全に崩れ落ちた。あちこちに残ざん骸がいが散らばり、頭上には月と星の夜空が、ぽっかりと開けた。

  　そしてそのときを待っていたかのように、オズガは鼻歌をやめた。

  「……想いの掩えん蔽ぺいさえ晴らす……人間の心しん力りよく……」

  　つまらなそうに呟つぶやくと、僕たちを見下ろした。

  「――そんなもの許さないわ」

  　その瞬間、冷気のような威圧が押し寄せてきた。心臓を鷲わしづかみにされたような圧迫と恐怖に身体は痺しびれ、足がすくむ。

  　オズガの瞳はナイフのように鋭するどく、その眼がん光こうは月よりも冴え冴えと輝いている。まるで目の前のすべてを切り刻きざむように。

  　ここ数日、いろんな顔を見せてくれたオズガ。でも今は殺意だけが迸ほとばしっている。その冷徹さに背筋が寒くなり、冷や汗が吹き出た。

  「素敵だわ、リカ。わたしが命を削けずって創ったフローラの祭壇を、ああもたやすく壊してくれるなんて」

  　底なしに冷ややかな口調。それが呼び起こす緊迫感に、僕たちは動けない。

  「これだけのことをしたのだから、当然報むくいを受ける覚悟はあるのよね？」

  　オズガは僕たちを睥へい睨げいした。

  「はじめましょうか？」

  　孤高の女王が鉄てつ槌ついを下くだすように言う。

  「――殺し合いを」

  　つぎの瞬間、オズガは廻かい廊ろうの上から身を躍おどらせた。

  「トシミ！　エレシュ！」

  　宙を降りながら、夜の闇やみに向かって呼びかける。それと同時に周囲のいばらが集つどい、一瞬で大きな卵型になると、そこからふたつの影が現れた。

  「ひょ～っほっほっ！」

  　ひとりは、スーツと眼鏡めがねを着用し、いつもの着物を羽は織おった瀬せ々せ良らさん。

  　そしてもうひとりは、いななきを響かせた馬……いや、夏の海でオズガと一緒に現れたユニコーン密みつ鬼おにと、それに跨またがった黒ローブ密鬼だ。

  「トシミ、エレシュ、その子たちをかわいがってあげて」

  　オズガは瀬々良さんと、エレシュと呼ばれた黒ローブ密鬼の間に降り立った。

  「たっぷり、絶望するくらいにね」

  　それを合図に、瀬々良さんと、フードで顔も見えないエレシュが動く。

  「みんな、下がって！」

  　莉り花かさんが指示を飛ばす。でも僕たちが行動するより早く、瀬々良さんの着物の袖そでが伸び、唸うなりを上げて飛んできた。

  　着物の袖はしなやかに、でも鉄のような固さで僕たちを打ちつける。

  「っ！」

  　その衝撃に、僕、莉花さん、帆ほ鳥とりちゃんの三人は弾き飛ばされ、一番敏びん捷しような月つき夏なちゃんだけが攻撃をかわした。なのに、

  「危ない月夏！」

  　僕と帆鳥ちゃんとともに転倒した莉花さんが、すぐに体勢を立て直して叫んだ。そのただごとでない様子に痛みも忘れ、僕も慌あわてて身体からだを起こす。

  「!?」

  　そして視界に映った光景に、息を呑のんだ。

  　そこではユニコーン密みつ鬼おにに跨またがったエレシュが、月つき夏なちゃんを両腕で鷲わしづかみにしていた。

  「んっ……くっ」

  　必死に身をよじる月夏ちゃんを、エレシュは頭上へ掲かかげていく。その腕も、異様に長い指も暗あん緑りよくの葉や蔓つるで植物化し、月夏ちゃんを離さない。

  「月夏！」「月夏さん！」

  　莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんが、銃じゆう花かと杖じよう花かを構えた。でもそれが発動する寸前、背後から巻きついてきたいばらが、一瞬で僕たちの自由を奪うばった。

  「つ……」

  　いばらが全身を締しめ上げる。幾いく重えにも幾重にも巻きつき、棘とげが肌に食い込んでくる。

  「なに……よっ、こんなもの！」

  　莉花さんが必死の形ぎよう相そうでいばらを振り解ほどこうとする。けれどそれはびくともしない。僕たち三人は立ったまま、完全に拘こう束そくされた。

  「いいざまね。お望みなら、そのいばらであなたたちの首をねじ切ってあげるけど？」

  　瀬せ々せ良らさんと並び立ったオズガが薄く笑う。その非情な物言いに、ここ数日オズガと接してきた僕はたまらず叫んだ。

  「オズガ！　お願い、やめてよ！　こんなこともうやめて！」
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  　しかしオズガは僕を無視し、エレシュを呼んだ。

  「エレシュ」

  　それに応えるように、エレシュが掲げた月つき夏なちゃんを仰ぎ見る。

  　ぱさっ。

  　その拍子に深々と被かぶっていたフードが脱げ、エレシュの顔が露あらわになった。

  　なんだ、あれ……!?

  　エレシュの不気味な顔に僕たちは目を見張った。いや、あれが顔と言えるのか？

  　その顔は闇やみの塊かたまりだった。

  　まるで空間に浮かぶ円形の漆しつ黒こく。目も鼻も口もなく、光も音も、もちろん感情の息い吹ぶきもない。ただ濃厚な暗黒が満ちた無の球たま。喪そう失しつの穴。

  　はじめて花か刻こくの端は境ざかいに行ったときに見た虚きよ無むのようだ。

  　そんなブラックホールのような顔へ、オズガが無感情な口ぶりで命令する。

  「エレシュ、その子を食べなさい」

  　耳を疑い、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんを見み遣やった。ふたりは愕がく然ぜんとした表情も一瞬、なんとかしていばらを解こうと歯を食いしばる。

  　しかしそんな莉花さんたちを嘲あざけるように、エレシュは緩かん慢まんな動作で、でも確実に、月夏ちゃんを自分の漆黒の顔へ引き寄せた。

  　ずぷんっ。

  　汚よごれた水に浸つかるように、月夏ちゃんの足先がエレシュの頭部に沈んだ。

  「っ！」

  　月夏ちゃんの顔が苦痛に歪ゆがみ、短く悲鳴を上げる。

  「月夏ちゃん！」

  　苦しむ月夏ちゃんを見て、ようやくオズガの発言を実感し、怖おぞ気けが走った。

  「月夏！」「月夏さん！」

  　莉花さんと帆鳥ちゃんが叫び、僕は吐き気がするほどの焦しよう燥そうに駆られながら、全身に力を込めた。

  　このいばらさえなければ！

  　そう心で叫んだ瞬間――。

  「!?」

  　僕を拘こう束そくしていたいばらが飛び散った。ぱらぱらと落ちるいばらの蔓つるは茶色に色褪あせ、枯れている。

  　これは……。

  　噴水広場で起きた現象と同じだ。あのときも僕は、精神体のいばらを枯らすことができた。

  　これもハニの力の一部なのかはわからない。今はそんなことどうでもいい。

  　月つき夏なちゃんを助けないと！

  　月夏ちゃんはすでにエレシュの漆しつ黒こくに、太ももの辺りまで呑のみ込まれている。その顔には大粒の汗がにじみ、目をつぶったり、唇を噛かんだりしながらあがいている。

  　その光景に急せき立てられ、一いち目もく散さんに駆け寄ろうとした。が、足を踏み出したとたん、新たないばらが、再び蛇へびのように絡からみついてきた。

  「おとなしくしなさい、ヒロ」

  　オズガが僕に釘くぎを刺すように言って、鋭えい利りな眼まな差ざしを向けた。

  「オズガ！」

  　僕もそれに負けないように、ぐっと睨にらみつける。オズガにこうして敵意を持ってしまったことが悲しく、つらい。

  　それでもこんなひどいことを許すわけにはいかない。

  　そんな決意を胸に、もう一度いばらを枯らそうと集中した。

  　枯れろ。枯れろ。枯れてくれ。

  　しかしさっきと同じように精神を昂たかぶらせ、何度も念じてはみるものの、いばらはもう枯れなかった。代わりに頭痛と疲労に襲われ、気を失いそうになる。

  「くすっ、ヒロの成長は喜ばしいけれど、まだまだ精しよう進じんが必要だわ」

  　歯噛みをする僕を見て、オズガが揶や揄ゆするように笑う。

  「オズガ……」

  　すがるようにオズガの名を呼んだ。

  　でもオズガはもう応えない。僕と同じように動けない莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんを一いち瞥べつすると、ぞんざいに言った。

  「さっさと食べてしまいなさい、エレシュ」

  　それを受け、エレシュが月夏ちゃんを呑み込むスピードが速まった。

  「ん、んんんっ」

  　月夏ちゃんはおなかの辺りまで漆黒の顔に埋没させ、つらそうに呻うめく。

  「月夏ちゃん！」「月夏！」「月夏さん！」

  　僕たちにはなすすべがない。心が砕くだけて、頭がどうにかなりそうだ。

  　とうとう月夏ちゃんは胸までエレシュの顔に呑まれた。その口から洩もれる声は弱々しく、視線はさまよう。

  「…………――ママ」

  　不意に、月夏ちゃんの目が一点で留まった。意識をつなぎとめるように瞬まばたきをして、視線の先にいるその人に呼びかける。

  「……ママ」

  　そこにはあだっぽい笑みを浮かべた瀬せ々せ良らさんがいた。

  　軽く腕を組み、髪と着物の袖そでを夜風にそよがす瀬せ々せ良らさん。まるで涼すずんでいるかのよう。

  　そしてそんな瀬々良さんを、月つき夏なちゃんはなんの曇りもなく、愛いとおしそうに見つめた。

  「ママ……」

  　月夏ちゃんのか細い声。でも瀬々良さんは眉まゆひとつ動かさない。月夏ちゃんの肩がエレシュの漆しつ黒こくに呑のみ込まれる。

  「ママ……」

  　無言で微笑ほほえんだまま、瀬々良さんは翡ひ翠すい色の瞳を向けている。見慣れた景色を眺めるように、心が揺らぐそぶりはない。

  「ママ……月夏……をね」

  　漆黒に首まで埋もれた月夏ちゃんは、途切れ途切れに言う。

  「月夏をね……生まれ変わっても…………」

  　ついにその顎あごの先が沈みだす。

  「……ママの子にして」

  　月夏ちゃんは息継ぎをするように顔を上げた。そして瀬々良さんに……この世でたったひとりのお母さんに見てもらうように、

  「ママ」

  　月夏ちゃんは笑った。晴れやかな、天使のような笑顔でにっこりと。

  「――大好き」

  　びょうっ！

  　その瞬間、瀬々良さんの着物の両袖が唸うなりを上げた。それは空中を切り裂さき、凄すさまじい音で夜を貫きながら、月夏ちゃんへ飛ぶ。

  「月夏ッ！」

  　その声は今まで聞いてきた瀬々良さんのものじゃなかった。感情が炸さく裂れつした叫び。人が人を想い、救おうとする意思の迸ほとばしり。

  　そんな心からの叫びとともに、着物の長ちよう袖しゆうが、エレシュの両サイドから漆黒の顔に突っ込んだ。エレシュはユニコーン密みつ鬼おにの背で身じろぎし、月夏ちゃんは顔の下半分を呑まれながら、目を見開いた。

  　ずぼおっ。

  　そして月夏ちゃんの身体からだが、エレシュの漆黒から飛び出した。

  　泥どろ沼ぬまから引っ張り上げられるように、月夏ちゃんはエレシュの顔から離れていく。その身体にはしっかりと、瀬々良さんの着物の袖が巻きついていた。

  　月夏ちゃんは唖あ然ぜんとする僕たちの前に下ろされ、着物の袖は瀬々良さんへ帰っていく。

  　月夏ちゃんはそれを追うように振り返り、顔色を変えた。

  「マ……マ……!?」

  「あ……あちき……あ…………あ、あちき……？」

  　瀬せ々せ良らさんは膝ひざをつき、身体からだを折って震えていた。自分で自分を抱いて荒い息を吐いている。

  「あ……ああ……あちき……あ、あた……あたし……ち……ちがう……わ……わたし……？」

  　うわごとのようにつぶやき、植物化した右手で顔を覆おおう。ひたすらうろたえている。

  「ママ！」

  　そんな瀬々良さんに、月つき夏なちゃんが駆け寄ろうとした、そのとき――。

  　ばさあっ！

  　頭上から竜たつ巻まきのような強風と、翼つばざのはためく音が振り落ちてきた。

  　な、なんだ!?

  　強風に目を細める中、どんっと地面が揺れた。

  　見ると、月夏ちゃんと瀬々良さんの間に巨大な鳥が立ちはだかっている。

  　鷹たかのような姿で、大きさは大型獣並み。その全身は、濡れた落ち葉のような色の葉と蔓つるで構成され、そこに白い羽う毛もうがまだらに入り組んでいる。双そう眸ぼうは瀬々良さんと同じ緑りよく眼がん。猛たけ々だけしい翼を広げると、体たい表ひようの植物群と羽毛が逆さか立だつように波打った。

  　今まで何度か瀬々良さんとともに現れた巨きよ鳥ちよう密みつ鬼おにだ。

  　巨鳥密鬼は月夏ちゃんを威い嚇かくするように鳴くと、すぐに巨体をひるがえらせた。

  「ママ!?」

  　月夏ちゃんが叫んだときには、瀬々良さんは巨鳥密鬼の足で鷲わしづかみにされていた。その鋭するどい爪つめに捕とらえられたまま、月夏ちゃんをぼんやりと見つめている。

  「……」

  　瀬々良さんの唇がなにか言いたそうに動いた。けれど声は出ず、巨鳥密鬼が飛び上がる。

  「待って！」

  　月夏ちゃんが駆け寄っていく。でも巨鳥密鬼の翼が起こす風のせいで、なかなか進むことができない。

  　ばさあっ、ばさあっ！

  　瞬またたく間に、巨鳥密鬼と瀬々良さんは夜空の彼方かなたへ遠ざかっていく。その禍まが々まがしい羽は音おとも小さくなり、ついに静せい寂じやくへ。

  　そして、

  「……ぐすっ」

  　上空に目を凝こらしていた月夏ちゃんは鼻をすすり、少し乱暴に、手で目元を拭ぬぐった。

  　月夏ちゃん……。

  　辺りには、もどかしく哀あい切せつな寂せき寥りよう感かんが漂ただよいだす。どこまでも深く、濃い霧きりのように。

  　そんな重い空気に声も出せずにいると、

  「くすっ、約束は守ったわよ、ヒロ」

  　不意にオズガが切り出した。しんみりした雰囲気をポイッと捨てるような口ぶり。

  　目を向けると、オズガがこっちへ駆けてくる。タタタッと、まるで足の裏にバネでも付いてそうな足取りだ。その後方にはユニコーン密みつ鬼おにに跨またがったエレシュが佇たたずんでいるけど、エレシュの顔はいつのまにかフードで隠されている。

  「ヒ～ロ」

  　オズガは僕の前まで来ると、なにかを催さい促そくするように見つめてきた。そこにはもう非情のカケラも、冷酷な闘とう気きもない。ただ全身から親しみをにじませ、戦っていたときとはまるで別人だ。

  　なにか、おかしい。

  　いくらなんでも、月つき夏なちゃんの命を奪うばおうとしたあとで、この豹ひよう変へんぶりはないだろう。

  　でも僕の困こん惑わくをよそに、オズガにはこれっぽっちも屈くつ託たくがない。まるで対決していたことが冗談だったように…………――!?

  　ハッとした。

  　冗談？……いや、そうじゃなくて、オズガは今僕になんて言った？

  〝約束は守ったわよ〟

  　約束？　オズガとした約束？　それって……？……え？　それってまさか……。

  「あ!?」

  　思わず声を上げた僕の前で、オズガが頬を膨ふくらませた。

  「ヒロ、褒ほめてくれないのかしら？　トシミの心を甦よみがえらせるため、こんなに頑張ったのに」

  「!?」

  〝約束〟を思い出し、愕がく然ぜんとした。

  　オズガにお願いしていたこと。それは瀬せ々せ良らさんを元に戻すための協力。

  〝一緒に寝てくれたら〟なんて条件を言われたりして、うやむやにされたのかと思ったけど、オズガは〝約束〟をこんな形で守ってくれた？

  　ということは……。

  「え？　待って。じゃ、じゃあ、さっきまでのはもしかしてお芝居!?」

  　僕の上うわ擦ずった声に、莉り花かさんと帆ほ鳥とりちゃんは顔を見合わせ、月夏ちゃんは小首をかしげた。

  「鼻歌の辺りから、お芝居だったわ」

  　そこから!?

  　言葉を失う僕とは裏腹に、莉花さんが声を荒げた。

  「ちょ、なによ！　お芝居ってなによ!?　なに言ってんの!?　オズガ、あんた、月夏になにしたかわかってんでしょうね!?」

  「ええ。トシミの心を目覚めさせるために、頑張ってもらったわ」

  　涼しげな顔で答え、オズガは月つき夏なちゃんに視線を向ける。

  「トシミの心が残っていると仮定して、もっとも効果的に揺さぶれるのは、ツキナだもの。それを利用しない手はないわ」

  　莉り花かさんも帆ほ鳥とりちゃんも、それから月夏ちゃんも呆あつ気けにとられた。まるで狐きつねにつままれたよう。

  　そんな僕たちの前で、オズガは得意そうに胸を張る。

  「今まで心が食い尽くされていないのだから、焦あせる必要はないと思うけど。それでもトシミを助けたいなら、あの鳥を倒すことね。さっきのでわかったんじゃないかしら？　トシミの心と身体からだに寄き生せいしている本体は、あの鳥のほうだわ」

  　言い終えると、オズガはあらためて僕を見つめた。

  「褒ほめてくれないの？」

  「え？　あ、それは、その……」

  　しどろもどろになる僕を尻目に、莉花さんが歯は軋ぎしりして怒った。

  「お芝居だかなんだか知らないけど、だったらこのいばら解ほどきなさいよ！」

  　月夏ちゃん以外、僕たちはいばらに拘こう束そくされたままだ。心なしかその締しめ付けは緩ゆるまったように思えるけれど。

  「イヤよ」

  　オズガはにべもなく答えた。

  「もう少し、あなたたちに邪魔されないで、ヒロと話したいもの」

  　オズガはそう言うと、すうっと笑みを消した。大人びた真剣な表情で僕を覗のぞきこんでくる。

  「オズガ？」

  　シリアスな雰囲気に気け圧おされてると、オズガは僕の心に届かせるように、ゆっくりと語りだした。

  「昔の人は言いました――〝人間は捨てる生き物である。たとえその心であっても〟」

  　オズガの声は霧きり深い山のように静かで、その底にマグマが滾たぎるように熱い。

  「知ってる、ヒロ？　人間の心の器うつわは決まっていて、そこから排はい斥せきされる心がたしかにあるのよ。不必要という傲ごう慢まんな烙らく印いんを、人間自身に押されて、ね」

  　そう言って、オズガは諦てい観かんするように息を吐く。

  「人間の取しゆ捨しや選せん択たくによって捨てられた心……。たとえば憎ぞう悪お、悲ひ哀あい、絶望、希望、安あん寧ねい、猜さい疑ぎ、信頼、そして愛さえも……。そんな心の屍し骸がいが、この世界には無数に漂ただよっているわ」

  　暗い情念を燃やすように、オズガのルビー色の瞳が鈍にぶく光った。

  「そんな心の屍骸――〝骸がい念ねん〟と、人間の繁はん栄えいが滅ほろぼした草花の精せい霊れい体たいが融ゆう合ごうし、かりそめの命を得たもの……それが密ひそやかな心の鬼、密みつ鬼おになのよ」

  　捨てられた心と……滅んだ草花が……密鬼？

  　オズガの言葉はにわかには信じられないし、うまく理解もできなかった。

  「そしてわたしはね、ヒロ。その中でも、骸がい念ねんの大いなる意思を執しつ行こうする〝裁さばきの種〟」

  「〝裁きの種〟？」

  「捨てられた心と、滅ほろぼされた草花の遺い恨こんを晴らす切り札ということだわ」

  　オズガは昂たかぶりを抑えるように間を空けてから、告げた。

  「だからヒロが必要なの。〝裁きの種〟を咲かせることのできるヒロの力が」

  　オズガがさらに顔を近づけてくる。息が掛かりそうな距離。

  「それとも人間が不必要な心を捨てたように、弱き草花を滅ぼしてきたように、ヒロもわたしを排はい斥せきする？」

  　オズガが挑ちよう発はつするように見つめてくる。僕に選択を突きつける。

  　僕は……。

  　僕の気持ちは……。

  　莉り花かさんたちが、じっとこっちを窺うかがってるのを知りながら口を開いた。

  「捨てるとか、滅ぼすとか、排斥するとか…………そんなのはイヤだ」

  　それを聞いた莉花さんたちは息を呑のみ、オズガは顔をほころばせた。

  「ヒロ、それじゃあ――」

  「だからオズガにも、人間を滅ぼすなんてしてほしくない」

  　とたんにオズガは眉まゆをひそめ、顔色を変えた。

  「ヒロ、わたしたちにそんな選択は――」

  「ある」

  　オズガの言葉を遮さえぎり、きっぱりと答えた。

  　ちゃんと言わなくちゃ。

  　オズガが月つき夏なちゃんのためにしてくれたことに報むくいるためにも。

  「オズガ、僕はもうこの目で視みたから。君の白バラを」

  「ふうん、わたしの〝死の象徴〟を視て、イヤになったとでも言うのかしら？」

  　苛いら立だちをにじませるオズガに、僕は頭を振った。

  「白バラは〝死の象徴〟って言われたりもするけど。でも今はとても人気のある愛されている花」

  　オズガは僕の真意がつかめないのか、困こん惑わくするように瞬まばたきした。

  「それにね、オズガ。白バラは、とっておきの花言葉を作れるって知ってる？」

  「花言葉を……作る？」

  　不審そうなオズガに、僕はうなずく。

  　白バラは別の花と交わることで、新たな花言葉を生む。それは孤高の純白だけでは、決して咲かせられない、豊ほう潤じゆんな色のついた言葉だ。

  「白バラと赤バラ。そのふたつを一緒にした花束の花言葉……――〝調和〟」

  「!?」

  　オズガは虚きよをつかれたように目を丸くし、莉り花かさんは「へ？」とすっとんきょうな声を上げた。

  　こんなこと言うのはおかしいかもしれない。的外れかもしれない。

  　でもこれが僕の気持ち。だから大切なみんなに聞いてもらいたかった。

  「僕になにができるのかわからない。でも僕は〝調和〟の道を選択する。きっと見つける。だって僕はもう視みたんだから」

  　僕は莉花さんに目を向ける。

  　莉花さんは複雑そうな顔でこっちを見ている。その背の赤バラは情熱と温かみにあふれ、〝愛〟を謳うたうように、求めるように〝美〟しく咲き誇っている。

  　そしてオズガに視線を戻す。オズガの背後には、今はまだ孤独な白バラが、人間に〝死〟の威光を振りかざすように、頑かたくなに咲いている。

  　そのふたつのバラを胸に焼きつけて、言った。

  「赤バラも、白バラも視た僕だから。だから僕は〝調和〟の道を信じて、求める。それが僕の気持ち」

  　僕はオズガに笑いかけた。

  「約束するよ、オズガ。僕たちから君に〝調和〟の花束をあげるって」

  「ヒ……ロ……」

  　きょとんとしていたオズガは、ゆっくりと表情を緩ゆるめた。なにかを抱きしめるように両手を胸に当て、そして目を瞑つぶった。しばらく穏おだやかな沈黙……。

  　それからパッと目を開けた。

  「六十点！」

  「は？」

  　口を尖とがらせるオズガ。でもその瞳はうれしそうに笑っている。

  「〝僕たち〟ってのが気に入らないわ。〝僕〟だったら百点だったのに。そういうところがあれね……え～と、なんだったかしら？　リカがよく口にしている……」

  　そう言って、莉花さんを見るオズガ。突然ふられた莉花さんは仏ぶつ頂ちよう面づらで答えた。

  「ヘタレ」

  「そうそれ！」

  　オズガがぽんっと手を叩く。

  「ヘタレ、ヘタレ、ヘタレヒロ」

  　楽しそうにヘタレを連呼するオズガ。ていうか、連呼はやめて。

  　僕としては頑張って話せて、気持ちが伝わったと思ったのに。なのに結局、終着点がヘタレって……。

  　こんなはずじゃなかったのに、と微妙にがっかりしたとき、

  「ヒロ」

  　オズガが僕の頬ほおを挟むように両手を当てた。ひんやりと気持ちのいい手。手が冷たい人は心が温かい、なんてことを思い出す。

  「ヒロ、なんでヒロもいばらで縛しばったままか、わかる？」

  　突然そんなことを言われても、なにがなにやら。

  　さっきからずっと僕にもいばらが巻きついていて、身動きが取れない。

  「それはね」

  　僕の鼻先を吐と息いきでくすぐりながら、オズガは囁ささやいた。

  「わたしがヒロに――キスするため」

  　ちゅっ。

  　唇と唇が触れた。



  


  エピローグ

  

  「ヒロの気持ちは素敵だけれど、わたしは骸がい念ねんの意志に従うわ。わたしの命は宿命の環わの中にしかないのだから」

  　オズガは僕から唇を離すとそう言った。その頬はほんのり赤らんでいるけれど、それをごまかすように、堂々とした口ぶりだ。

  「わたしはもう一度フローラの祭壇を創るわ。誰にも壊されない、わたしとヒロの愛のベッドをね。くすっ、そのための〝新たな鍵〟を今回見つけたもの」

  　オズガがチラッと莉り花かさんを見た気がした。

  「すべての心の上に君くん臨りんするアンダー・ザ・ローズのバラ。わたしはそれになって、この世界をフローラの花園へ再生させる。そこはわたしとヒロだけの永遠の蜜みつ月げつ。ふたりでその甘い蜜をなめ続けるんだわ」

  　うっとりした表情で語るオズガ。でも正直、話の内容は頭に半分も入ってこない。

  　だって僕の頭の中は、キスでパニック色（？）一色だし、心臓の音はやけにドキドキいってるし、くらくらするし、身体からだはびりびりだ。

  　そんな惚ほうけた僕の前で、オズガは莉花さん、帆ほ鳥とりちゃん、月つき夏なちゃん、みんなを見渡した。

  「これだけは言っておくわ」

  　オズガはコホンッと咳せき払いをひとつ、それから高らかに宣言した。

  「最後にヒロがなめるのは――わたしなんだからっ」

  　とたんにオズガの身体からだが純白の花吹雪に覆おおわれた。花か刻こくの端は境ざかいで見た白バラの花吹雪。そのおびただしい花びらは彼女の周囲を渦うず巻き、

  「またね、ヒロ」

  　つぎの瞬間、パッと爆はぜるように、オズガもろとも消失した。

  　いや、オズガだけじゃない。ユニコーン密みつ鬼おにとエレシュの姿もすでになく、それに気づいたときには、学園の様子も元に戻ろうとしていた。

  　園内を覆っていたいばら、くびきの白バラ、廻かい廊ろう、フローラの祭壇の残ざん骸がい、そして僕たちを縛しばっていたいばらの拘こう束そくも。

  　異変のすべてが物質世界の景色に溶けるように消え、聖せい花か女学園には正常が、僕たちの身体には自由が戻った。

  　なのに僕は全身固まったまま。

  　オズガとのキスショックから立ち直れない。うれしいとか、うれしくないとかじゃなくて、ただ混乱している。胸がドキドキからモヤモヤに変わっていく。

  　ファーストキスだった。

  　唇って思ったより乾いてて…………でも柔らかくて、熱かった。

  　なんてことを思い出し、キスした唇の熱がぼわっと体中に広がったとき、

  「ぐるるるる～」

  　莉り花かさんの唸うなり声に気づき、反射的に顔を向けた。

  「うぐぐぐぐ～」

  　莉花さん、激怒オーラ全開。顔を引きつらせ、ぴくっ、ぴくっと肩を震わせている。今にも飛び掛かってきそうだ。そして地球の裏側まで蹴けり飛ばされそうだ。

  　こ、怖い！

  　その横では、帆ほ鳥とりちゃんが莉花さんを「まあ、まあ」と宥なだめている。でもその帆鳥ちゃんも僕の視線に気づくと――ギロッ――睨にらんできた。

  　こ、怖い！

  　思わずふたりの視線から逃げるように、月つき夏なちゃんに目を移す。

  「……」

  　月夏ちゃんだけは普段の無表情で、冷静に見えた。が、

  「死刑」

  　こ、怖い！

  　かつてないほどのみんなの怒りに震え上がる。

  　その大激怒の理由が僕の〝調和〟発言なのか、それともオズガとのキスなのかよくわからない。ていうかそれを訊きくのも怖い。

  　どうしたらいいかわからず、あたふたしていると、

  「ん？」

  　たくさんの足音と話し声が、わいわいがやがや、聞こえてきた。

  　周囲を見ると、何十、いや、優に百人を超す人影が、園内のあちこちから僕たちのほうへ近づいてくる。あまりの大人数にぎょっとしたけれど、園内灯に照らされたその姿を見て理解した。

  　ああ、寮の女の子たちだ。

  　オズガのいばらで操あやつられ、くびきの白バラに精神力を注そそいでいた寮生たちが、意識を取り戻したのだろう。さすがに現状がわからずに戸と惑まどってるみたいだけど、見た感じでは具合が悪そうな子はいない。それに寮のみんながいる安あん堵ど感かんのおかげか、興奮気味に声を交わす姿には、なんとなく楽しそうな気配すらある。

  　そんな寮生たちの無事に、ほっと胸を撫で下ろしていると、

  「洋ひろさん、その格好はちょっと」

  　帆ほ鳥とりちゃんが焦あせり気味に話しかけてきた。僕への怒りをとりあえずは治めてくれたようだけど、なぜか困り顔で僕の胸を指差している。

  「格好？」

  　なんだろう、と自分を見下ろして、

  「あっ」と声を上げた。

  　僕の聖せい花か女学園の制服は無残に破れていた。

  　いばら廻かい廊ろうから転ころがり落ちたせいだろう。ブラウスは縦にも横にも大きく裂さけ、ほとんど原形を留とどめていない。しかも胸パットまで破は損そんし、でろ～んと垂れ下がり、僕の本当の胸――貧弱な胸板が露あらわになっている。

  「やだっ」

  　と、思わず女の子っぽく胸を隠したのは、ここ数日ヒロコとして振る舞っていた成果だろう。そんな成果いらないけど。

  　それより今はこの格好をどうにかしないとやばい、と周囲に目を走らせた。

  　寮の女の子たちは右からも左からも、学園のいたるところから近づいてくる。それもそのはず、女子寮に戻るには、僕たちのいる辺りを通らなくてはならない。

  　まずい。

  　どっちに逃げても、女の子たちに出くわすことになる。動きようがない。かといって両手で胸を覆おおっても、隠しきれるものじゃない。ていうか、ぼろぼろの格好をした僕はすぐに気づかれそう。

  　ホントにまずいぞ。

  　せっかく学園から立ち去ることができそうなのに、ここで男だとばれたらどうなる？　やっぱり警察沙ざ汰た？　だいいちペロペロセラピーでなめられた子たちは、僕が男だと知ってどんなにショックを受けるだろう？

  　ううっ、絶対ダメだ。いろいろと最悪だ。やっぱり男だとばれちゃいけない！

  　でも焦あせるばかりで、打開策は見つからない。

  　帆ほ鳥とりちゃんと月つき夏なちゃんが僕を隠すように立ってくれている。でもそれだけでやり過ごせるとも思えない。

  　なにか……なにか着たり被かぶったりできるものがあれば。

  　必死に視線を巡らせるけど、都合よく服が落ちているなんてありえない。

  　万事休す。

  　大勢の女の子たちはもう目と鼻の先だ。

  〝女装少年、女学園侵入で補導！〟――そんな新聞の見出しが脳裏に浮かんだとき、

  「ホント、バカッ」

  　今まで黙っていた莉り花かさんの声。そして莉花さんの香り。

  　不意に、僕の身体からだはガバッと柔らかいもので包まれた。

  「あらあら」「お？」

  　視界には、こっちを見て目を丸くする帆鳥ちゃんと月夏ちゃんの姿。

  　でもたぶんふたり以上に、僕はたまげていた。フルスロットルでびっくりだ。

  　聖せい花か女学園に来てから、想像以上の出来事に驚いてきた僕だけど、絶対にこれが一番のサプライズ。

  「り、りりりりり莉花さんっ!?」

  　僕は莉花さんに抱きしめられていた。

  　正面からギュッと。

  　莉花さんの腕は僕の背中に回り、僕を強く引き寄せる。

  　僕たちは隙すき間まがないくらい密着し、莉花さんの柔らかな胸が、僕のはだけた胸に押し付けられている。全身が莉花さんに包まれたみたい。

  　莉花……さん……。

  　動転していた心が少しずつ、穏おだやかな充足感へ変わっていく。

  　まるでこの世界のすべてから赦ゆるされ、受け入れられたような、安あん堵どと幸福。この一瞬が、これからの僕の支えになるような、強烈な体感。

  　抱きしめられるのって、こんなに気持ちいいんだ……。

  　そんな感動を覚える僕に、莉花さんは耳元で怒ったように言った。

  「こ、ここここうしてれば、君の胸、見えないでしょーが!!」

  　莉花さんはたまりかねたように、僕の肩の上でそっぽを向いた。横顔も見えないけれど、その耳は真っ赤だ。

  　莉り花かさんの言葉は、すぐにはピンと来なかった。でも身体からだに伝わる莉花さんの心地のいい熱さを感じているうちに、ようやく理解した。

  　そっか……莉花さん、僕が男だとばれないように……この胸を隠すために……抱きしめてくれてるんだ……。

  　それは冷静に考えれば突拍子もなくて、これじゃかえってみんなの注目の的になりそうな気がした。

  　でもそんなことは、この至し福ふくの前では些さ細さいなこと。ていうか、もう男だってばれてもいいや、とさえ思えてくる。

  　今はただ莉花さんを感じていたい。ただそれだけ。

  「ありがと……莉花さん……」

  　いつのまにか、僕も莉花さんの背中に手を回していた。

  　でもめいっぱい抱きしめることはできなくて、その華きや奢しやな背に添えるように触れただけ。それだけでも、ふたりの結びつきが強まったように思えた。

  「あ、あたしのほうこそ、今回はいろいろと……助けられ……たし……だから……その……」

  　横を向いたまま、莉花さんはごにょごにょとつぶやき、それから「ああ、もうっ」と小さく唸うなった。
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  　そんな態度がとてもかわくて、ぽわわ～んと夢見心地になったとき――。

  　ぎゅう～っ。

  　いきなり莉り花かさんに背中をつねられた。

  「いだだだだだ」

  　容よう赦しやのない強さに悲鳴を上げる。莉花さんは顔を背そむけたまま、もう一度。

  　ぎゅう～っ。

  「いだだだだだ」

  　今度は両手でつねられた。あまりの痛さに飛び上がりそうになった僕に、莉花さんがポツリと呟つぶやく。

  「オズガとキスした」

  　ぎゅう～っ。

  「いだだだだだ」

  「このくらい我慢しなさいよっ、罰よ、罰、天罰よっ」

  　よくわからないけど、オズガとのキスは天を怒らせるほどの悪あく行ぎようだったようで――。

  　ぎゅう～っ。

  　莉花さんのつねりかたも、さらに力がこもってくる。

  「いだだだだだ」

  　背中がじんじんして涙目になる僕。潤うるんだ視界に、ふと周囲を取り囲むたくさんの女の子が映った。寮生のみんなだ。

  　やっぱりこんなところで抱ほう擁ようしている僕と莉花さんは、ものすごく目立っているみたい。

  　聖せい花か女学園女子寮の女の子たちは好奇と興奮、そして羨せん望ぼうの眼まな差ざしをバンバン浴びせてくる。

  　ざわざわ、きゃっきゃっ。

  　しだいに黄色い声も混じり、みんなのトキメキ度がどんどん上がっていく。

  「あ、あの……莉花さん、周りがすごいことに……」

  　騒然とした雰囲気にたじろぎそうになる僕に、莉花さんは素っ気なく呟いた。

  「いい」

  　僕を抱きしめる腕を緩ゆるめようとはしない。

  　いいって、なにがかな？

  　莉花さんは僕の肩の上でもぞもぞと顔の向きを変え、

  「……まだ、もう少し」

  　僕の首元に顔を埋うずめて、囁ささやいた。

  「このままでいいでしょ？…………洋ひろ」


  


  あとがき

  

  　こんにちは、桜さくらこうです。

  『僕なめ党』党首として選挙に出た夢を見ました。二票取りました。

  　まあ、そんなアホ夢はともかく、『僕がなめたいのは、君っ！』シリーズもついに四巻です。四巻です。うれしいので二回言ってみました。

  　なめ続けて一年半。ここまでこれたのは読者の方々のおかげです。ホントありがとうございます。

  　さてこの④ですが、前回初登場した謎の美少女オズガが活躍します。いろいろとやってくれます。洋ひろと莉り花かは彼女に振り回され、その中で泣いたり、怒ったり、なめたり、すれ違ったりします。

  　洋、莉花、オズガ、それに帆ほ鳥とりや月つき夏な、それぞれの想いがじわっとにじみ出ていれば幸いです。いかがでしたでしょうか？

  　くわえて、④の注目ポイントは、やっぱりヒロコでしょうね。

  　女装して女学園や女子寮に潜入するという、男子なら一度は夢見る（？）シチュエーションに、洋を放り込んでみました。

  　この女装ネタ。実は桜の中では『僕がなめたいのは、君っ！』の一巻の作業中にすでにありました。というのも、はじめて洋や莉花、帆鳥のキャライラストを見せてもらったとき、桜の第一声が「洋、女の子みたいでかわいいなあ」だったからです。

  　そのときから、この物語が続けられるのであれば、いつか洋を女装させてあげようと虎こ視し眈たん々たん狙ねらっていました。それが今回叶かなえられて、ほっとしています。

  　もう思い残すことはありません。

  　…………。

  　あ、やっぱ、まだ結構あるのでこれからも頑張りたいと思います。

  　というわけで、そんな女装ネタのきっかけのイラストを描いてくださった西にし邑むらさんに大感謝です。

  　今作でも、素敵なイラストの数々に桜は見み惚とれるばかりでした。ベンチのシーンを描いた口絵が、なんていうか、もう、大好きです。

  　さて、実は今作から編集の担当の方が代わりました。

  　前任の方とは、唯ゆい派か澪みお派かで大おお喧げん嘩かしたとか、桜が見捨てられたとか、そういうんじゃないはずです。うん、たぶん……。

  　とにかく、デビューしてからたくさんのアドバイスをいただけたことに心から感謝いたします。ありがとうございました。

  　そして新担当さんは、なんと桜と同じ高校の卒業生だということが判明しました。

  　ちなみに桜さくらのほうが先輩ですが、打ち合わせでは、

  担当「おい桜、いちご牛乳買ってこいや！」

  桜「一分で行ってくるっす！」

  　といったやりとりが交わされる、素敵な関係です。

  　すでにお世話になっていますが、そしてすでに迷惑かけっぱなしですが、これからよろしくお願いいたします。

  　デザイナーさん、編集部のみなさん、この本の制作、出版に携たずさわってくださった方々に厚くお礼申し上げます。

  　そしてこの本を読んでくださった皆様、本当にありがとうございます！

  　皆様に少しでも喜ばれるよう、楽しい物語を書いていくことを誓ちかいつつ。

  　それでは、また。

  　桜でした。



  
    桜こう
  


  桜こう

  Kou Sakura

  

  第２回小学館ライトノベル大賞ガガガ賞を受賞しデビュー。

  自分の誕生日に、６日過ぎて気づく……。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  僕がなめたいのは、君っ！④

  

  ２０１２年12月１日　電子書籍版発行



  著　者　桜　こう


  発行人　佐上靖之


  編集人　野村敦司


  編　集　山田和正


  発行所　株式会社　小学館


  　　　　〒１０１‐８００１


  　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


  　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


  



  底　本　２００９年９月23日　初版第１刷発行


  

  ⒸKOU SAKURA 2012　ISBN978-4-09-451157-4

  

  

  ※ご注意

  本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。

  個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

OEBPS/Images/0259_01.png





OEBPS/toc.xhtml




目次





		プロローグ



		１



		２



		３



		４



		５



		６



		７



		８



		９



		10



		11



		12



		13



		14



		15



		16



		17



		18



		19



		エピローグ



		あとがき











OEBPS/Images/0219_01.png





OEBPS/Images/0003-0005_01.png
Bof kR





OEBPS/Images/000a.png
B
—
H g
& 4
3 7
[~ 4
o]
3
a8

). GAGAGA .





OEBPS/Images/0121_01.png





OEBPS/Images/0285_01.png





OEBPS/Images/0001_01.png





OEBPS/Images/0009_01.png





OEBPS/Images/0021_01.png





OEBPS/Images/0061_01.png





OEBPS/Images/0231_01.png





OEBPS/Images/0069_01.png





OEBPS/Images/0006-0008_01.png





OEBPS/Images/0002_01.png
POOD0®

design:nunata rina






